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手織機の構造 ・機能論的分析 と分類

吉 本 忍 ＊

Principles for a Basic Classification of Handlooms

Shinobu  YOSHIMOTO

   The handloom is a tool with a long history. It is widely 
distributed throughout the world and used by many ethnic 

groups to weave fabrics. Most handlooms consist of various 
parts and have a complicated structure. For these reasons, 
an examination of the many cultural elements involved in 
handlooms contributes considerably to ethnological studies. 
Systematic principles for the classification of handlooms world-

wide have not been established, due largely to the dearth of 
comparative ethnological weaving studies. 

   The Japanese-language version of this paper presents the 
results of a comparative study of handlooms. The structure and 
function of handlooms is described, and a comprehensive system 
of classification established. The author's field surveys, con-
ducted mainly in Indonesia, and the available literature together 
represent the primary resources for this research. Many 
technical terms used herein to classify handlooms were devised 

by the author. 
   Woven fabrics are defined as those constructed by interlacing 

warp threads held under tension, with weft threads disposed at 
right angles. Looms are defined as the tools or machines used 
to make such fabrics; a handloom is an apparatus operated manu-
ally rather than mechanically. 

   Among the constituent parts of a handloom, the shedding, 
warp-supporting, and tensioning devices are each fundamentally 
important to structure and function. They determine the 
classification developed herein, which is organized according to 
four primary loom  elements  :
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 1) BASIC STRUCTURE OF THE SHEDDING  DEVICE. 

       HEDDLES, OR HEDDLES ACCOMPANIED BY SHED STICKS. 
     Is a shedding device utilized? If so, how many? 

     What type of heddles or heddles with shed sticks are 
      used to weave fabric in tabby (the simplest, most 

      common method of uniting warp and  weft)? 

   Thirteen combinations are  recognized: 
 AO type=no heddle (e.g., Fig. 59), 

 B1  type-=single  loops-heddle-Fsingle shed stick (e.g., Fig. 27), 

        (loops-heddle see Fig. 17), 
 BI2  type=double loops-heddles+single or double shed sticks 

         (e.g., Fig. 36), 
B2  type=  double loops-heddles (e.g., Fig. 37), 
Cl type=single false jointed-loops-heddle+single shed stick 

        (e.g., Fig. 40), (false jointed-loops-heddle see Fig. 18), 
C2  type=  double false jointed-loops-heddles (e.g., Fig. 41), 

 Dl type=single jointed-loops-heddle (e.g., Fig. 44), (jointed-
         loops-heddle see Fig. 19, Fig. 20), 

D12 type=double jointed-loops-heddles (e.g., Fig. 45), 
El type=single plate-heddle with holes and slots (e.g., Fig. 47), 

        (plate-heddle with hole and slots see Fig. 21), 
Fl  type  =single bar-heddle with triangular slots (e.g., Fig. 49), 

         (bar-heddle with triangular slots see Fig. 22), 
 GI type=single set of tablets-heddle with holes (e.g., Fig. 50), 

         (tablets-heddle with holes see Fig. 23), 
 HI type=single cylinder-heddle with grooves (e.g., Fig. 51), 

        (cylinder-heddle with grooves see Fig. 24), 
 13 type  =pulley-cord-heddles (e.g., Fig.  25). 

2) ARRANGEMENT OF THE SHEDDING  DEVICE. 

      How is the shedding device arranged in the warp 
      threads, i.e., are the heddles and shed sticks fixed or 

      movable? 

    Seven variants are  found: 

  o type=no  shedding  device (e.g., Fig. 63), or shed sticks only 

          (e.g., Fig. 59), 
 a type=fixed heddle+fixed shed stick (e.g., Fig. 27), 

  b type=fixed heddle+movable shed stick (e.g., Fig. 28), 
 c type=movable  heddle+movable shed stick (e.g., Fig. 29) 

  d type=movable heddle+fixed shed stick (e.g., Fig. 31), 
  e type=fixed heddle (e.g., Fig. 47),
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 1' type=movable heddle (e.g., Fig. 37). 

3) WARP-SUPPORTING SYSTEM. 
       How are the warp threads supported and given tension? 

    Three methods exist: 
  a type=weighted warp (e.g., Fig. 8), 

  b  type=fixed warp (e.g., Fig. 9), 
  c  type  =  body-tensioned warp (e.g., Fig. 10). 

4) WARPING SYSTEM. 
      How are warp threads stretched on the handloom 

      (a factor which influences the shape of the finished 
 fabric)? 

    There are four  arrangements: 
  a type=circular warp (e.g., Fig. 11), 

  b  type=false circular warp (e.g., Fig. 12), 
  c type-------knotted circular warp (e.g., Fig. 13), 

  d  type--flat warp (e.g., Fig. 14). 

   If, for example, a handloom has a  B1 type shedding device 
in an arrangement of a type, warp-supporting system of b type, 
and warping system of  c type, it will be classified as a  Blabc type 
handloom. Theoretical combination of all types of the four 
elements listed above results in 12 types of handlooms without 
heddles and 408 types of handlooms with heddles. However, 

judging from available data there are only 40 types of handlooms 
worldwide, 5 of which lack heddles. Summary results of this 
handloom classification are tabled in Fig. 56.
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１ ． 序

１． 問 題 の 所 在

　織物を織 る技術は，先史時代に人類が獲得 した基本的な生活技術のひとつであり，

世界の数多 くの民族のもとに，かなり普遍的に分布 してきた１）。 しか し，最近の一般

的な傾向としては，個々の民族のもとで培われてきた伝統的な織 りの技術は，近代化

の大きなうねりのなかで，次第に失われつつある。もとより，このことは，今 日のわ

れわれの生活のなかで，織物や，織物を織る技術が，不要 となってきたということで

はな く，現代における織物の需要は，これまで以上に多様化 し，増大 しつづけている。

そして，こうした織物の需要に対応 して，織 りの技術のうちにも，革新 的な先端技術

の導入があいついでいる。

　織物は，基本的には，経糸と緯糸を組み合わせたものであり，いっさいの道具をも

ちいることな しに，完全な手作業によっても織 ることがで きる２）。 しか し，密度の高

い織物組織を構成 したり，効率よく織物を組織するためには，織機の使用が不可欠で

あり，織機は，織物を織るための道具，あるいは，機械として位置づけられる。

　織物を織 るためには，今 日では，織機の使用が一般的である。それ らの織機は，多

種多様であるが，稼動方式の違い，すなわち，動力の有無によって，基本的には，動

力織機 （力織機） と人力織機に大別す ることができる。

　このうち， 動力織機は， 織物を織 るために必要なすべての作業 を， 原動機か ら動

図１ 織 機 の 分 類

力 の供 給 を受 け て お こ な う

織 機 で あ り，産 業 革 命 の さ

な か の１７８５年 に， イ ギ リス

人 の Ｅｄｍ ｕｎｄ　Ｃａｒｔｗｒｉｇｈｔ

に よ っ て発 明 され た 。 発 明

当初 の動 力 織 機 の 性 能 は，

１）伝統的な織 りの技術を継承 して きた民族は，基本的に農耕民や牧畜民であ り，狩猟採集民 の

　 もとでは，現代 に至 るまで，ほとんど織 りの技術 は知 られていなか ったようであ る。

２）織物を織 るために，道具をい っさい使用 しないとい うことは，今 日の一般的な通念か らす る

　 な らば，奇異 なことである。事実，『広辞苑』の 「お りもの （織物）」の項 目で も，織物 とは，

　 「経糸 （たてい と） と緯糸 （よ こいと） とを組み合わせて機 （はた） にかけて織 った布」 とあ

　 り，織物を織るためには， 機， すなわち， 織物を織 るための道具の必要性があげ られて いる

　 ［新村 （編）　 １９６９］。 しか しなが ら，織物を織 るために使用 され る道具は，あ くまで も，織物

　 の製作を補助するための ものである。 したが って，筆者 は，織物 の概念は，道 具の使用の有無

　 にかかわ りな く規定 されるべ きである と考えて お り，先の 『広辞苑』に示 されて いるよ うな，

　 織物を 「機 にかけて織 った布」 とす る概念や，それ と同様の一般的な通念 に討 して は反対する。
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かなり低いものであったが，さまざまな発明や改良が加えられて今 日に至っており，

動力織機の使用は，現代における織物生産の主流となっている。

　一方，人力織機は，手織機と足踏み織機 に分けられる。このうち手織機は，おもに，

手のみ，あるいは，手 と足，手と足と腰などを使って，織物を織 るために必要な操作

を，個別に繰 り返 しおこなう織機である。また，足踏み織機は，初期の動力織機 と基

本的に同じ機構をそなえたものであるが，動力織機を稼動させるために必要な動力を，

足で繰 り返 し踏む力におきかえた機構をもつものである。 したがって，足踏み織機は

手織機 とは異なり，足で踏む作業を繰 り返すだけで織物を織ることができる。これら

の人力織機のうち，手織機は，もとより動力織機の発明以前か ら使用されてきたもの

である。一方，足踏み織機は，動力織機が出現 したのちに考案されたものであり，そ

の多 くは，初期の動力織機が普及す る過程における，過渡的な織機として使用されて

きた３》。

　以上のような織機のなかで，動力織機や足踏み織機に先行 してもちいられてきた手

織機は，おそらくは，人類が織物を織 る技術を獲得 した時期，もしくは，その時期か

ら，さほど遅 くない段階に発明されたであろうと考え られる。そうした織機の発明以

後，古代から現代に至るまでのあいだに使用されて きた手織機のうちに，多種多様な

型式や構造の手織機が存在 してきたことは，これまでの数多 くの資料によって知るこ

とができる。 しか し，それらの手織機のうちには，今日では，すでに使用されなくな

ったり，姿を消 して しまったものが少なからずあり，今後においても，このような傾

向が継続 していくであろうことは，想像に難 くない。

　人類が使用してきた道具は多岐にわたっている。しかしながら，それらの道具のな

かで，手織機は，もっともながい年月にわたって使用されてきた道具のひとつとして

位置づけられ，伝統的な手織機の分布についても，世界的にかなりの普遍性が認めら

れる。また，手織機の大多数は，さまざまな部品によって構成されており，多種多様

な道具のなかでも，もっとも複雑な構造をもっているもののひとつにあげることがで

きる。このように，時間的，空間的なひろがりをもち，かつ複雑な構造をそなえた道

具については，手織機以外には類例がないものとみ られる。 したがって，さまざまな

道具のなかで も，とりわけ手織機は，民族学的な比較文化研究の対象として，数多 く

の手掛かりとなる要素をそなえているといえる。

　 しかしながら，世界の諸民族のもとで使用されてきた手織機に関する，これまでの

３） 足 踏 み織 機 は ，１８０２年 に イギ リス人 の Ｗ ｉｌｌｉａｍ　Ｒａｄｅｃｌｉｆｆｅ に よ って 考 案 され て い る ［三 瓶

１９６１：７０］。動 力 織 機 の 普及 に と もな い ，足 踏 み織 機 は ，次 第 に 姿 を消 して い った が，日本 に お

い て は ，近 江 上 布 ，久 留 米 緋 ， 弓 浜耕 な どの 産 地 で ，今 なお 使 用 され て い る ［重 松 　 １９８５：３］。
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研究を概観 してみると，研究の主流は，特定の民族や，特定の地域の手織機に限定 し

た個別的な研究であり，通文化的な視点にもとつ く比較研究は，あまりおこなわれて

いない。 そうしたなかでも，Ｍｏｎｔａｎｄｏｎ［１９３４：５３２－５４６］のように， 手織機を発

達史的な視点から分析 した研究や，Ｒｏｔｈ ［１９５０（１９１８）］，　Ｂｉｒｒｅｌｌ［１９５９］，　Ｂｒｏｕｄｙ

［１９７９］のように，世界各地の手織機を，かな り網羅的にとりあげた研究は注目され

る。ただし，かれらの業績をはじめとする従来の研究においては，手織機の構造につ

いて，かならずしも十分な分析がおこなわれてきたとはいいがたいし，多種多様な手

織機の構造に関す る体系的な分類原理についても，未だ確立されていないというのが

実状である。

　たとえば，手織機の基本構造に関 して，筆者は，経糸 と開口具，および，経糸と経

糸保持具の関係に注目しており，第Ｈ章以降においてあきらかにしているように，経

糸 と開口具の関係では，とくに，経糸の開口方式を決定す る開口具の基本構成型式と

設置方式が重要であると考えている。また，経糸と経糸保持具の関係では，経糸の保

持方式と整経方式が重要であると考えている。 しかしながら，従来の手織機の比較研

究のうちには，以上のような諸要素の分析をおこない，それらの関連を考察すること

によって，手織機の しくみを詳述 した資料は認められない。さらに，手織機の分類に

しても，一般的には， 垂直機 （堅機＝ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｌｏｏｍ） と水平機 （ｔＷ　ｅｅ　＝＝　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ

ｌｏｏｍ） というような外見的な特徴４），あるいは，手動式と足引き式と足踏み式 という

ような，経糸の開口操作方式の違い，さらには，織物の種類や織物を構成す る糸の繊

維素材による区別などのように，手織機の基本構造とは，直接的には関係のない分類

概念を包括 した，統一性を欠いた分類原理がとりあげられてきた５）。

　 したがって，手織機に関する従来の研究のうちには，手織機の基本的な構造や機能

の十分な分析にもとつ く，比較類型論的な視点からの研究については，ほとんど成果

の蓄積がないというのが実状であり，手織機の研究は，体系的な比較研究をおこなう

ための基盤をもたないままに，今 日まで推移 してきたといわざるをえない。

２．　 目 的 と 方 法

本 稿 で は， 以 上 に述 べ た よ うな従 来 の手 織 機 研 究 の 不 備 を補 い，今 後 に，発 展 的 な

４）垂直機 と水平機 という分類は，手織機 にかけ られて いる経 糸のうち， とくに，織 りがお こな

われて いる経糸部 分の，地面に対す る方向性 （角度） に注 目した分類概念に もとつ くものであ

り，垂直機 と水平機のほか に，傾斜機 というカテゴ リーを設定す る場合 もある。 しか しなが ら，

このような分類概念は，漠然 とした もので しかな く，手織機の構造 や外観について，ある程度

の類別を可能 と している ものの，相互の カテ ゴ リーの境界を明確 に規定する ことは，基本的に

不可能で ある。
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比較研究を可能とするための基礎的研究として，手織機の構造論的，機能論的な分析

をおこない，それらの分析結果にもとついて，手織機の基本構造に関する分類法を確

立し，多種多様な手織機の体系的な分類をおこなうことをおもな目的としている。

　そのための本稿の構成は，つぎのようなものである。

まず，本章につづ く第 ［［章では，織機の基本構造に関わる構成要素 として，経糸 と

経糸保持具，および，経糸 と開口具の関係の重要性 について提起するが，それに先だっ

ては，織物 と織機が，いかなるものであるのかということをあきらかにする。その理由

としては，第 １に，織物 と織機の概念が，これまでには，かな らず しも明確にされて

いないということがあげられる。また，第 ２には，織機が，織物の製作を目的とした，

手段としての道具，あるいは，機械であるところか ら，織機の概念を明確にするうえ

５） た とえ ば， Ｒｏｔｈ は， ア フ リカ の手 織 機 を ， 基 本 構 造 に 関 わ る綜 続 の 種 類 　手 織 機 の 外 見

的 な特 徴 で あ る 経糸 の垂 直 ， 水 平 とい う ２種 類 の方 向性 ， 織 りの 対 象 とな る 織 物 の 種 類 な ど

を は じめ とす る さ ま ざま な 要 素 に よ って ， １．Ｔｈｅ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｍ ａｔ　Ｌｏｏｍ， ２・Ｔｈｅ　ＨｏｒｉｚｏｎｔａＩ

Ｆｉｘｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ　Ｌｏｏｍ， ３．　Ｔｈｅ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｃｏｔｔｏｎ　Ｌｏｏｍ， ４．　Ｔｈｅ且ｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｎａｒｒｏｗ　Ｂａｎｄ

Ｔｒｅａｄｌｅ　Ｌｏｏｍ， ５．　Ｔｈｅ　Ｐｉｔ　Ｔｒｅａｄｌｅ　Ｌｏｏｍ，６．　Ｔｈｅ　Ｍ ｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａｎ　ｏｒ　Ａｓｉａｔｉｃ　Ｔｒｅａｄｌｅ　Ｌｏｏｍ，

７．Ｔｈｅ“Ｃａｒｔｏｎ”Ｌｏｏｍ とい うよ うな， ７種 類 に分類 して い る ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０（１９１８）：２６－６３］。

　 ま た， 重 松 は ，日本 の手 織 機 を つ ぎ の よ うに 分 類 して い る ［重 松 　 １９８５：３，表 ２］。

手織機の分類

垂　直　型
（竪　型）

水 平 型
力 織 機
革 新 織機

腰 機

いざり機
地 機
下 機
神 代 機

高 機

長 機
大 和 機
京 機

足踏織機

水平型 脚　付 傾斜型 平 機
（二枚機）

耕　機 厩　機 空引機

錦機
花織
綾機

　なお，織機の分類 ということではないが，Ｍｏｎｔａｎｄｏｎ は， 発達史的な視点 にもとづ き，織

りの操作を，織機 の主要な構成部 品である綜 胱の有無 ，綜続の種類，綜続の操作方式，経糸の方

向性 （角度）などに注 目 して，つ ぎのように図示 して いる ［ＭｏＮＴＡＮＤｏＮ　１９３４：５３９］。

ＤＩＶＩＳ１０Ｎ　ＥＴ　ＤＥＶＥＬＯＰＰＥＭＥＮＴ　ＤＥＳ　ＭＯＤＥＳ　ＤＥ　ＴＩＳＳＡＧＥ

Tissage

tissage-tressage

tissage 
à fogue

aux cartons

à fogue 
normale

sur treillis

sur métier 
à releveur

à main  seule, 

à pédalier 

à traction

vertical 
horizontal
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では，その前提 として，まず，目的とす る織物の概念を明確にしてお く必要があると考

えるためである。つぎに，第皿章では，経糸と経糸保持具の関係から，手織機の基本構

造を構成す る要素となる，経糸の保持方式 と整経方式についてあきらかにする。さら

に，第ＩＶ章では，経糸と開口具の関係から，手織機の基本構造を構成する要素 として，

経糸の開口方式を決定する，開口具の基本構成型式と設置方式をとりあげ，これらに

ついて分析をおこなうとともに，基本構成型式と設置方式の違いによって異なる経糸

の開口方式を示す。そして，第Ｖ章では，まず，第ＩＶ章までの分析にもとづき，手織

機の分類概念として，開口具の基本構成型式と設置方式，経糸の保持方式 と整経方式

を設定 し，これ らの分類概念によって，手織機の基本構造に関する分類をおこなう。

そ して最後に，手織機の個々の類型の基本的な特徴と，それらの類型に対応する手織

機の具体例を提示する。

　本稿の記述にさいして，とりあつかう基礎資料 は，筆者が，１９７０年以降におこなっ

てきた，インドネシアをはじめとする東南アジァや，パプァ ・ニューギニア，インド，

中国，日本などでの現地調査によって収集 した資料と，文献資料，ならびに，本館な

どに収蔵されている標本資料などからなる。このうち，文献資料としては，とくに，

前掲の Ｒｏｔｈ［１９５０（１９１８）］や Ｂｉｒｒｅｌ１［１９５９］，　Ｂｒｏｕｄｙ［１９７９］の業績に負 うところ

が多い。

　なお，すでに指摘 してきたような手織機の通文化的な研究の不備か ら，これまでに

は，日本だけでなく，海外においても，手織機の型式や構造，あるいは，構成部晶な

どに関して，統一的な用語が確立されていなかったり，用語の設定自体が適切でない

というような例が少な くない６）。 したがって，本稿の記述にさいしては，筆者の独自

の考えにもとついて，少なか らず，あ らたな用語を設定す る。ただ し，その場合には，

わが国の染織の専門分野で，これまでに慣用されてきたような難解な専門用語は，で

６）た とえば，わが国で使用されて きた “単綜続” という用語は，手織機の構成 部品のひ とつで

ある，特定の綜続を意味 しているが，その具体 的な意味は，染織の専門分野と民族学の分野で は，

つ ぎのように異な ってお り， 現状で は少なか らず混乱をまね いてい る。 すなわ ち， “単綜統”
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つがいめ
とい うと，染織の専門分野では，第 皿章で述べ る番 目綜統の単体 （１枚）を意味 して いる。 こ

れに対 して，民 族学 の分野では， 杉浦 ［１９４２：１１５－１４０］， 北原 ［１９５９：　６９－７１］， 古河 ［１９６０：

１９３，１９９］の記述か らは， 第 皿章において記述する輪状綜統の単体 （１枚）を意味す る語 とし

て解釈 され， “単綜続織機”， あるいは，“単綜統機” とい うと，綜統が １枚の輪状綜統のみで

構成 される手織機 と して位 置づ けられてきたようである。 したが って ，民族学の分 野で は，“単

綜続織機”，あるいは，“単綜続機”は，基本的には，本稿で提示 する単式輪状綜統機 に相当す

る手織機 と考え られるが， 従来の民族 学の 分野において は，“単綜続織機”に輪状 綜続の枚数

を追加することによ って，多様な織物組織を構成する ことがで きる単式輪状綜続機 の存在や，

基本 となる輪状綜続の枚数 が ２枚で構成 され る複合 単式輪状綜統機 や複式輪状綜続機な どの存

在について は， ほとん ど考慮 されていなか ったよ うである。
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きるだけ使わないこととし，基本的には，対象となる機能や形態などを，直接的にあ

らわす平易な字句を使用するように努める。そして，それらの用語については，必要

に応 じて，本文中，または，脚註において説明をおこなうこととする。

皿． 織 物 と 織 機

　本章では，手織機の分類をおこなう前提 として，まず，織物と織機の基本概念をあ

きらかにする。そして，織りの基本運動に対応する織機の基本構成部品 として，経糸

保持具，開口具，緯入具，緯打具の ４種類をとりあげ，織機の基本構造が，経糸と経

糸保持具，あるいは，経糸と経糸保持具と開口具の相互関係によって決定されている

ことを提起する。

１．　 織物と織機の基本概念

　織物が，いかなるものであるのかということについては，従来，おもに，編物との

関連において検討されてきた。それは，織物が，編物とのあいだに，素材，技術，組

織などに関 して，多 くの類似点や共通点をもっていることによる。 しかしながら，織

物の概念，あるいは，織物 と編物の違いについては，これまでに，かならず しも明確

にされてきたとはいいがたい。したがって，以下では，織物の基本概念を，編物 との

関連において，素材，技術，組織のうえからあきらかにし，さらに，織物の基本概念

にもとついて，織機の基本概念を規定する。

　（１）　織物とは

　織物が経糸と緯糸によって構成されたものであることは，すでに一般常識 として定

着 しており，筆者の織物についての基本的な認識も，この点に関しては共通のもので

ある。ただ し，経糸や緯糸 として使用される織物の素材は，糸が一般的ではあるが，

糸以外の素材，たとえば，紐，藁，ヒゴなどが使用されている例もある。したがって，

このような例外的な要素を考慮するならば，織物の素材は，糸，あるいは，糸に類す

る線状物と規定することができる。 しかし，糸をはじあとする織物の素材は，いずれ

も編物の素材としても使用されている。そのため，織物を，素材そのものによって，

編物と区別することは不可能であるが，織物は，経糸と緯糸 という２種類の方向特性

をそなえた素材によって組織されているということにおいて，多 くの編物とは異なっ

ている。このことか ら，これまで，織物の基本概念，あるいは，織物と編物の区分は，

おもに，素材の組み合わせかたに関連 して，以下に示すような “織 り” と “編み”の
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技 術 や， 織 物 と編 物 の 組 織 の違 いな ど に も とつ い て お こなわ れ て きた 。

　 １）　 “織 り” の 技 術 と “編 み” の技 術

　 糸 ， あ るい は，糸 に類 す る線状 物 を素 材 と した織 物 や ，織 物 に類 似 す る布 状 の編 物

を組 織 す るた め の “織 り” と “編 み” の技 術 の 区 分 につ い て は ， これ ま で に ， さ ま ざ

ま な 考 え かた が示 され て い るが ，一 般 的 に は， “織 り” の技 術 は ，“編 み” の技 術 か ら

発 展 した もの と考 え られ て い る。

　 た とえ ば ，Ｍ ｏｎｔａｎｄｏｎ は ・“織 り” （ｔｉｓｓａｇｅ）を “編 み織 り” （ｔｉｓｓａｇｅ・ｔｒｅｓｓａｇｅ） と

“開 口織 り” （ｔｉｓｓａｇｅ　ａ　ｆｏｇｕｅ） に大 別 し
，“開 口織 り” を 完 全 な “織 り” と して位 置づ

け る と と もに ，“編 み織 り” を “編 み ”（ｔｒｅｓｓａｇｅ）か ら “織 り” へ の展 開 の 中間 的 な技

術 と して設 定 して い る。 そ して ， “編 み” と “編 み織 り” は， 莚 な ど を組 織 す る さい

に ， あ らか じめ経 糸 を保 持 して お くた め に も ちい られ る経 糸保 持 具 ， す な わ ち ， “不

写真 １ 手 と足のみによる草履 （アシナカ）

　　 　　づ くり

　　 八丈 島 ・樫立 （１９８７年 ３月撮影）

完 全 な 枠 ”７）（ｃａｄｒｅ　ｉｎｃｏｍｐｌｅｔ） の有

無 によ って 区別 して お り， い っさ い の

経 糸 保 持具 を使 用 しな い 場 合 を “編

み” と し，不 完 全 で あ って も経 糸 保 持

具 を使 用 す る場 合 を “編 み 織 り” と し

て い る。 ま た ， “編 み織 り” と “開 口

織 り” は ，経 糸 の組 織 的 な 開 口 と逆 開

口 の両 方 を お こ な う こ とが で き る開 口

具 の有 無 に よ って 区 別 して お り， 開 口

と逆 開 口の 一 方 の み しか お こな う こ と

がで きな い開 口具 を使 って い る場 合 を

“編 み織 り” と し
， 開 口 と 逆 開 口 の両

方 をお こな う こ とが で き る開 口具 を も

ち い る場 合 を “開 口織 り” と して い る

［Ｍ ｏＮＴＡＮＤｏＮ　 ｌ　９３４：５３３－５３９］。

　 この よ うな Ｍ ｏｎｔａｎｄｏｎ の考 え か

た の な か で ， “織 り” の下 位 区 分 と し

て ， “編 み織 り”と “開 口織 り” とい う

７）Ｍｏｎｔａｎｄｏｎ のい う “不完全な枠” とは， 図 ８に示す ような ２本 の支柱 と，そのあいだにわ

たされ た横木で構成 されているような経糸保持具や，わが国の葦賛や莚を編 むための “ッチノ

コ”を併用 した編 み台 のように，それ自体では経糸 に張力を付与す ることのできない経 糸保持

具を意味 しているものと考え られる。
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カテゴリーを設定 していることについては，筆者は，あえて反対するものではない。

しかしながら，経糸保持具の有無によって “編み”と“織 り”（“編み織 り”）を区別す

ることについては同意することはできない。それは，経糸保持具をはじめとするいっ

さいの道具を使わず，手 と足のみで経糸を直接保持するとともに，張力を付与するこ

とによっても，“織 り” （“編み織り”）をおこなうことが可能であるためであり，その

具体例は， わが国でおこなわれてきた草鮭づ くりや草履づ くりのうちに認め られる８）

（写真 １）。

　 したがって，筆者は，“織 り”をおこなうためには， 経糸が保持されるとともに，

張力をそなえているということが不可欠の条件であると考えているものの，経糸保持

具の有無 については， かならずしも “織 り”（“編み織 り”）を “編み” と区別するた

めの要素にはな りえないと考えている。ただ し，経糸が保持され，張力をそなえてい

るということもまた，“織 り”の技術を特定するための十分条件 とはなりえず，“織り”

の技術を特定するうえには，さらに次の項で述べるような，経糸に対する緯糸の組み

合わせかたが重要であり，織物の基本概念 も，“織 り”の技術と織物の組織との相互

の関連から考察する必要があると考えている。

　 ２）　織物と編物の組織

　経糸と緯糸によって構成される織物の組織は，きわめて多岐にわたっているが，こ

れまでには，一連の織物組織 は，基本的に，図２に示すような，平織組織，綾織組織，

編子 （朱子）織組織，搦織組織からなる４種類の基本組織９）と，それ らの変化組織に

集約されると考えられてきた。 したがって，棒や紐などの保持具か ら糸を吊 し，それ

らの糸に，必要 に応 じて張力を付与 しながら，相互に斜めに組み合わせた交叉組織

（図 ３－１）や振 り組織 （図 ３－２）などのスプラングを構成する組織では，組織を構

成する個々の糸に，経糸 と緯糸 という方向特性がなく，組織自体 も，上記のような織

物組織に適合 しないため，織物の組織からは除外されて きた。ただし，図 ４のように，

経糸に対 して緯糸を換 りあわせた緯振 り組織や，図５のように，経糸に対 して緯糸を

巻 きつけた巻 き組織は，ともに，織物の基本組織や，それ らの変化組織とは異なった

組織であるにもかかわ らず，経糸 と緯糸によって構成されているところから，例外的

８）草鞍 や草履 は，わが国では一般 に，編物と して と らえ られ， それ らの製作技術は， “編 み”

の技術とされて きた。 しか しなが ら，後述す るよ うに，筆者の規定する織物の基本概念 にもと

つ くな らば，草鞍や草履 は織物 と して位 置づ けられる。 したが って，草鞍づ くりや草履 づ くり

の技術も，“編み” の技術で はな く，“織 り”の技術である。

９）一般 に，平織組織，綾 織組織 ，嬬子織組織 は，織物の三原組織，搦織組織 は特別組織と呼 ば

れているが，三原組織 と特別 組織を あわせて織物 の四原組織と呼 ばれ ることもある。
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（Ｄ平織組織 （２）綾織組織

（３）編子織組織

図 ２ 織物 の基本組 織 １ 経糸

（４）搦織差且華哉

緯糸

に織物組織 として包括する傾向が一般的である１０）。 しかしながら，筆者は，いかなる

場合においても，基本概念を明確に規定するためには、例外的な要素は、極力排除す

べ きと考えており，筆者の考える織物の組織 とは，あくまで も，先の織物の基本組織

と，その変化組織のみに限定する。したがって，先の緯振 り組織や巻き組織のように，

経糸 と緯糸によって構成された組織であっても，経 と緯という２種類の異なった方向

特性をそなえた相互の糸が，直線的に交叉 していない場合には，織物の組織か らは除

外 し，これ らの組織は，スプラングを構成する交叉組織や挨 り組織 とともに，編物の

組織の うちに包括されるものと考えている。

１０）たとえば， Ｂｕｒｎｈａｍ は， 織物 の組織 を，平織組織，綾織 組織，嬬子織 組織，搦織組織 と，

　 それらの変化組織 に限定 しているが，緯振 り組織や巻 き組織 も例外的な織物組織 として とらえ

　て いる ［ＢｕＲＮＨＡＭ　ｌ　９８１（１９８０）：１８６－１９０］。
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（Ｄ 交叉組織 （２）捩 り組織

図 ３　ス プ ラ ン グ の 組 織

図４　緯振り組織 ■ 一経糸 〔コー緯糸 図 ５ 巻 き 組 織 ■■ ～経糸 ［：コー緯糸

３）　織物と編物の関係

　これまでには，織物の基本的な概念を確立するために，織物と編物の違いを強調 し

てきたが，筆者は，織物を，広義には編物の一種としてとらえている。また，編物の

組織 については，交叉組織，振 り組織，巻き組織，輪奈組織という，４種類の基本組

織 （図 ６） に大別 しており１１》，平織組織と綾織組織と嬬子織組織を基本 とする織物組

１１）筆者 が考えている編物の基本組織 の概略は，以下のよ うな ものであ る。

　交叉組織 一複数の素材を，相互 に交叉 させる ことによって構成 された組織。 この組織 によ る代

　　　 　　 表 的な製 晶としては網代が ある。また，組紐 をは じめとするスプラ ングや，籠や莚

　　　 　　　などの組織 として も一般的である。

振 り組織 一直 線的な素材に，複数 の素材を振 りあわせる ことによって構成 された組 織。おもに，

　　　 　　　籠，鍵 ，簾，葦蟹などの組織にみ られ，ス プラングの組織 として も認め られる。

巻 き組織 一基本 となる素材に，他 の素材を巻 きつ けることによ って構成 された組織。籠に多 く

　　　 　　　み られる。

　輪奈組織 一 １本， もしくは，複数の素材を もちいて輪奈 （ループ）をつ くり，輪奈を連続 的に

　　　 　　 組み合わせることによ って構成 された組織。 この組織 の代表的な製 品と しては，ニ
　　　 　　　ッ ト製品がある。また，網や籠の組織の一部 にも使用されてい る。
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交叉組織

捩り組織

巻 き組織

輪奈組織

図 ６ 編 物 の 組 織

（１）～ （８）， （１１）は ， ［ＢＡＬＦＥＴ　 １９７５（１９６８）：７５８］に よ る 。

織は，いずれも交叉組織 に属 し，搦織組織を基本 とする織物組織は，振 り組織に属す

るものとしてとらえている。

　 このような，織物を編物の一種とする筆者の考えは，織機の主要な構成部品のひと

つに位置づけられる綜続の存在に起因している。すなわち，綜続の発明によって，綜

続をそなえた織機によってつ くられる “編物”の生産性のみが，他の編物に較べて飛

躍的に向上し，綜続をそなえた織機の普及や，その発展の過程において，綜続をそな
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えた織機によってつ くられる “編物”が，次第に他の編物か ら独立 し，最終的に，編

物 とは異なる別の概念， つまり， “織物”としてとらえられるようになっていったと

いう想定にもとついている。なお，このような想定の根拠 としては，これまでに指摘

しているように，織物が，編物とのあいだに，素材，技術，組織などに関して，多 く

の類似点や共通点をもっていることがあげられる。そ してさらに，綜続が，織機に特

有の構成部品であり，広義の編物の組織のなかで，先に織物の基本組織 として提示 し

た，平織組織，綾織組織，編子織組織，搦織組織や，それ らの変化組織によって構成

される織物組織のみが，綜続，あるいは，綜続 と開口保持具で構成 される開口具によ

って構成することが可能であるということがあげられる。

　 （２）　織物 と織機の基本概念

　前節では，織物についての筆者の考えを，編物との比較において提示 した。あ らた

めて，それらを整理 し，要約す るならば，織物の基本概念は，つぎのように規定され

る。

　すなわち，織物とは，糸，あるいは，糸に類する線状物を経糸と緯糸とし，あらか

じめ直線的に配置され，張力をそなえている経糸に対 して，緯糸を直線的に交叉させ

ることによって組織された製品である。

　 したがって，筆者の考えている織機とは，以上のような基本概念に該当する織物を

織 るために使用される道具，あるいは，機械として位置づけられるが，それらの織機

には，後述す るように，経糸を直線的に配置し，経糸に張力を付与するための構成部

品として，経糸保持具の存在が基本的に不可欠である。

　なお，上記のような織物の基本概念の うち，経糸があらかじめ直線的に配置されて

いたか否かということや，経糸に張力がそなわっていたか否かということについては，

織りの技術に関わるものであり，製品から，それ らについての明確な判断は不可能で

ある場合が少なからず認められる。また，編物のうちには，素材や組織においては，

織物とまったく同一の製品が存在す るということもありうる。 したがって，布や布状

の完成品，あるいは，それらの断片のみによって，織物 と編物を判別することは，厳

密には不可能であるといえるが，一般的には，搦織組織で構成されている布状の製品

や，素材 として糸が使用され，織物と同様の組織を構成 し，かつ，組織の密度が高い

製品については，織物と判断してさしつかえないといえる。

３２９



国立民族学博物館研究報告　 １２巻 ２号

２．　 織機の基本構造

　（１）　織 りの基本運動

　織物を織るという技術の基本は，すでに指摘 してきたように，あらかじめ直線的に

配置され，張力をそなえている経糸に対 して，緯糸を直線的に交叉させて組み合せて

いくことである。 したがって，織 り作業としては，まず，経糸を １本ずつすくったり，

経糸をいっせいに２つの層に分離し，それらの２つの層の相対的な位置関係を交互に

逆転させること，すなわち，緯糸を通すための経糸の開口と逆開口を繰 り返す開口運

動炉不可欠である。そ してさらに，開口運動によって構成された経糸の開口部や逆開

口部に，緯糸を通すための緯入運動も欠 くことができない。また，一般的な織 りの作

業では，開口部 と逆開口部に通された緯糸を，そのつど打 ち込むことによって，所定

図 ７　織 りの基本運動 ＝＝－　経糸 　・一　緯糸

の位 置 まで 移 動 させ るた め の緯 打 運

動 も お こな わ れ て お り， この よ うな

場 合 の織 り作 業 は， 開 口運 動 ，緯 入

運 動 ，緯 打 運 動 と い う ３種類 の運 動

の繰 り返 しに よ って 成 立 して い る。

した が っ て ，一 般 的 な織 り作 業 に お

い て は ，開 口運 動 ， 緯 入 運動 ，緯 打

運 動 は ，織 りの 基 本 運 動 と して位 置

づ け られ る。

　 な お ， これ らの基 本 運 動 の う ち，

緯打 運動 は ，一 般 に， 経 糸 の 開 口部

に緯 糸 を入 れ た場 合 に は， その 開 口

部 を 閉 じ合 わ せ るか ，逆 開 口 した う

え で お こな わ れ て お り，逆 開 口部 に

緯 糸 を 入 れ た場 合 に は ，逆 開 口部 を

閉 じ合 わ せ るか ， あ る い は ，開 口 し

た うえ で お こな わ れ て い る。 した が

って ，一 般 的 な織 りの作 業 は ， 図 ７

に示 す よ う に， 開 口， 緯 入 ， 閉合

（ま た は ，逆 開 口），緯 打 ，逆 開 口 ，

緯 入 ， 閉 合 （ま た は ， 開 口）， 緯 打
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と い う よ う に， ３種 類 の基 本 運 動 に も とつ く， ８つ の工 程 の繰 り返 しに よ って成 立 し

て い る１２）。 た だ し， この よ うな ８工程 に わ た る織 り作 業 は，基 本 的 に ， 経糸 を い っせ

い に分 離 す る こ とに よ って ，経 糸 の 開 口 と逆 開 口を お こな う こ とが 可 能 な場 合 に成 立

す る もの で あ り，経 糸 を １本 ず つ す く

って 開 口 させ るよ うな場 合 に は ，開 口

運 動 と緯 入 運 動 が ，合 体 して 同時 に進

行 す る とい う こ と もあ る１３）。

　（２）　織機の主要構成部品

　織機には，多数の部品によって構成

された複雑なものから，単一の部品の

みで織機 として成立しτいる単純 きわ

まりないものまでさまざまである。 し

かしながら，効率良 く織 りをおこなう

ためには，経糸を保持 し，経糸に張力

を付与するための経糸保持具 と，織 り

の基本運動に対応する，開口具，緯入

具，緯打具などの４種類の構成部品が

必要であり，これらは，織機の主要な

構成部品として位置づけられる。

　以上のような４種類の構成部品は，

織機のうち，近世以降に出現 した動力

織機や足踏み織機のすべてと，大半の
写真 ２　 草履台を もちいた草履づ くり

　 八丈島 ・樫 立 （１９８７年 ３月撮影）

１２）一般的な織 り作業 のなかで，緯打運動の前段階 において，経糸 の開 口部を閉合状態 とする こ

　 とがで きるの は，基本 的に，後述する手織機の構成部品 のうちの開口保持具が存在 しない場合

　のみである。ただ し， この場合においては，緯入運動をお こな ったさいに開 口していた経糸を，

　閉合状態 と したの ちに緯打運動をお こなう場合 と，緯入運動をお こな ったさいの経糸の開 口部

　を逆転 させて，開 口を逆 開口と したのち，あるいは，逆開 口を開 口としたの ちに緯打運動をお

　 こな う場合があ る。なお，開 口保持具がそなわ っている場合 においては，経糸の開口部 を閉 じ

　合わせ る ことがで きない。 したが って， この場合 は，緯入運動をお こな ったさいの経糸の開 口

　部を逆転させて，開 口を逆 開口と したのち，あ るいは，逆開 口を開 口としたの ちに緯打運動 が

　 おこなわれる。なお，図 ７では，開 口と逆開 口の形態は，いずれ も両 口開口によ って示 したが，

　後述するように，開口 と逆開 口の形態には，片 口開口 もありうる。また，開 口や逆 開口がお こ

　なわれる経糸 について も，便宜的に水平 に設置 された状態であ らわ した。

１３） このような例の うちには，草鮭づ くりや草履づ くりがあげ られ る。なお，草鞍づ くりや草履

　づ くりにおいて は，一般 に，緯打運動は明瞭で はな く，緯糸 に相 当する藁は，緯入運動 と併行

　 して，経糸に相 当す る藁，あるいは，すでに織 られている部分を保持 している手の，鈎状 に折

　 り曲げた指 を使 って 引き締め られるにす ぎない。
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手織機には，かならずそなわっている。 しか しなが ら，一部の手織機には，かならず

しも，前記の４種類の主要構成部品のすべてがそなわっているわけではなく，もっと

も単純な手織機のひとつ としては，構成部品が，唯一，経糸保持具のみという例があ

る。わが国の草軽づ くりや草履づ くり （写真 ２）に使用されている “草轄台”や “草

履台”は，その代表的なものといえ，この場合の “草鮭台”や “草履台”は，草鮭や

草履を “織 る”ための “織機”として位置づけられる１４）。

　なお，以上のように，織機の４種類の主要構成部品のうちから，その一部が欠けて

いるという例は，手織機においてのみ認め られるが，今 日では，このような手織機の

存在は，きわめて稀である。 しか しながら，これまでに確認されている手織機のうち

では，開口具，緯入具，緯打具のすべて，あるいは，いずれかが使用されていて，経

糸保持具が使われていないという例はな く，いかなる手織機においても，す くな くと

も経糸保持具は，かならず存在 している。したがって，経糸保持具は，織機の主要構

成部品のなかで，絶対不可欠のものとはいえないまでも，もっとも基本的な構成部品

であるということができる。

　（３）　織機の基本構造と主要構成部品

　織物を織るために織機を使う場合には，経糸は，織機の基本構造に，不可欠の構成

要素 となっている。とりわけ，手織機では，その基本構造が経糸と一体となって成立

しているものが数多 く存在しており，経糸が手織機の構成部品にかけられていない場

合には，手織機としての形態が成 り立たず，手織機の構成部品は，単なる棒の集合体

としかいえないようなものが少なくない。

　一方，織機の主要構成部品である経糸保持具，開口具，緯入具，緯打具のうちで，

経糸とともに，織機の基本構造に関係する構成部品としては，経糸保持具と開口具の

２種類のみがあげ られる。それは，経糸保持具 と開口具が，つねに経糸 と直接的に連

繋 していることによっている。ただし，開口具は，後述するように，綜続 と開口保持

具に大別されるが，とくに開口保持具に関しては，織りの基本運動の作業工程のなか

で，経糸のあいだから抜 き取 られる場合がある。したがって，開口具のうち，厳密に

経糸とつねに連繋 しているのは，綜続のみに限定される。

　このような経糸保持具と開口具に対 して，緯入具と緯打具は，動力織機 と足踏み織

機，さらには，一部の手織機などでは，織機の本体に付属 しているが，大半の手織機

１４）草鞍台と草履台は基本的に同一のものであり，一般的には，１つの台が，草鮭づくりに使わ

　れる場合には草鮭台と呼ばれ，草履づくりに使われる場合には草履台と呼ばれている。なお，

　草鮭台や草履台については，後述する無綜続機の１型式として提示した ＡＯｏｃｄ型機の記述，
　ならびに，写真４を参照されたい。

３３２



吉本　手織機の構造・機能論的分析と分類

では，織機の本体から独立 しており，緯入具は，緯糸を通すとき，緯打具は，緯糸を

打ち込むときに，それぞれ一時的に経糸 と関係 しているにすぎない。

　 なお，経糸保持具と開口具は，上述のように，つねに経糸 と関係 している。ただし，

前項でも指摘 したように，経糸保持具がそなわっていない織機は，これまでには知 ら

れていないが，開口具については，かならずしも，すべての織機にそなわっている構

成部品ではないところか ら，織機の基本構造に関わる構成部品は，開口具のぞなわっ

ていない織機では，経糸保持具のみであり，開口具のぞなわっている織機では，経糸

保持具と開口具となる。 したがって，織機の基本構造は，経糸 と経糸保持具，あるい

は，経糸と経糸保持具と開口具によって決定されているといえ，経糸と経糸保持具，

経糸 と開口具，さらには，経糸 と経糸保持具 と開口具の相互関係によって、さまざま

に異なっている。

皿． 経糸 と経糸保持具 の関係

　経糸保持具は，経糸を保持す るための構成部品であり，経糸を直線的に配置し，経

糸に張力を付与するために使用されている。このような経糸保持具 と経糸との関係に

おいて，手織機の基本構造に関わ る要素としては，経糸の保持方式 と整経方式があげ

られる。以下では，３種類の保持方式と， ４種類の整経方式を提示するが，その前に，

経糸の保持方式や整経方式に関係す る，経糸保持具の機能と設置方式についてあきら

かにしておく。

　なお，前章までは，あらゆる織機，すなわち，動力織機や人力織機を含む，すべて

の織機を念頭において記述をおこなってきたが，本稿でとりあつかう織機は，人力織

機のうちに包括され る手織機であり，本章以降では，手織機に限定 して記述をすすめ

る。ただ し，以下の記述 も，基本的には，織機全般に共通するものであることにかわ

りはない。

　 １．　 経 糸 保持 具の機 能 と設 置方式

　手織機にそなわっている経糸保持具の数や形態はさまざまであり，個々の経糸保持

具の機能や設置方式も一様ではない。しかしながら，後述する経糸の保持方式や整経

方式には，経糸保持具の数や形態は直接的には関係 しておらず，以下に述べる経糸保

持具の機能 と設置方式の違いが深 く関わっている。
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　（１）　経糸保持具の機能

　経糸保持具の機能のうちには，経糸を直接保持する機能 と，経糸を間接的に保持す

る機能があり，経糸保持具は，基本的に，経糸を直接保持する保持具と，経糸を間接

的に保持する保持具の２種類に大別される。このうち，経糸を直接保持する経糸保持

具とは，経糸が直接かけられている保持具であり，経巻具や布巻具のように，経糸に

張力を直接，または，間接的に付与する機能をそなえた保持具をはじめとして，経糸

と接触 しているすべての保持具が，これに相当する。一方，経糸を間接的に保持する

経糸保持具とは，経糸を直接保持する経糸保持具を，さらに保持するとともに，経糸

に間接的に張力を付与するために不可欠の保持具であり，たとえば，そのうちには，

経巻具や布巻具を保持するための支柱や機台，あるいは，図９２に示すような，わが国

の “いざり機”１５》の布巻具を保持す るために使用されている腰当などがある。

　（２）　経糸保持具の設置方式

　経糸保持具の設置方式には，以下に示すような，垂下式，定置式，可動式という３

種類の異なった設置方式が認められる。ただし，この場合の設置方式とは，織 りの基

本運動の枠内での経糸保持具の設置状況に限定 したものである。したがって，そのう

ちには，経巻具に巻かれている経糸を繰り出したり，織られた織物を布巻具に巻きと

るというような，基本運動以外の織 り作業における経糸保持具の設置状況は含まれて

いない。

　 １）　垂下式

　経糸保持具が，空中に吊り下げられている場合の設置方式。このような垂下式の経

糸保持具としては，後述する経糸の保持方式のうち，垂下式，ならびに，固定式の保

持方式を構成するための経糸保持具のひとつとして使用されている錘 りがあげられる。

それ らの錘りは，空中に吊されているために，当然のことながら不規則的に揺れ動 く

こともありうる。 しかしながら，このような場合を除けば，垂下式の保持方式では，

吊されている錘りの位置が，基本的に変化 しない場合と，経糸の開口や逆開口に連動

して，基本的に半数の錘 りの位置が前後に規則的に移動する場合の ２種類がある。な

お，固定式の保持方式では，吊されている錘 りの位置は，基本的に変化 しない。

　 ２）　定置式

　経糸保持具が，特定の場所に設置されており，前記の垂下式の錘りと同様に揺れ動

１５） わ が 国 の “い ざ り機” は， これ ま で に は， “地 機”，“腰 機 ”， “下機 ”，“神 代 機 ” な どの 名 称

　 で も呼 ば れ て きた。 ま た ， 最 近 で は， “Ｂａｃｋ　Ｓｔｒａｐ　Ｌｏｏｍ ” の 訳語 で あ る “後帯 機 ” とい う

　 名 称 も使 用 され て い る。 な お， わ が 国 の “い ざ り機” につ いて は， 後 述 す る Ｂｌｄｃｄ型 機 の記

　 述 ， な らび に， 図９２を 参 照 され た い。

３３４



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

くような場合以外には，基本的に動 くことのない場合の設置方式。このような定置式

の経糸保持具を，図９２の “いざり機”に即 して例示するならば，機台や経巻具があげ

られる。

　 ３） 可動式

　経糸保持具が，直接，あるいは，間接的に，人体の一部によって保持されているこ

とによって，その位置が，織 りの基本運動 と連動 して動 く場合の設置方式。このよう

な可動式の経糸保持具を，定置式の設置方式の場合と同様に，図９２の “いざり機”に

即 して例示するならば，布巻具や腰当があげられる。

２．　 経糸の保持方式

　経糸の保持方式は，織 りの基本運動がおこなわれている状況において，経糸全体，

あるいは，開口と逆開口がおこなわれる経糸部分が，いかなる状態で保持され，どの

ようにして張力が設定されているのかということをあらわすものである。 このような

経糸の保持方式のうちには，以下に示すように，垂下式，固定式，可動式という３種

類の保持方式があり，これらの経糸の保持方式は，経糸を直接保持する機能をそなえ

た経糸保持具の構成と，それらの設置方式の違い，そして，人体の一部による経糸の

直接，あるいは，間接的な保持の有無などによって決定されている。

　（１） 垂下式

　経糸が，水平にわたされた定置式の設置方式の経糸保持具によって保持されて，吊

り下げられており，下端が垂下式の設置方式の経糸保持具である錘りに繋がれている

場合の保持方式 （図 ８）。 したがって， このような垂下式の保持方式では，経糸には，

定置式 と垂下式の ２種類の設置

方式による経糸保持具によって，

つねに一一定の張力が与え られて

いる。

　なお，この保持方式にもちい

られ る錘 りは，経糸保持具の設

置方式の項において，すでに指

摘 しているように，基本的に半

数の錘 りの位置が，経糸の開口

や逆開口に連動 して，前後に規

則的に移動す る場合と，基本的 図８ 垂下式の保持方式
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に変 化 しな い場 合 との ２種 類 が あ り，

これ らは ，後 述 す る開 口具 の有 無 に よ

って異 な って い る１６）。

（１）定置式の棒 （ａ，ｂ）による保持方 式

② 定置式の棒 （ａ，ｂ）と錘 り（ｃ）による保持方式

（３）定置式の棒 （ａ，ｂ，　ｃ）と垂下式の錘り（ｄ）

　 による保持方式

　 　図 ９　固 定 式 の 保 持 方 式
一 一経糸　一 一一織 られた部分

　（２）　固定式、

　経糸全体，あるいは，開口と逆開口

のおこなわれる部分の経糸が，直接，

あるいは，、関接的に， ２つ以上の定置

式の設置方式による経糸保持具によっ

て保持されており，それ らの経糸保持

具 と，そのあいだにある経糸の相対的

な位置関係が，基本的に固定された状

態に置かれている場合の保持方式。こ

の場合の経糸には，経糸保持具によっ

て，つねに一定の張力が与え られてい

るが，経糸に張力を付与するためには，

定置式の設置方式の経糸保持具のみが

使用されている例と，定置式と垂下式

の ２種類の設置方式による経糸保持具

が併用されている例がある。このうち，

定置式の設置方式の経糸保持具のみが

使 用 され て い る例 で は ，基 本 的 に は ，図 ９－１の よ うな 例 を は じめ と して ， ２本 の棒 を

も ち い る場合 が一 般 的 で あ るが ， 図 ９－２の よ う に， 棒 ζ錘 りが併 用 さ れ て い る例 も

存 在 して い る。一 方 ，定 置式 と垂 下 式 の ２種 類 の設 置 方 式 に よ る経 糸 保 持具 が併 用 さ

れ て い る例 で は， 図 ９　－３の よ うに ，定 置式 の棒 と垂 下 式 の 錘 りが使 わ れ て い る１７）。

　 な お ， 図９－１， 図 ９－２，図 ９－３に示 した よ うな 固 定 式 の 保 持 方 式 に お い て ，織 り作 業

１６）垂下式 の保持方式をそなえた手織機 として は，後述す る無綜統機 のなかで，ＡＯｏａｄ型機 と し

　て提示する Ｓａｌｉｓｈ族の’‘‘Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”（図５７）や，単式輪状綜続機の うちの Ｂｌｃｃｄ型機

　に該 当する “Ｗ ａｒｐ－Ｗｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏ・ｍ” （図８７）な どの例 がある。 また，過去に複合 単式番 目綜

続機の うちに，後述 する図１０５のような Ｄ１２ｆａｄ型機が存在 していた とすれば，その保持方式 も

垂下式である。なお，前記の Ｓａｌｉｓｈ族 の近 くに居住す る Ｔｌｉｎｇｉｔ族の編機 ［ＳＡＭｕＥＬ　ｌ　９８２：９５，

　Ｆｉｇ・１２３⊃の構造 は，基本 的に Ｓａｌｉｓｈ族の “Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”と共通の構造であり，経糸の保

持方式 も垂下式 であるが，錘 りは使用 されてお らず，経糸 の張力は，その先端をい くつかに束

　ねた 自重によ って生みだ されている。 したが って，手織機 で も， このよ うに錘 りを使用 しない

垂下式の保持方式 もあ りうるが， これまでには，その具体例については知 られていない。
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（１）定置 式の経糸保 持具 （ａ）と手 によ る

　 保 持方 式

② 定置式の経糸保持具（ａ）と腰による保持方式

（３）両 足 と腰 に よる保 持 方式

（４）定置 式の 経糸保 持具 （ａ，ｂ）と膝 に よる

　 保 持方 式

（５）定 置式の 経糸保 持具 （ａ，ｂ）と足 によ る

　 保 持方式

図１０　可動式 の保持方式

１７）経糸を直接保持するための経糸保持具が，棒のみで構成 されている図 ９－１のような手織機 は，

　後述す る複合単式番 目綜続機の うち，Ｄｌ２ｆｂｄ型機 に該 当する日本の “高機”（図１０６）をは じめ

　と して枚挙 にい とまがない。 これに対 して，経糸 を直接保持するた めの経糸保持具が，棒 と錘

　 りによ って構成されて いる手織機 は比較的稀である。 この うち，図 ９－２のよ うに錘 りの設 置方

　式が垂下式の手織機 と しては，Ｂｌａｂｄ型機 に該 当する図６６のような “Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ”や，　Ｂ２ｆｂｄ

　型機 に該当する “Ｎｅａｒ　Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｌｏｏｍ”（図９８），そ して さらに，‘‘Ｓｙｒｉａｎ　Ｌｏｏｍ”［ＲｏＴＨ　 １９５１：

　４２，Ｆｉｇ．３７］な どがある。 また，図 ９－３のように錘 りの設置方式が定 置式の手織機 と して は，

　Ｄ１２ｆｂｄ型機に該当す る西 アフ リカの複合単式番 目綜続機 （図１０７） があ る。
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がおこなわれるのは，いずれもａとｂの定置式の経糸保持具のあいだにわたされた経

糸部分であり， かりに， 図９－３で， ｃとｄのあいだにわたされている経糸部分にお

いて織 り作業がおこなわれるような場合を想定するならば，その保持方式は，先の垂

下式として位置づけられる。

（３） 可動式

　定置式 と可動式の設置方式のいずれか一方，あるいは，両方の経糸保持具にかけら

れた経糸が，織 り手の身体の一部で，直接，あるいは，経糸保持具を介 して間接的に

保持されており，織 り手が経糸を保持 している身体の部分を動かすことによって，経

糸が連動 して動 く場合の保持方式。この場合の経糸の張力は，織 り手の身体の動 きに

よって変化する。

　なお，このような可動式の保持方式を大別すると，これまでには，基本的に，つぎ

に示すような４種類の方式が確認されている。

　第 １は，経糸が，定置式の設置方式による経糸保持具 と，手によって直接保持され

る方式 （図１０－１）１８），第 ２は，経糸が， 定置式 と可動式の２種類の設置方式による経

糸保持具にかけられており，経糸の一方が定置式の経糸保持具で保持され，他方が可

動式の設置方式による経糸保持具を介して，腰 によって保持される方式 （図１０－２）１９），

第 ３は，経糸が，可動式の設置方式による２つ以上の経糸保持具にかけられており，

それらの経糸保持具を介 して，両足と腰によって保持され る方式 （図１０－３）２０），第 ４

１８）経糸 が，定 置式の設置方式 の経糸保持具 と手によ って 保持 され る手織機の具体例 としては，

　後述 する無綜続機 のうちの ＡＯｏｃｄ型機 に該当す る日本の “草履台”や “草鞍台” （写真 ４），開

　孔板綜続機の うちの Ｅｌｅｃｄ型機 に該当するイギ リスの “Ｒｉｂｂｏｎ　Ｌｏｏｍ” （図１０９）や，イ ン ド

　ネ シァの Ｓｉｍａｌｕｒにお ける “Ｌｉｔｚｅｎｇａｔｔｅｒｗｅｂｇｅｒａｔ” （図１１０）な どがある。

１９）経 糸が，定 置式の設置方式 の経糸保持具 と腰によ って保持 される手織機の具体例 と しては，

　わが国では “い ざり機”（図９２）が代表 的なものであるが， このよ うな可動式の保持方式をそな

　えた手織機 は，環太平洋地域や，中国，朝鮮半島，マダガスカル島などをは じめとす る多 くの

　地域において認め られる。

２０）経糸が，両足 と腰によ って間接的に保持 される可動式の保持方式 は， Ｓｔｉｆｂｅｌ［スチ ューベル

　 １９４３：９３－９５，３６５－３６６］， 岡村 ［１９７７：１９４－２０３］， 住 田 ［１９８４ａ：７２－７３］， 藤木 ［１９７７：１３２］，

　Ｇｏｓｌｉｎｇ ［１９２８－１９２９：１１９－１２０］などの文献資料や写真資 料によって， 海南 島の黎族， 台湾の

　Ａｔａｙａｌ，　Ｐａｉｗａｎ，　Ｒｕｋａｉな どの諸族， ベ トナムの Ｓｔｉｅｎｇ族， イ リア ン・ジ ャヤ （ニ ューギニ

　 ア島西部）の Ｓａｒｍｉと，その向いの Ｋｕｍａｎｂａ諸 島の住民など，お もに東南 アジァか らオセ

　 ァニ ァにかけて ， 散発的 に分布が認め られるが， 後述す る Ｅｌｆｃａ型機 に該当する北 アメ リカ

　 の Ｚｕｎｉ族の開孔板綜続機 （図１１３）も同様 の保持方式 であ る。また，中国雲南省 の石塞山遺跡

　か ら出土 した青銅製の貯貝器 の蓋上を 飾 る ｌｌ式～ Ｖ式 の婦女像 ［７，ｅｑ　 １９６１：４７９］は，前述の

　諸民族 と同様 の経糸の保持方式をそなえた手織機による機織 り作業を示 してお り，それ らは，

　 これまでの ところ，可動式の保持方式による もっとも古い時代の手織機 の資料 として注 目され

　 る。なお，以上のように，経 糸が，両足 と腰 によって間接 的に保持される可動式の保持方式を

　 そなえた手織機 のうち，Ｚｕｎｉ族以外 の手織機 は，いずれ も， 後述する単式輪状綜続機であ り，

　Ｂｌｃｃａ型機や Ｂｌｃｃｂ型機 に該当するもの とみ られ る。
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は ，経 糸 が ，定 置 式 の設 置方 式 に よ る ２つ の経 糸 保 持 具 と， 膝 ， あ るい は ，足 に よ っ

て直 接 保 持 され る方 式 （図 １０－４） （図 １０－５）２１）で あ る。

　 な お ， こ れ らの 可 動 式 の 保 持方 式 の う ち，可 動 式 の設 置 方 式 に よ る経 糸 保 持 具 が ，

腰 に よ って保 持 さ れて い る場 合 の経 糸 保 持 具 と して は ，腰 当 の使 用 が 一 般 的 で あ る。

３．　 経糸の整経方式

　経糸の整経方式とは，経糸保持具に対する経糸のかけかたの違いをあらわすもので

ある。そのうちには，以下に示すような，輪状整経，擬似輪状整経，結節輪状整経，

平整経という４種類の方式があり，これらの整経方式の違いは，手織機の基本構造に

おける，経糸と，経糸を直接保持する経糸保持具との基本的な構成型式や，織物の織

ありがりの形に直接関係 している。

　（１） 輪状整経

　経糸が，２本以上の経糸保持具にラセン状 にかけられて，輪状 となっている場合の

整経方式。図１１に示すように，経糸が，２本の経糸保持具にかけられている場合には，

経糸は２層を構成する。この場合の織 りの作業は，そのうちの １つの層の経糸のみを

対象としておこなわれ，ある程度織 り進むと，そのたびごとに経糸と織 られた部分が

スライ ドさせ られる。 したがって，輪状整経では，織 りあがりの織物の形は輪状を呈

する。ただし，織 り作業の最終段階では，織 り残された経糸が短 くなるにつれて，経

糸の開口運動が次第に困難となり，一般に，他の整経方式 と同様に，経糸の一部を織

り残 した状態で織 りあがる２２）。

（２）　擬似輪状整経

　連続する経糸が，基本的に３本の経糸保持具にかけられて輪状を呈 しているものの，

実際には，図１２に示すように，３本の経糸保持具のうちの １本は，経糸の中継具とし

て機能 しており，経糸中継具に対 して，経糸が正逆両方向から交互にかけられている

２１）経糸が，定 置式の経糸保持具 と，足 ，あるいは，膝 によ って保持 される可動式の保持方式を

　そなえた手織機 に関 しては，Ｃｏｌｌｉｎｇｗｏｏｄによ って報告 されてお り ［ＣｏＬＬＩＮＧｗｏｏＤ　 １９８２：３３－

　３５１， それ らは， 後述する回転板綜統機 のうちの Ｇｌｆｃｃ型機 や ＧＩｆｃｄ型機の うちに認め られ

　 る。

２２）綜統による経糸の開 口操作 が不可能 にな った場合で も，純粋に手のみ，あるいは，細い棒 や

　針を もちいた りす ることによ って，整経 された経糸を，余す ことな く，最後まで織 り進む ことが

　可能である。 したが って，輪状整経によ って織 られた織物 は，かな らず しも，すべての織物 が

　経糸の一部 を織 り残 しているとはか ぎらず，織 り残 された経糸のない場合 もあ り，その具体例

　 は，イ ン ドネ シアの Ｔｏｒａｊａ族 の織物の うちに認 められる。なお，これまでには，輪状整経 は，

　後述する無綜続機，単式輪状綜続機 ，開孔板綜続機 の整経方式のうちにのみ認 め られている。
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製織前 製織前

製織後 製織後

図１１ 輪 状 整 経

　 ａ，ｂ一経 糸保持具
一 一経糸　一 一織られた部分

　 図１２ 擬 似 輪 状 整 経
ａ～ ｃ一経糸保持具 （ｃ一経 糸 中継具）

一 一経糸　一 一織 られた部分

場合の整経方式。この場合の整経方式 も輪状整経の場合と同様に，経糸は基本的に２

層を構成 し，織 りの作業は，経糸と織 られた部分を必要に応 じてスライドさせながら，

１つの層の経糸のみを対象としておこなわれる。したがって，整経された経糸の外観

は，輪状整経 とほぼ同様であり，整経作業を確認 していない場合には，整経方式は輪状

整経と混同されやすい。また，織物の織 りあがりの形も，手織機にかけられている状態

では，輪状整経の場合 と同様に輪状を呈 しているようにみえるが，経糸中継具を抜き

とった場合の実際の織りあがりの形は，後述する平整経の場合と同様に矩形である２３》。

２３）整経方式 が擬似輪状整経であ る場合には，手織機の基本構成具である経糸保持 具のひ とつ と

　 して，経糸中継具が不可欠である。 しか しなが ら，織 り作業 が進行 している段階では，経糸 中

　継具 は，織 り始めの部分に打ち込まれた織 り止 め具や，経糸 の乱れを防 ぐための整経具（綾竹）

　 などと見誤 られやす いことか ら，擬似輪状整経 が輪状整経 と混同されている報告例や，輪状整

　経 と擬似輪状整経 のいずれか特定す ることができない報告例 が少なか らず存在 している。ちな

　 みに，筆者の従来 の報告の うち， ［吉本　 １９７７：２４６－２４７，１９７８ｂ：２５－２６］において も，“第 ２型

　 いざり機” と “第 ３型 いざ り機” の整経方式は， “第 １型 いざり機”の整経方式 と 同様 に輪状

　整経 と記述 して いるが， “第 ２型 いざり機” と “第 ３型いざり機” の整経方式は， いずれ も擬

　似輪状整経の誤 りである。 さらに，［吉本　 １９８５ｂ：９－１５］における “Ａ型腰機”の整経方式 は，

　輪状整経 と しているが，正 しくは，箴のない場合の整経方式のみが輪状整経であ り，箴 のぞな

　わ ってい る場合 の整経方式は擬似輪状整経である。なお， これまでの ところ，擬似輪状整経 は，

　後述す る無綜統機 と単式輪状綜続機 と複式輪状綜続機の うちにのみ認め られ， このよ うな整経

　方式をそなえた手織機 は， これまで に，南北 アメ リカ，パ レスチナ，東部 イ ンドネ シア， フィ

　 リピン，台湾などに居住する一部 の民族の もとで使用 されてきた ことが知 られてい る。
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　（３）　結節輪状整経

　基本的に，２本以上の経糸保持具にかけられた

経糸の両端を，直接，あるいは，間接的に結びあ

わせることによって輪状とした整経方式。経糸が

２本の経糸保持具にかけられている場合，経糸は

２層を構成する。この場合の織りの作業は，輪状

整経や擬似輪状整経と同様に，経糸 と織 られた部

分を必要に応 じてスライドさせなが ら， １つの層

のみを対象 としておこなわれる。したがって，織

物の織りあがりの形は，結び目をもった輪状を呈

する （図１３）。

　なお，経糸の両端を直接結びあわせ る方法には，

すべての経糸の端を一括 して結ぶ場合 と，１本，

あるいは，数本ずつ結ぶ場合が認められる。また，

経糸の両端を間接的に結びあわせ る場合には，紐

や棒などの経糸中継具を介 して，一括 して，ある

いは，いくつかに分けて，結びあわせる例が確認

されている２４）。

製織前

製織後

　　 図 １３ 結 節 輪 状 整 経
ａ，ｂ一経糸保持具，　ｃ一経糸の結 び目，

一 一経糸　一 一織 られた部分

　（４） 平整経

　経糸は，基本的に，１本，または， ２本の経糸保持具に対 して，単層，あるいは，

８の字状のほかに，輪状整経 と同様にラセン状にかけ られて ２層を構成するなど，さ

まざまなかけかたが認められるが，織 りの作業においては，経糸の層が，いずれの場

合 も，単層に組織される場合の整経方式 （図１４）。 このような平整経による織物の織

りあがりの形は，基本的に矩形を呈する２５》。

２４）結節輪状 整経 がお こなわれて いる例は，比較的少ないが，経糸 の両端を，紐 による経糸中継

　具を介 して間接的に結びあわせ た結節輪状 整経 と しては，後述する回転板綜続機の うち，Ｇｌ　ｆｃｃ

　型機に該当す るコーカサスの手織機 （図１１７） があ り， 棒 による経糸中継具を介 した結節輪状

　整経 として は，開孔棒綜続機 （Ｆｌｆｂｃ型機） に該当する日本 ，韓国，中国な どの “莚機”（写真

　１５）（図１１５） があ る。一方 ，経糸の端を，直接結 びあわせた例 と しては，回転板綜胱機の うち，

　Ｇｌ　ｆｃｃ型機 に該当するダージ リンの手織機 （図１１８）や， イン ドネ シアの Ｍａｍａｓａ　Ｔｏｒａｊａ族 の

　手織機 ［Ｂｏ肌 ＡＮＤ　 １９７２：１７１－１７２，　ｐｌａｔｅ　ＸＩ］な どがあげ られ る。

２５）平整経は， ４種類の整経方式の うちで， もっとも一般 的な整経方式であ り， この整経方式 は，

　後述する開孔棒綜統機以外のすべての手織機 において確認されてお り，本稿 で分類す る４０種類

　の手織機の型式 のうち，２５種類 の手織機の整経方式が平整経であ る。
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製織前 製織前

製織後 製織後

（け経糸をラセン状にかけた場合 （２）経糸 を ８の字状 にか けた場合

製織前 製織前

製織後 製織後

（３）経糸 を単 層 にか けた場合 （４）経糸 を １本 の保 持具 にかけ た場合

図 １４ 平 整 経

ａ，ｂ一経 糸保 持 具 ，　ｃ１，　ｃ２一経 糸 の結 び 目，　 　 一経 糸 　 一 一織 られ た 部 分
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吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析 と分類

ＩＶ． 経糸 と開 口具 の関係

　経糸の開口と逆開口をおこなうための開口具の うちには，綜続２６）と開口保持具２７）

の２種類がある。すべての開口具は，これらの綜続 と開口保持具のうち，いずれか一

方，あるいは，両方によって構成されている。経糸と，これ らの開口具との関係にお

いて，手織機の基本構造に関わる要素 としては，経糸の開口方式を決定する開口具の

基本構成型式と設置方式があげられる。 したがって，以下では，まず，開口具を構成

する綜続 と開口保持具の種類と機能を個別に分析 し，それらの相互の関連か ら，開口

と逆開口に必要となる開口具の基本単位を示 したうえで，開口具の基本構成型式をあ

きらかにする。そ して，個々の基本構成型式ごとの開口具の設置方式を示すとともに，

それ らの開口方式についても記述する。

１．　 綜絖 の種 類 と機能

　（１）　 経 糸 の 開 口形 態

　綜続 は ， 奇 数 列 や偶 数 列 とい う よ う な特 定 の 経 糸 ， あ るい は ， す べ て の経 糸 と関係

して お り， 開 口 と逆 開 口 の いず れ か一 方 ， あ る いは ， そ の 両 方 を お こな う こ とがで き

る。綜 続 に よ って ， 開 口 ， あ る い は， 逆 開 口す る経糸 の 開 口部 や逆 開 口部 に は ，つ ぎ

に示 す よ うな ，片 口 開 口 と両 口開 口２８）とい ケ ２種 類 の 開 口形 態 が あ る。

（１）片 口開 口 （２）両 口開 口

図１５ 経 糸 の 開 口 形 態

２６）綜続 は，わが国 の織 りをお こなって きた入 びとのあいだでは，一般 に “綜” とも呼ばれて き

　 た。“綜”の語 は，和名抄１４巻 に認め られ，現代 中国 において も綜続を意味する語 は，同 じ字 で

　あ らわ されて いる。なお，綜続 とい う用語 は，染織以外 の分野において は，な じみがないが，

　染織の分 野で は，すでに専 門用語 と して確立 されて いる稀有な例であ り，本稿で は，綜統の語

　 については，あえて改変す ることな くもちい ることとす る。

２７）開 口保持具 は， 英語 の “ｓｈｅｄ　ｓｔｉｃｋ”に対応 する用語であ り， わ が国では， これまで一般 に

　“中筒” と呼ばれて きた。 しか しなが ら， 日本をは じめ として ，世界 の諸民族の手織機の うち

　 に認め られる “中筒” の形態は多様 であ り，かな らず しも筒状ではない。 したが って，最近で

　は，筆者 は，“中筒”の機能 に注 目して “開 口保持 具”の名称を使用 してお り，本稿 において も，

　従来の “中筒”にかえて “開 口保持 具” の名称を使用す る。

２８）中ロ開 口ともい う。
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　片口開口　奇数列と偶数列というような ２組の経糸のうちから，１組だけが一方方

向に引き離された場合の経糸の開口形態 （図１５－１）２９）。

　両口開口　奇数列と偶数列というような２組の経糸が，同時に正逆 ２方向に引き離

された場合の経糸の開口形態 （図１５－２）。

　 （２）　綜絖 の開口機能

　綜絖 によって構成される経糸の開口形態には，前記のように，片口開口と両口開口

の２種類があるが，単一の綜絖 がそなえている開口機能には，つぎに示すような，片

ロー方開口，片 口交互開口，両口交互開口の３種類がある。

　片ロー方開口　奇数列 と偶数列 というような２組の経糸のうちか ら， １組だけを一

方方向にのみ引き離し，片口開口させることによって，開口，または，逆開口のいず

れかをおこなう機能（図１６－１）。このような片ロー方開口の機能を有する綜絖は，単一

の綜絖 のみでは開口と逆開口を繰り返すことができず，開ロと逆開口を繰 り返すため

には，少なくとも，綜絖 の数を追加 して ２つとするか，開口保持具を １つ併用する必

要がある。

　片口交互開口　奇数列と偶数列というような ２組の経糸のうちから，１組だけを正

逆 ２方向に，交互に片口開口させることによって，開口と逆開口を繰 り返すことがで

きる機能 （図１６－２）。

Ｇ）片 ロー方 開 口

（２）片 口交互 開 口

（３）両 口交互 開 口

図１６綜絖 の 開 口 機 能

２９）わ が国の “いざ り機”や “高機”な どの手織機で は，経糸 は，水平，あるいは，水平に近 い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　うわくち

　角度 に設置 されて織 られて きたところか ら，経糸 が上方に 片口開口す る場合 は “上 口開 口”，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しだくち

　下方 に片 口開口す る場合は “下 口開 口” と呼ばれて きた。
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　両口交互開口　奇数列と偶数列というような２組の経糸を、同時に正逆 ２方向に引

き離 して両口開ロさせ，さらに，それ らの ２組の経糸の相対的な倖置関係を交互に逆

転させ ることによって，開口と逆開口を繰り返すことができる機能。（図１６－３）

　（３）　 綜統 の種類

　 これまでに筆者が確認 している綜絖は，前記のような開口機能と，形態の違いによ

って，８種類に分類される３０）。以下では，それらの綜絖 の名称を便宜的に，輪状綜絖 ，
　 　 つがいめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つう じ

擬似番目綜絖，番目綜統，開孔板綜絖 ，開孔棒綜絖 ，回転板綜絖 ，回転棒綜絖 ，通糸

綜絖とし，個々の綜絖 の基本的な形態と機能について記述する。

１）　 輪 状綜絖 ３１）

この 綜胱 は， 一般 に ，糸 で つ く られ た多 数 の 輪 に よ って 構 成 され て お り，綜絖 を構

３０）Ｂｉｒｒｅ１１は，アラスカの Ｌｏｕｃｈｅｕｘ族 のもとで，左下図のよ うに， 板 にあけ られた上下 ２列 の

　 孔に経糸を通 し， 構造的 に 経糸の あい だか ら抜 き取 ることがで きない 構成部 品を， “Ｈｏｌｅ－

　 Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ”，すなわち，綜絖 の １種 として提示 している ［ＢＩＲＲＥ肌 １９５９：９８－９９］。 しか し

　 なが ら，この “Ｈｏｌｅ－Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ” は，筆者 の分類 した ８種類 の綜絖 の うちには含まれてい

　 ない。それ は， この “Ｈｏｌｅ－Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ”カｓ，その角度を変化 させ ることによ って，経糸 を

　 一方的に分離開 口 した り， 閉合状態に したりする ことがで きるものの，後述する輪状綜絖 のよ

　 うに，開口保持具を併用 して も逆開口をおこな うことは不可能であ り， けっして綜絖 で はあ り

　 えないためで ある。なお， この “Ｈｏｌｅ・Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ” は，後述する可動式の開ロ保持具，あ

　 るいは，経糸の上糸 と下糸が絡みあわな いよ うに分離 してお くための整経具のいずれかである

　 と考え られる。ちなみに，アイヌの帯織 りにおいて は，‘‘Ｈｏｌｅ－Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ”に類似 した “ク

　 ッウォサ” と呼ばれ る構成部品 （右下図）が，開 口保持具 と して使 用されている。

蹴

　　　 Ｌｏｕｃｈｅｕｘ族の ‘‘Ｈｏｌｅ－Ｂｏａｒｄ　Ｈｅｄｄｌｅ”　　　　　　　　　 アイヌの “クッウ ォサ”

［ＢＩＲＲＥＬＬ　 １９５９：９９，　Ｆｉｇ．５５］に もとづ き吉本作図。　　 　　 本館蔵 （標本 番号 Ｈ９０７３５）

３１）輪状綜絖 は，わが国の染織 の専 門分野では，一一Ｂ２に，“半綜絖 ”，あるいは，“片綜絖 ”と呼ば

　れてお り，民族学の分野では，註 ６において指摘 しているように，“単綜統” と呼ばれて きた。

　 これ らの うち “半綜絖 ”や “片綜絖 ”の名称 は，後述する番 目綜絖 を基準 とした名称であ り，

　その形態 と開口機能が，いずれ も番 目綜絖 の半分の形態と開 口機能で構成 されている ことによ

　るもの とみ られる。 しか しなが ら，形態と開口機能 とが，ともに異なるにもかかわ らず，特定

　の綜絖 を基準 とした名称を もちいることは，相互の関係 や，その他の綜絖 との関係に誤解をま

　ねきやすいため， 本稿で使用す る用語 として は適切ではない。 また， 民族学の分野における

　“単綜絖 ”は， 染織の専門分野における １枚の “半綜絖 ”， あ るいは， “片綜絖 ”を意 味 してい

　る。 したが って，本稿では，無用 の混乱をさけるために，“半綜絖 ”，“片綜絖 ”，“単綜絖 ”な ど

　の名称 は使用せず，“輪状綜絖 ” の名称を もちいることとす る。なお，筆者 は， これまで には，

　輪状綜絖 を， “垂環綜絖 ” ［角山　 １９７５：５－６］ として記述 してきたが， 綜統糸の輪 は， かな ら

　ず しも垂環を構成 して いるとはいえないことか ら，本稿では，その名称を輪状綜絖 にあ らためた。
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図１７ 輪 状 綜 統

（１）～ （７）は綜絖 棒 と綜 統糸 に よ る一 般 的な 輪 状綜絖 。 （８）は Ｂａｂｕｎｄａ族 ， （９）は Ｂａ－Ｐｉｎｄｉ族 ，

（１０）は Ｉｓｈｏｇｏ 族 の 輪 状綜 統 で あ り， これ らの 諸 族 は 中部 ア フ リカの ザ イ ー ル南 西 部 に居 住

して い る。 （１１）は綜絖 糸 の みで 構 成 さ れた “糸 綜 統”。 （１）～ （７）は 角 山原 図 ［角 山 １９７５：６］

（吉本 修正 ）， （８）～ （１０）は ［ＲｏＴＨ Ｉ９５０（１９１８）：３１，Ｆｉｇ・５９，４１，Ｆｉｇ・８７，２９，Ｆｉｇ・５１Ａ］ に よ る，

成 す る糸 ， す な わ ち， 綜統 糸 で つ くられ た個 々 の輪 の な か に は ，奇 数 列 ， あ る い は ，

偶 数 列 とい うよ うな特 定 の 経 糸 が ， 通 常 ， １本 ず つ通 さ れ て い る。輪 状綜絖 は ， そ の

多 くが ，綜絖 糸 と， そ れ らを か け るた め の綜絖 棒 に よ って 構 成 され て お り，綜絖 棒 に

対 す る綜絖 糸 の か け か た に は ， さ ま ざま な 例 が 認 め られ る。 こ こで は ， 図 １７に １１種 類

の輪 状 綜 統 を提 示 す るが ，輪 状綜絖 の うち に は， 綜統 糸 の か わ り に繊 維 の束 を もち い ，

そ の あ いだ に経 糸 を通 した 図１７・－１０の よ うな綜絖 や ，綜絖 棒 を 使 用 しな い で ， 単 に綜

３４６



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

続 糸 の 端 を束 ね て括 った だ け の “糸綜絖 ” （図１７－１１） な ど も含 ま れ る３２）。

　 この よ うな輪 状綜絖 は ， いず れ も片 ロー 方 開 口の機 能 を もつ 。 した が って ， １枚 の

綜絖の み で は ，経 糸 の 開 口 と逆 開 口の双 方 を お こな う こ とは不 可 能 で あ り，少 な くと

も， ２枚 の輪 状綜絖 を使 用 す る か， １枚 の輪 状綜絖 に １本 の 開 口保 持 具 を併 用 す る こ

とに よ って ，開 口 と逆 開 口を 繰 り返 す こ とが可 能 とな る。

　 　 　 　 　 つがいめ

　 ２）　擬似番目綜絖

　 この綜絖 は，上下 ２本の棒 にかけられて連なった多数の綜胱糸の輪の１つ １つが，

２本の棒の中間で，相互に鎖状に交叉 して番 目を構成 している。 したがって，擬似番

目綜絖 自体の形態は，つぎに述べる番 目綜絖 と基本的に共通するが，これ らは，それ

ぞれの綜絖 に通される経糸の位置が異なる。すなわち，擬似番目綜絖 では，奇数列，

あるいは，偶数列 というような特定の経糸が，通常，１本ずつ，上下の綜絖 糸の輪の

いずれか一方のみに通 っており，奇数列の経糸が，上下の綜絖 糸の輪のいずれか一方

に１本ずつ通 っている場合には，偶数列の経糸は，鎖状に交叉 して連なる綜絖糸の輪

の外側に１本ずつ通 っている （図１８）。

　 このような擬似番目綜絖 は，片ロー方開口の機能をもっており，輪状綜絖 と同様に，

１枚の綜絖 のみでは，開口と逆開口をおこなうことは不可能である。 したがって，こ

の場合も，少な くとも， ２枚の擬似番目稼続を使用するか， １枚の擬似番目綜絖 に１

本の開口保持具を併用することによって，開口と逆開口を繰 り返すことが可能となる。

　なお，擬似番目綜絖では，番目を構成する上下の綜絖糸の輪のうち，上の綜絖糸の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うわくち

輪に経糸が通っている場合には，上方向に片ロー方開口 （上口開口） し，また，下の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 したくち

綜絖糸の輪に経糸が通っている場合には，下方向に片ロー方開口 （下口開口）する。

図 １８ 擬 似 番 目綜絖 図１９ 番 目綜絖

３２）綜絖 糸のみで構成 された輪状綜絖 は，わが国では一般 に “糸綜絖 ” と呼ばれてきた。筆者は，

　 このような “糸綜絖 ”を，ボルネオ島のサラワクやカ リマ ンタ ンの Ｍａｌａｙｕ族 のもとで見てい

　る。それ らの “糸綜絖 ”は， 後述す る複合単式番 目綜絖機 のうちの Ｄｌ２ｆｂｄ型機 に該 当する手　織
機 において， 紋組織 を 構成す るための紋 綜統 と して使 用 され て い た ［吉本　 １９７８ａ：３２５；

　１９８５ｂ：１５］。なお，“糸綜絖 ”は，後述す る “Ｗ ａｉｗａｉ　Ｌｏｏｍ” （図７５）の複式輪状綜絖 機 （Ｂ２ｆｂｂ　
型機）に該当する部分にみ られるように，地組織を構成 するための地綜絖 と して使われている

　例 も存在 している。
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　 　 　 つがいめ

　 ３）　番目綜糸光３３）

　 この綜絖 の形態は，前項でもすでに指摘 しているように，擬似番目綜絖 と基本的に

共通するが，番目綜絖 と擬似番目綜絖 では，それぞれの綜絖 に通される経糸の位置が

異なっている。すなわち，番目綜絖 では，奇数列，あるいは，偶数列 というような特

定の経糸が，通常， １本ずつ，上下の綜絖糸が鎖状に交叉 して構成 されている番 目の

１つ １つに通されており，奇数列の経糸が，個々の番目に１本ずつ通 っている場合に

は，偶数列の経糸は，鎖状に交叉 して連なる綜絖糸の輪の外側に １本ずつ通 っている

（図１９）。

　このような番目綜絖は，片口交互開口の機能をそなえている。 したがって，１枚の

番目綜胱のみで，開口と逆開口を繰 り返すことが可能である。なお，番 目綜絖の類型
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あやめ　　　　　　　　こ　ま　い

と しで は ， 図２０に示 す よ うな “無 双 （無隻 ）綜絖 ・，“綜 目綜絖 ”， “小 間入 り綜 胱 ”， “針

金 綜継 ” な どが あ り，本 稿 で は ， こ れ らの綜統 も ，す べ て番 目綜絖 と して分 類 す る。

（１）番 目綜絖 　 （２）無双綜絖 （３）小間入り綜絖 （４）綜 目綜絖 〔５）針金綜絖

　 　 　 　 図 ２０ 番 目綜絖 とそ の類 型 （断 面 ）

　 ４）　開孔板綜絖

　この綜絖 は，細長い線状の孔 と小さく丸い点状の孔が交互にならんだ，板状の綜絖

である （図２１）。すべての経糸は，通常，１本ずつ，１つ １つの孔に通 されており，奇

数列の経糸が，細長い線状の孔に通 っている場合には，偶数列の経糸は，小 さく丸い

孔に通 っている。

　このような開孔板綜絖 は，前述の番目綜絖 と同様に，片口交互開口の機能をそなえ

ているところか ら， １枚の綜絖 のみで開口と逆開口を繰り返すことが可能である。

３３）番 目綜絖 は，註 ６，な らび に，註３１において指摘 しているよ うに，わが国の染織 の専門分野

　で は，“単綜絖 ” と呼ばれて きたが，民族学の分野では，“単綜絖 ” とい うと １枚 の輪状綜絖 を

　意味 している。 したが って，本稿では，無用の混乱をさけるために，これまで染織 の専門分野

　で “単綜絖 ” と呼ばれてきた綜絖 について は，番 目綜統 の名称を使用す る。
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　 　 　 　 図 ２１ 開 孔 板綜絖 （Ｕ ．Ｓ．　Ｎ ａｔｉｏｎａｌ　Ｍ ｕｓｅｕｍ 蔵 ）

（１）　 ア メ リ カ ・Ｚｕｎｉ族 の 開 孔 板綜絖 ［Ｍ ａｓｏＮ　 ｌ９０１：５０６，　Ｆｉｇ．１７］

（２）　 フ ィ ン ラ ン ド ・Ｈ ｅｌｓｉｎｇｆｏｒｓの 開 孔 板綜絖 ［Ｍ ＡｓｏＮ　１９０１：４９３，　Ｆｉｇ．４コ

（３）　 ア メ リ カ ・Ｂｒｉｓｔｏｌの 開 孔 板綜絖 ［Ｍ ＡｓｏＮ　ｌ　９０１：５０２，　Ｆｉｇ．１３］

　 ５）　 開 孔 棒綜絖 ３４｝

　 この綜絖 は ， １本 の厚 手 の板 状 の棒 に， 断 面 が ジ ョ ウゴ型 の孔 が， そ の 向 きを 交互

に しな が ら連 続 してな らん で い る （図 ２２）。 した が って ， 棒 の表 裏 には ， 開 孔 板綜絖

と同様 に ，細 長 い孔 と，小 さ く丸 い孔 が ， 交 互 にな らん で い るよ うに み え る が， 開 孔

棒綜絖 で は ， 表側 に細 長 い孔 の あ る場 合 に は， 裏側 で は小 さ く丸 い孔 が あ いて お り，

表 側 に小 さ く丸 い孔 の あ る場 合 には ， 裏側 で は細 長 い孔 が あ いて い る。 す べ て の経 糸

は ，通 常 ， １本 ず つ ， １つ １つ の 孔 に通 され て お り，棒 の一 方 の 面 を 例 に と るな らば ，

奇 数 列 の経 糸 が細 長 い孔 に通 って い る場 合 に は ，偶 数 列 の 経 糸 は小 さ く丸 い 孔 に通 っ

て い る。

　 この よ うな開 孔 棒綜絖 は ，両 口交 互 開 口の機 能 を そ な え て お り， １本 の綜絖 の み で ，

開 口 と逆 開 口を 繰 り返 す こ とが で き る。

３４）開孔棒綜胱は， これまで には，後述す る開孔棒綜 統機 （Ｆｌｆｂｃ型機）に該当する “莚機”（写

　 真１５）（図１１５） にのみ，その存在が確認 されてい る。 この綜絖 は，経 糸の乱れを防 ぎ，織幅を

　 一定に保 つ とともに，緯糸 を打 ち込む機能を併せ もって おり，わが国で “莚機”を使用 して き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おさ

　 た人び とのあいだで は，一般に “箴” と呼ばれて きた。
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図２２ 開 孔 棒 綜 統

　 ６） 回転板綜絖

　この綜絖 は，同じ位置に孔があけられた同じ形の複数枚の板が， １組となって構成

されている。回転板綜絖 の板の形 には，三角形，四角形，五角形，六角形などをはじ

めとして，さまざまな形があり，それらの板には，一般に，経糸を １本ずつ通すため

の小さく丸い孔が２つ以上あけられている（図２３）。個々の回転板綜絖 を構成する板の

枚数や，板にあけられている孔の位置，孔の数などは一定 しないが， もっとも一般的

な回転板綜絖 の板の形は四角形であり，板の四隅にそれぞれ１個ずつ，合計 ４個の孔

のある例が多い。

　 このような回転板綜絖 は，前記の開孔棒綜絖 と同様に，両口交互開口の機能をそな

えており， １組の回転板綜絖 のみで開口と逆開口を繰り返すことができる。

▲＜図２３ 回 転 板 綜 統

（５）は， わが国の “九重手織

機” （図１１９） に使用 されて い

る回転板綜絖 で ある。
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　なお，回転板綜絖 では，経糸が板にあけられた２つの孔に通されている場合には，

経糸が２分割されて，経糸の開口形態は，完全な両口開口となる （図２３－１）（図２３－５）。

しかしながら，経糸が通る孔の数や配置，さらには，回転板綜絖 の回転角度によって

は，開口部や逆開口部が，一部の経糸 によって複数 に分割され，かならず しも経糸の

開口形態が，完全な両口開口とはな らない場合もある （図２３－２）（図２３－３）（図２３－４）。

　 ７） 回転棒綜絖

　 この綜統は，１本の丸い棒の胴体に，正逆 ２方向から交互に深い溝が刻まれている

（図２４）。経糸は，平面上に置かれた綜絖 の上側から， １本ずつ溝にはあこまれており，

奇数列の経糸が，正方向か ら刻まれた溝にはめこまれている場合には，偶数列の経糸

は，逆方向から刻まれた溝にはめこまれている。

　 このような回転棒綜絖 は，先の開孔板綜絖 や番 目綜絖と同様に，片口交互開口の機

能をそなえており，１本の綜絖 のみで開口と逆開口を繰 り返す ことができる。

　 　 　 　 　 図２４ 回 転 棒綜絖

［ＢＩＲＲ肌 Ｌ　 ｌ９５９：９７，　Ｆｉｇ．５３］ に も とづ き吉本 作 図 。

　 　 　 つう　じ

　 ８）　 通 糸綜絖 ３５）

　 この綜絖 は ，奇 数 列 ， あ るい は ，偶 数 列 と い う よ うな 特定 の経 糸 に 関係 す る“通 糸 ”

と呼 ば れ る糸 ， ま た は ，紐 が １組 とな って 構 成 され て い る。個 々 の “通 糸 ” の 下 に は，

　 う まいと　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 めがらす“宇 麻 糸 ” と呼 ば れ る糸 を介 して
，経 糸 が １本 ず つ通 され る “目硝 子 ” と呼 ばれ る輪 が

吊 さ れ て お り， そ の下 に は ，・さ らに， 糸 を介 して 錘 りが 吊 され て い る （図 ２５）。

３５）通糸綜絖 は，後述す るよ うに，わが国における “空 引き機”や “ジャカー ド織機”，中国の “多

　綜多囁紋織機”や “束綜提花機”， あるいは英語圏における “Ｄｒａｗ・Ｌｏｏｍ”な どの名称 で呼ば

　れて きた手織機 にそなわ っている。ただ し， この綜絖 は，他 の綜絖 に較べ ると，かな り大仕掛

　 けな装置であ り， これまで一般 には，綜絖 とは区別 して とらえ られて きた。 しか しなが ら，通

　糸綜絖 の基本 的な機能は，経糸 の開 口と逆 開口をお こな うためのものであ ることか ら，本稿で

　 は，綜絖 の １種と して位置づけ，経糸を引き上 げるために もちいられている “通糸” の名称を

　冠 して，通糸綜絖 と して記述す る。
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　 　 図 ２５ 通 糸綜絖 ［ＢＲｏｕＤｙ　１９７９：１３１，　Ｆｉｇ．７－１５］（［ＢＡＲＬｏｗ　ｌ８７８］原 図）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の記 号 ａ～ ｇは吉 本 に よ る）

ａ一 目板 ， ｂ一首 糸 ，　 ｃ一通 糸 ，　 ｄ一 目板 ，　 ｅ一宇 麻 糸 ，　ｆ１，　ｆ２一 目硝 子 ，　 ｇ－一錘 り （矢 金 ）

　 この よ うな通 糸綜絖 は ，片 ロー 方 開 口 と片 口交 互 開 口の ２種類 の 開 口機 能 の いず れ

もが 可 能 とな る特 殊 な綜絖 で あ り，基 本 的 に， 片 ロー 方 開 口の機 能 を もつ場 合 に は ２

組 ，片 口交 互 開 口の機 能 を もつ 場 合 に は ， １組 ， ま た は ， ２組 の綜絖 に よ って ， 開 口

と逆 開 口を 繰 り返 す こ とが で き る。

２，　 開口保持具の種類 と機能

　開ロ保持具は，奇数列と偶数列というような，特定の経糸で構成される２つの層の

あいだに設置されて，経糸を一方的に分離開口し，その状態を，一時的，あるいは，

継続的に保持するという機能を有 している。 このような開口保持具の機能は，単一の

輪状綜統や擬似輪状綜絖 がそなえている片ロー方開口の機能 と類似 している。しかし
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表１　綜絖の開口機能と経糸の開口形態

綜統の種類
単一の綜絖 に
よる経糸の開
口機能

単一の綜絖 に
よる経糸の開
口形態

輪 状 綜 統

擬似番目綜絖

片 ロー方 開口

片 ロー方開口

片 口 開 口

片 口 開 ロ

番 目綜絖 片口交互開口 片 口 開 口

開孔板綜絖 片口交互開口 片 口 開 口

開孔棒綜絖 両 口交互開 口 両 口 開 口

回転板綜絖 両 口交互開 口 両 口 開 口

回転棒綜絖

通 糸 綜 統

片口交互開口 片 口 開 口

片 ロー方開 口 片 口 開 口

片口交互開ロ 片 ロ 開 ロ

ながら，輪状綜絖 や擬似輪状綜絖 は，使用枚数を２枚以上 とすることで，独自に開口

と逆開口を繰 り返すことができる。これに対して，開口保持具は，その数を追加 して

も，開口保持具自体で，開口と逆開口を繰り返すことは不可能である。 したがって，

開口保持具は，この点において，綜絖 とは，おおきく異なっており，開口具 としては，

不完全な機能をもった存在で しかない。

　 このような開口保持具の一方的な分離開口に対して，逆開口をおこなうためには，

経糸を １本ずつ手ですくっていく方法と，輪状綜絖 や擬似番 目綜絖などの片ロー方開

口の機能をもった綜絖 を併用する方法がある。このうち，経糸を手ですくう方法は，

開口具をいっさい使用しない場合の経糸の開口方式についで，きわめて効率の悪いも

のであり，輪状綜絖 ，あるいは，擬似番目綜絖 を併用することによって，開口保持具

は，はじめて効率の良い組織的な開口と逆開口を繰り返すことが可能となる。

　開口保持具のうちには，さまざまな形態が認められるが，それらの開口保持具の設

置方式のうちには，固定式 と可動式 という２種類の方式が存在している。ここでは，

図２６に形態 と設置方式の異なる６種類の開口保持具を示すが，形態 と設置方式の違い

によって，先に述べたような，経糸の一方的な分離開口という，開口保持具の基本的

な機能が変化するということは，いっさいありえない。ただ し，開口保持具の設置方

式が固定式の場合には，奇数列と偶数列 というような特定の経糸は，つねに同じ状態

で一方的に分離開口されている。これに対 して，可動式の場合には，開口保持具の位

置を移動させたり，設置角度を変化させ ることによって，経糸の開口角度を，さらに
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拡大 したり，ほとんど閉合状態になるまで縮小するなどの開閉機能がそなわっている。

したがって，このような開口保持具の設置方式の違いは，後述するように，併用する

輪状綜絖 や擬似番 目綜絖の設置方式 とともに，開口具の基本構成型式や経糸の開口方

　 　 　 図２６ 開 口 保 持 具

（１）～ （４）一可 動式 の設置方式による開 口保持具

（５）～ （６）一固定式の設置方式 による開 口保持具
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式 に密 接 に関 って い る。

３．　 開口具の基本単位

　開口具を構成する綜絖や開口保持具の数は，さまざまであり，開口具を使用 して複

雑な紋織物を織る場合には，多数の綜絖 ，あるいは，多数の開口保持具を必要として

いる。たとえば，インドネシアのＢａｌｉ人のもとで織 られている緯糸紋織３６）には，２００

枚近い数の輪状綜統が使用されている場合があり，京都の西陣では，１０００組を超える

通糸綜絖 が使用されていることも珍 しくはない。また，インドネシァの Ｓｕｍｂａ族の

もとで織 られている経糸紋織３７）には，数百本の開口保持具が使用されて い るような

例もある。しかしながら，綜絖 が使用されている場合の開口具は，綜絖 や開口保持具

の数の多少 にかかわらず，綜絖 の基本数と，それ らの綜絖 にそなわっている開口機能

の違いによって，以下に示すような，単式綜絖 型，複合単式綜統型，複式綜絖 型 とい

う３種類の基本単位のいずれかに特定することができる。

　 なお，この場合の綜絖 の基本数 とは，織物の基本組織のなかで，もっとも単純な平

織組織を織る場合，すなわち，奇数列と偶数列の経糸によって開口と逆開口をおこな

う場合に使用される，必要最少限の綜絖 の数であり，綜絖 とともに，開口保持具を必

要 とする場合の開口保持具の数 については，綜絖 の基本数 と開口機能の違いによって

附随的に決定される。

　（１）　単式綜絖 型

　この開ロ具の基本単位は， １つの綜絖のみ，あるいは， １つの綜絖 と１つの開口保

持具によって構成される。

　このうち，開口具の基本単位が，１つの綜絖のみで構成される場合，綜絖 の種類は，

片口交互開口，あるいは，両口交互開口のいずれかの開口機能をそなえた綜絖 に限定

される。一方，開口具の基本単位が，１つの綜絖 と１つの開口保持具で構成 される場

合，綜絖 の種類は，片ロー方開口の開口機能をそなえた綜絖 のみに限定 される。

３６）緯糸によって紋様があらわされている紋織物。緯糸紋織の織物組織を構成する緯糸には，経
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぢぬき　 　 　 ぢだて

　 糸 （地経） とともに地 組織を構成する緯糸 （地緯） と，地組織 には関係せず，紋様 のみを構成
　 　 　 　 　 もんぬき

　 す る緯糸 （紋緯） との ２種類の緯糸が併用されてい る場合 と，緯錦，あるい は，綴織 緯耕，

　 緯縞織物な どの織物を構成す る緯糸のよ うに，地 緯 と紋緯 に区別することがで きない緯糸が使

　 用 されている場合が ある。

３７）経糸 によって紋様 があらわされて いる紋織物。経糸紋織 の織物組織を構成す る経糸 には，緯

　 糸 （地 緯） とともに地組織を構成す る経糸 （地経） と，地 組織 には関係せず，紋様のみを構成
　 　 　 　 　 もんだて

　 する経糸 （紋経 ）との ２種類の経糸が併用されて いる場合 と，経錦，あるいは，経緋 ，経 縞織

　 物 などの織物を構成す る経糸 のように，地経 と紋経 に区別 することができな い経糸 が使用 され

　 ている場合がある。
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　なお，これらの綜絖 のうち，片口交互開口機能をそなえた綜絖 では，奇数列と偶数

列の経糸のうち，いずれか一方の経糸のみが，正逆 ２方向に交互に動かされることに

よって，開ロと逆開口がおこなわれる。また，両 口交互開口機能をそなえた綜絖 では，

奇数列と偶数列の経糸が，正逆 ２方向に同時に引き離され，さらに，それ らの経糸の

位置が，同時に逆転することによって，開口と逆開口がおこなわれる。そ してさらに，

片ロー方開口機能をそなえた綜絖 では，開口保持具による一方的な分離開口と，綜絖

による片口開口によって，開口と逆開口がおこなわれる。

　（２）　 複合単式綜絖 型

　 この開口具の基本単位は， ２つ １組の綜絖 ，あるいは，２つ １組の綜絖 と２つ １組

の開口保持具３８）で構成される。

　このうち，開口具の基本単位が， ２つ １組の綜絖 のみで構成される場合，綜絖 の種

類は，片口交互開口機能をそなえた綜絖 のみに限定され る。一方，開口具の基本単位

が，２つ １組の綜絖 と２つ １組の開口保持具で構成される場合，綜絖 の種類は，片ロ

ー方開口機能をそなえた綜絖 のみに限定 される。

　 このような複合単式綜絖 型の開口具の基本単位は，片口交互開口機能をそなえた綜

続や，片ロー方開口機能をそなえた綜絖 と開口保持具で構成される単式綜絖 型の開口

具の複合型であり，いずれの場合も， ２つ １組の綜絖 を同時に正逆 ２方向に動かすこ

とによって，１つの綜絖のみでは片 口開口となる経糸の開口形態が，複合 して両口開

口となる。 したがって，片口交互開口機能をそなえた綜絖 では，同時に正逆 ２方向に

引き離 した ２つの綜絖 の相対的な位置関係を，交互に逆転させることによって，開口

と逆開口がおこなわれる。また，片ロー方開口機能をそなえた綜絖 では，開口保持具

による一方的な分離開口と， ２つの綜絖 を同時に正逆 ２方向に引き離すことによって

構成される両口開口を，交互 に繰 り返すことによって，開口と逆開口がおこなわれる。

　（３）　複式綜絖 型

　この開口具の基本単位は，片 ロー方開口機能をそなえている綜絖が ２つ １組で構成

される。この複式綜絖 型では， ２つの綜絖 は交互に使用され，それぞれが同一方向に

動いて片口開口することによって，開口と逆開口がおこなわれる。

３８）複合 単式綜絖 型の開口保持具の基本数 は， これまでには， 後述する Ｂｌ２ｃｂｄ型機 にお い て

　 ２本 １組 の例が確認されて いるのみであるが，先に図２６－２に示 したような可動式 の設 置方式に

　よ る平板 な開 口保持 具を使用するな らば，基本 数が １枚 とい う場合 もあ りうる。なお， このよ

　 うな例外的な可能性を考え るな らば，先の単式綜絖 型 において も，複合単式綜絖 型の場合 とは

逆 に，開 口保持 具の基本数が ２本 １組 とい う場合 もあ りうるが，これまでには，このよ うな例

　につ いて も確認 されていない。
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表２　開口具の基本単位と綜絖による開口機能

開 口 具 の
基 本 単 位

開口具の基本数

綜絖

開口保持具

綜絖による

開 口 機 能

１ １ 片 ロー方開口

単 式綜絖 型 １ ０ 片口交互開口

１ ０ 両 口交互開口

２ ２ （１） 片 ロー方開口

複合単式綜絖型
２ ０ 両口交互開口

複 式綜絖 型 ２ ０ 片 ロー方開 口

　 ４．　 開 口具 の基本 構成 型式

　開口具は，開口保持具のみで構成されているものと，綜絖 と開口保持具によって構

成されているもの，そしてさらに，綜絖のみで構成されているものという３種類の構

成型式に大別することができる。しかしながら，開口保持具については，すでに指摘

しているように，開口具としては，機能の点で不完全なものである。そのため，開口

具の基本構成型式を特定す るさいの要素として，開口保持具の存在を無視することは

できないものの，とくに重要 とはいえない。 したがって，以下では，綜絖 の種類ごと

に，開口具の基本単位を分析 し，個別の基本構成型式をあきらかにする。ただ し，開

口具の個々の基本構成型式，または，その類型について，これまでに存在 してきたこ

とをうかがわせる具体的な資料のないものは除外す る。

　なお，開口具のうちに綜絖 が存在せず，開口具が開口保持具のみで構成されている

開口具の基本構成型式については，つぎに示すように，無綜絖 の場合の開口具の基本

構成型式のうちに包括 し，無綜絖 型 として提示す る。

　（１）　無綜絖 の場合の開口具の基本構成型式

　綜絖 が存在 しない場合の開口具は，開口保持具のみで構成される。 しか しなが ら，

その場合の開口保持具は，つねに経糸のあいだに設置されているとはかぎらない。ま

た，開口保持具が使用されていない場合，すなわち，開口具がいっさい存在 しない場

合でも，緯入具が，開口保持具としても機能する場合や，整経方式が図１４－１，図１４－２，

図１４－４のような平整経で，製織時に経糸が ２層に分離されている場合には，経糸を直

接保持している経糸保持具が，開口保持具の機能を兼ねることとなる。 したがって，
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無綜絖 の場合には，開口具の基本構成型式を明確に特定することは困難である。また，

すでに指摘 しているように，開口保持具は，それ自体では，経糸の開口と逆開口を繰

り返すことができず，開口保持具による一方的な分離開口に対する逆開口の開口方式

は，基本的には，開口具のない場合の経糸を，直接手です くう開口方式 と大差ないも

のである。 したがって，本稿では，無綜絖 の場合の開口具の基本構成型式は，開口保

持具の有無にかかわらず，以下に示すように，一括 して無綜絖 型として位置づける。

　無綜絖 型　綜絖 が存在 しない場合の開口具の構成型式。そのうちには，開口具が開

口保持具のみで構成 される場合のほかに，綜絖 と開ロ保持具がともに存在 しない場合，

すなわち，開口具がいっさいそなわ っていない場合も含まれる。

　（２）　輪状綜絖 による開口具の基本構成型式

　輪状綜絖 の開口機能は，片 ロー方開口であり，輪状綜絖 による開口具の基本単位に

は，単式綜絖 型，複合単式綜絖 型，複式綜絖 型のすべてが存在する。本稿では，これ

らの基本単位にもとつ く開口具の基本構成型式を，それぞれ，以下に示すように，単

式輪状綜絖 型，複合単式輪状綜絖 型，複式輪状綜絖 型 として位置づける。

　単式輪状綜絖 型　 １枚の輪状綜絖 と１本の開口保持具によって構成される開口具の

基本構成型式。

　複合単式輪状綜絖 型　 ２枚 １組の輪状綜絖 と，２本 １組の開口保持具によって構成

される開口具の基本構成型式。

　複式輪状綜絖 型　 ２枚の輪状綜絖 によって構成される開口具の基本構成型式。

　（３）　擬似番目綜絖 による開口具の基本構成型式

　擬似番目綜絖は，輪状綜絖 と同様に，片 ロー方開口の機能をそなえた綜絖 であると

ころから，開口具の基本単位には，単式綜絖 型，複合単式綜絖 型，複式綜絖 型の ３種

類の型式がありうる。 しかしながら，これまでには，唯一，複式綜絖 型の存在が確認

されているのみである。ただ し，単式綜絖 型については，その存在をうかがわせる資

料 として，後述する漢代画像石にもとつ く漢代織機復元図 （図１００）があげられるが，

複合単式綜絖 型については，いっさい資料がない。したがって，本稿では，擬似番目

綜絖による開口具の基本単位 としては，単式綜絖 型と複式綜絖 型のみをとりあげ・こ

れ らの基本単位にもとつく開口具の基本構成型式を，それぞれ，以下に示すように，

単式擬似番目綜絖型，複式擬似番目綜絖型として位置づける。

　単式擬似番目綜紐型　 １枚の擬似番目綜絖 と， １つの開口保持具によって構成され

る開口具の基本構成型式。
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　複式擬似番目綜絖型　 ２枚の擬似番目綜絖 によって構成される開口具の基本構成型

式。

　（４）　番目綜絖 による開口具の基本構成型式

　番 目綜絖は，片 口交互開口の機能をそなえているところか ら，開口具の基本単位 と

しては，複式綜絖 型はありえず，単式綜絖 型 と複合単式綜絖 型の ２種類のみがありう

る。 しか しながら，この２種類の基本単位のうちでは，単式綜絖 型が，もっともあり

うるものとみ られがちであるが，現実には，単式綜絖 型については，その存在が確認

されておらず，これまでには，複合単式綜絖 型の存在が認められているのみである。

ただ し，単式綜絖 型についても，過去において存在 していたことをうかがわせる文献

資料として，後述する 『中山傳信録』所収の “織具”に関する若干の記述と挿絵 （図

１０４）がある。 したがって，本稿では，番目綜絖 による開口具の基本単位としては，単

式綜絖 型 と複合単式綜絖 型の両方をとりあげ，これらの基本単位にもとつ く開口具の

基本構成型式を，それぞれ，以下に示すように，単式番目綜絖型，複合単式番目綜絖

型として位置づける。

　単式番目綜絖型　 １枚の番目綜絖のみで構成される開口具の基本構成型式。

　複合単式番目綜絖型　 ２枚 １組の番目綜絖によって構成される開口具の基本構成型

式。

　（５）　 開孔板綜絖 による開口具の基本構成型式

　開孔板綜絖 は，前記の番目綜絖 と同様に，片口交互開口の機能をそなえているとこ

ろから，開口具の基本単位 としては，単式綜絖 型，複合単式綜絖 型の２種類がありう

るが，これまでには，単式綜絖 型の存在が確認されているのみである。 したがって，

本稿では，開孔板綜絖 による開口具の基本単位 としては，単式綜絖 型のみをとりあげ，

この基本単位にもとつ く開口具の基本構成型式を，以下に示すように，単式開孔板綜

続型として位置づける。

　単式開孔板綜絖 型　 １枚の開孔板綜絖 のみで構成される開口具の基本構成型式。

　（６）　 開孔棒綜絖 による開口具の基本構成型式

　開孔棒綜絖 は，両口交互開口の機能をそなえているところか ら，この綜絖 による開

口具の基本単位 としては，単式綜絖 型があるのみで，複合単式綜絖 型や複式綜絖 型は

ありえない。したがって，本稿では，開孔棒綜絖 による単式綜絖型の開口具の基本構

成型式については，以下に示すように，単式綜絖 型としてのことわりなしに，開孔棒

綜絖型として位置づける。
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開孔棒綜絖 型　 １本の開孔棒綜絖 のみで構成される開口具の基本構成型式。

　（７）　 回転板綜絖 による開口具の基本構成型式

　回転板綜絖 は，開孔棒綜絖 と同様に，両 口交互開口の機能をそなえているところか

ら，回転板綜絖 による開口具の基本単位も単式綜統型のみに限定される。 したがって，

本稿では，回転板綜絖 による単式綜絖型の開口具の基本構成型式についても，以下に

示すように，単式綜絖 型としてのことわりなしに，回転板綜絖 型 として位置づける。

　回転板綜絖 型　 １組の回転板綜絖 のみで構成される開口具の基本構成型式。ただ し，

回転板綜絖 型では，１組 という回転板綜絖 の組数のみな らず，回転板綜絖 を構成する個

々の板の孔の数も２個に特定される。この点については，回転板綜絖 によって平織組

織の織物を織る場合，各々の回転板の孔の最少単位数が２個に特定されるためである。

　（８）　 回転棒綜絖 による開口具の基本構成型式

　回転棒綜絖 は，片口交互開口の機能をそなえており，開口具の基本単位には，単式

綜絖型と複合単式綜絖型の ２種類がありうるが，これまでには，先の開孔板綜絖 と同

様に単式綜絖型の存在のみが確認 されている。 したがって，本稿では回転板綜絖 によ

る開口具の基本単位としては，単式綜絖型のみをとりあげ，この基本単位にもとつ く

開口具の基本構成型式を，以下に示すように単式回転棒綜絖 型として位置づける。

　単式回転棒綜絖 型　 １本の１回転棒綜絖 のみで構成される開口具の基本構成型式。

　（９）　通糸綜絖 による開口具の基本構成型式

　通糸綜絖 は，片ロー方開ロと片ロ交互開ロのいずれの機能 も可能 となる特殊な綜絖

であるところから，この通糸綜絖 による開口具の基本単位 としては，単式綜絖 型，複

合単式綜絖 型，複式綜絖 型のすべての型式がありうる。このうち，単式綜絖 型の基本

単位は， １組の通糸綜統であり，複合単式綜絖 型，および，複式綜絖 型の基本単位は，

２組の通糸綜絖 である。 したがって，これらの通糸綜胱による開口具の基本構成型式

は，それぞれ，単式通糸綜絖 型，複合単式通糸綜絖 型，複式通糸綜絖 型 として特定す

ることが可能である。 しか しなが ら，通糸綜絖 は，もっぱら紋織物を織 るためにのみ

使用されている綜絖 であり，一般 に，通糸綜統 によって構成される開口具には，おび

ただ しい数の通糸綜絖 が使用されている。したがって，通糸綜絖 による開口具には，

他の綜絖 のような， １組，あるいは， ２組という基本単位のみの構成型式はありえな

い。また，通糸綜絖 は， ２種類の開口機能をそなえていることから， １組，あるいは，

２組という特定の通糸綜統を，あるときは，片 ロー方開口させ，また，あるときは，

片口交互開口させることも可能である。そのため，通糸綜絖 による開口具の基本構成
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型式は，他の綜絖 によって構成される開口具のように特定することができないため，

本稿では，通糸綜絖 による開口具のすべての基本単位にもとつ く基本構成型式は，以

下に示すように，一括 して通糸綜絖 型として位置づける。

　通糸綜絖 型　通糸綜絖 によって構成される開口具の基本構成型式。この開口具の基

本構成型式のうちには， ３種類の開口具の基本単位にもとつ く単式通糸綜絖 型，複合

単式通糸綜胱型，複式通糸綜絖 型のすべてが包括 されているものとす る。

　なお，開口具のうちには，通糸綜絖 を，紋組織のみを構成するための綜統としても

ちい，地組織は，通糸綜絖 以外の綜絖 で構成 されている場合が少なからず認められる。

したがって，この場合の開口具の基本構成型式は，通糸綜絖 型とはいえず，たとえば，

地組織が複式綜絖 型の擬似番目綜絖によって構成 され，紋組織が通糸綜絖 によって構

成されている場合，その開口具の基本構成型式は，複式擬似番目綜絖型として位置づ

けられる。

表３ 開 口 具 の 基 本 構 成 型 式

開 口 具 の 基 本 数
開口具の基本構成型式

無綜絖 型

綜絖の種類

（無綜絖 ）

開口具の基本単位

（無 綜 統 型）

綜絖

０

開口保持具

単式輪状綜絖 聖 単 式綜絖 型 １

２

２

１

２

１

２

１

１

１

１

１

２

２

０

１

１

複合単式輪状綜絖型 輪 状綜絖 複合単式綜絖型 ２（１）

複 式輪状綜絖 型 複 式綜絖 型

単式擬似番目綜絖型

複式擬似番目綜統型
擬似番目綜絖

単 式綜絖 型

複 式 綜 統 型

単式番 目綜絖 型

複合単式番目綜統型
番 目 綜 統

単 式綜絖 型

複合単式綜統型

単式開孔板綜絖型 開孔板綜絖 単 式綜絖 型

開 孔 棒綜絖 型 開孔棒綜絖 単 式綜絖 型

回 転 板 綜 統 型 回転板綜絖 単 式綜絖 型

単式回転棒綜絖型 回転棒綜絖 単 式綜絖 型

通 糸 綜 統 型

単 式綜絖 型

通 糸綜絖 複合単式綜絖型

複 式綜絖 型

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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５．　 開口具の設置方式 と経糸の開口方式

　綜統や開口保持具などの開口具は，その設置方式の違いによって，それぞれが，固

定されていて動かすことので きない固定式のものと，動かすことのできる可動式のも

のがある。このような開口具の設置方式の違いは，開口具の基本構成型式と複合 して，

経糸の開口方式を決定 している。 したがって，以下では，まず，開口具の設置方式と，

経糸の開口や逆開口をおこなうための開口操作方式相互の基本的な関係を分析 し，つ

づいて，開口具の基本構成型式ごとの設置方式と，それらの設置方式のうちに認めら

れる経糸の基本的な開口方式を提示する。

　 （１）　開口具の設置方式と経糸の開口方式の相関

　 開口具の基本構成型式のうち，開口具が，開口保持具のみで構成される場合，すな

わち，無綜絖 型の開口保持具の設置方式には，開口保持具固定式 と開口保持具可動式

の ２種類がある。これに対 して，開口具が，綜統 と開口保持具で構成されている有綜

続型の設置方式には，綜絖 ・開口保持具固定式，綜絖固定 ・開口保持具可動式，綜絖

・開口保持具可動式，綜絖可動 ・開口保持具固定式の４種類がある。また，開口具が，

綜絖のみで構成されている有綜絖 型の設置方式のうちには，綜絖 固定式 と綜絖可動式

の２種類がある。

　 このような開口具の設置方式の違いは，手織機の基本構造の重要な構成要素である

とともに，経糸の開口をおこなうための開ロ操作や，開口操作対象の違いにもとつ く

開口方式にも反映 している。このうち，経糸の開口操作は，基本的には，手と足のい

ずれかでおこなわれており，足による開口操作には，足引き式と足踏み式の２種類が

ある。なお，手動式の開口操作の直接の操作対象としては，経糸，綜絖 ，開口保持具

の３種類があり，これ らのいずれかを手で動かすことによって，経糸の開口や逆開口

がおこなわれる。これに対 して，足引き式 と足踏み式では，開口操作の直接の操作対

象は，開口具に付属する牽引装置を構成する引き縄や踏み木であり，足引き式では引

き縄を足で引くことによって，また，足踏み式では踏み木を足で踏むことによって，

開口具が間接的に動かされて，経糸の開口や逆開口がおこなわれる３９）。 したがって，

以上のような開口操作や操作対象の違 いにもとつ くならば，これまでに確認されてい

る経糸の開口操作方式は，つぎの ６種類に大別することができる。

３９）足 引き式の開口具の牽 引装 置の構成部品である引き縄は，かな らず しも素材が縄であるとは

　 かぎ らないが，本稿では，素材の如何にかかわ らず，すべて “引 き縄” と して記述す る。
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　すなわち，第 １は，手で直接経糸を動かす開口操作方式，第 ２は，手で綜絖 を動か

す開口操作方式。第 ３は，手で開口保持具を動かす開口操作方式。第 ４は，手で綜絖

と開口保持具を動かす開口操作方式，第 ５は，足で間接的に綜絖 を動かす開口操作方

式，第 ６は，足で間接的に綜絖 と開口保持具を動かす開口操作方式である。

　なお，以上のような開口具の設置方式と，開口操作方式 との基本的な関係は，表４

に示すようなものであるが，開口具の基本構成型式ごとの個別の設置方式と，経糸の

開口方式の詳細 については，次の項においてあきらかにする。

　 （２）　開口具の設置方式と経糸の開口方式の類型

　 以下では，開口具の基本構成型式 ごとに，綜絖 や開口保持具の設置方式をあきらか

にし，個 々の設置方式に認められ る経糸の基本的な開口方式を提示する。

　 なお，以下に述べ る開口方式については，いずれも，開口具の基本構成型式に即 し，

織物の基本組織のなかで，もっとも単純な平織組織を織 るためのものであるところか

ら，開口や逆開口をおこなう経糸は，奇数列と偶数列の ２組の経糸に特定される。ま

た，経糸の開口と逆開口の状態は，個別に図で示 し，開口操作についても，図に即 し

て記述する。ただし，それらの記述や，図にあ らわされた経糸と開口具の位置関係，

経糸の配置されている方向性については，かな らず しも絶対的なものではなく，開口

具や牽引装置などの形や大きさ，経糸の開口や逆開口の開口形態なども，便宜的なも

のである。また，開口方式の図，な らびに，記述における “開口”と “逆開口”につ

いても便宜的な設定であり，“開口”を “逆開口”，そして “逆開口”を “開口” とし

てもとくに問題はない。

　 １）　無綜絖 型の設置方式と開口方式

　無綜統型では，綜絖 がないために，開口保持具が存在する場合においてのみ，開口

保持具固定式，あるいは，開口保持具可動式とい う２種類の設置方式がありうる。 し

かしながら，これらの開口保持具の設置方式では，開口保持具による経糸の一方的な

分離開口に対する逆開口は，奇数列と偶数列のいずれか一方の経糸を １本ずつ，手で

直接，あるいは，針や棒などをもちいて間接的にす くいとることによっておこなわれ

る。また，このような開口操作は，開口保持具のぞなわっていない無綜絖型では，開

口と逆開口のいずれの場合にも認められる。したがって，無綜絖型の開口方式では，

開口保持具の有無や設置方式の如何にかかわらず，経糸を １本ずつす くいとるという

原初的な開口操作が不可欠であり，綜絖 をそなえた他の開口具の基本構成型式に認め

られる開口方式のように，奇数列と偶数列の経糸をいっせいに分離す ることによって，

効率の良い開口や逆開口がおこなわれるということはありえない。
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　 ２）　単式輪状綜絖 型の設置方式と開口方式

　単式輪状綜絖 型のうちには，開口具が，輪状綜絖 と開口保持具によって構成されて

いる場合に存在 しうる，綜絖 ・開口保持具固定式，綜絖 固定 ・開口保持具可動式，綜

続 ・開口保持具可動式，綜絖可動 ・開口保持具固定式 という４種類の設置方式のすべ

てが確認されており，以下に示すように，開口具の設置方式の違いにともなって，経

糸の開口方式が異なっている。

　綜絖 ・開口保持具固定式　この設置方式では， １枚の輪状綜絖 と１本の開口保持具

が，ともに固定されて動かないため，経糸を操作す ることによって，開口と逆開口が

おこなわれる。たとえば，輪状綜絖 のかかっている経糸を奇数列 とす ると，この奇数

列の経糸は，輪状綜絖 によって，つねに引き上げ られたままの状態である。 したがっ

て，この場合には，輪状綜絖 のかかっていない偶数列の経糸を引き上げることによっ

て開口がおこなわれ （図２７－１），同じ偶数列の経糸を押 し下げることによって逆開口

がおこなわれる（図２７－２）。

　 このような経糸を動かす開口操作方式としては，これまでに，手動式の例が確認さ

れているのみである。

　　　　　　　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

　　　　　　　　　　図２７ 単式輪状綜統型／経糸手動式の開口方式
　　　　　　　　　 ａ一輪状綜絖 （固定式），ｂ一開口保持具 （固定式）

　綜絖 固定 ・開口保持具可動式　この設置方式では，１枚の輪状綜絖 と１本の開口保

持具のうち，輪状綜絖 が固定されていることから，開口保持具を操作することによっ

て，開口と逆開口がおこなわれる。たとえば，図２８では，輪状綜統のかかっている経

糸を偶数列とすると，この偶数列の経糸は，輪状綜絖 のかかっている部分から左側は

動 くことがない。 したがって，経糸の左側部分では，開口保持具を輪状綜絖 から遠ざ

けると，奇数列の経糸が偶数列の経糸よりも下方に移動することとなって開口がおこ

なわれ（図２８－１），逆に，開口保持具を輪状綜絖 の近 くに引き寄せ ると，奇数列の経糸

が偶数列の経糸よりも上方に移動することとなって逆開口がおこなわれる（図２８－２）。

　このような開口保持具を動かす開口操作方式 としては，これまでに，手動式の例が

確認されているのみである。
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（１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

　　 図２８ 単式輪状綜統型／開 口保持具手動式の開口方式

　　　 ａ一輪状綜統 （固定式），ｂ－一開口保持具 （可動式）

　綜絖 ・開口保持具可動式　 この設置方式では， １枚の輪状綜絖 と１本 （または，１

枚）の開口保持具を，ともに操作す ることによって，開口と逆開口がおこなわれるが，

開口操作の主たる操作対象は輪状綜絖 である。ただ し，奇数列 と偶数列の経糸は，開

口保持具によって分離されて，一方的な開口がおこなわれているところから，輪状綜

（Ｄ 開口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）逆開口

　 図２９ 単式輪状綜絖型／綜絖・開口保持具手動式の開口方式

　　　　ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開口保持具 （可動式）

　　　　　　　　（１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

図３０ 単式輪状 綜統型／天秤仕掛 けの足引 き式綜絖 と手動式開口保持具による開 口方式

　　ａ一輪状綜統 （可動式），ｂ一開 口保持具 （可動 式），　ｃ一天秤 （招木），　ｄ一 引き縄

３６５



国立民族学博物館研究報告　　１２巻２号

　　 　　 　 　　 （１）開ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）逆開口

図３１ 単式輪状綜絖 型／天秤 仕掛けの足踏み式綜胱 と手動式開 口保持具 による開口方式

　　 ａ一 輪状綜絖 （可動式），ｂ一開 口保 持具 （可動式 ），　ｃ一 天秤 （招木），　ｄ－一踏木

統 が操作されるのは，逆開口の時だけであり，輪状綜絖 を引き上げることによって，

奇数列と偶数列の経糸の位置関係が逆転 して逆開口がおこなわれる。なお，このよう

な開口と逆開口のさいには，欄 口保持具は，その位置を移動させたり，角度を変化さ

せることによって，開口部や逆開口部を拡大縮少するなどの補助的な機能を果た して

いる。

　以上のような輪状綜絖 と開口保持具の両方を動かす開口操作方式としては，これま

でに，綜絖 と開口保持具がともに手動式の例 （図２９） と，綜絖 が足引き式で，開口保

持具が手動式の例（図３０），綜絖 が足踏み式で，開口保持具が手動式の例 （図３１）の ３

種類が確認 されており，足引き式と足踏み式の綜絖 の牽引装置としては，ともに天秤

（招木）をもちいた天秤仕掛けが認め られている４０）。

　綜絖 可動 ・開口保持具固定式　 この設置方式では， １枚の輪状綜絖 と１つの開口保

持具のうち，開口保持具は固定されて動かないため，輪状綜絖 のみが操作されて，開

口と逆開口がおこなわれる。ただ し，奇数列と偶数列の経糸は，開口保持具によって

分離されて一方的な開口がおこなわれているところから，輪状綜絖 が操作 されるのは

逆開口の時だけであり，輪状綜絖 を引き上げることによって，奇数列と偶数列の経糸

の位置関係が逆転 して逆開口がおこなわれる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まねき

４０）図３０の ｃや，図３１の ｃのような構成部 品は，一般 に招 木と呼ばれている。 しか しなが ら，こ

　 れまで，招木を もちいた開 口具の索 引装置 については， と くに名称 が存在 していない ところか

　 ら，本稿で は，招木を使用 した索 引装置の名称を， あらたに “天秤仕掛け” と して位置づけ，

　 招木の名称 も “天秤” と改変す る。そ して さ らに，“天秤”の うち には，図３５の ｃ，図４３のｂ，

　 図４６の ｂのよ うな招 木に類す るものも含む もの とし， これ らの部品を もちいた索 引装置の名称

　 もすべ て “天秤仕掛 け” として記述す る。
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（１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

　 図３２ 単式輪状綜統型／綜絖 手動式の開口方式

　ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開口保持具 （固定式）

　 　 　　 　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

　 　 図３３　単式輪状綜絖 型／天秤仕掛 けによ る綜統足引 き式 の開 口方式
ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開 ロ保持具 （固定式），　ｃ一天秤 （招 木），　ｄ一引き縄

　輪状綜絖 による，このような開口操作方式には，手動式 （図３２），足引き式 （図３３），

足踏み式の３種類がある。 このうち，足引き式の牽引装置としては天秤仕掛けが確認

されており，足踏み式の牽引装置としては，ロクロ仕掛け （図３４） と天秤仕掛け （図

３５）が確認されている。

　 ３）　複合単式輪状綜絖 型の設置方式 と開ロ方式

　複合単式輪状綜絖 型の開口具の設置方式は，理論的には，綜絖 ・開口保持具可動式

と，綜絖可動 ・開口保持具固定式の２種類の設置方式がありうるが，これまでには，

以下に示すような綜絖 ・開口保持具可動式のみが確認されている。

　綜絖 ・開口保持具可動式　 この設置方式では，２枚 １組の輪状綜絖 と２本 １組の開

口保持具を，交互に操作することによって，開口と逆開口がおこなわれる。 ２枚 １組

の輪状綜絖 は，経糸の表と裏からそれぞれ別個にかけられており，一方が奇数列，他
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　　　　　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開ロ

　図３４ 単式輪状綜纏型／ ロクロ仕掛 けによる綜統足踏み式の開口方式

ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開口保持具 （固定式），　ｃ一 ロクロ，　ｄ一踏み木

　　　　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開ロ

　 図３５ 単式輪状綜絖 型／天秤仕掛 けによる綜絖 足踏み式 の開 口方式

ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開 口保持具 （固定式），　ｃ一天秤，　ｄ－一踏み木
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　 　 　 　 　 　 　 　 （１）開 口　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 （２）逆開 口

図 ３６ 複合 単 式 輪 状綜絖 型 ／ ロ ク ロ仕掛 け に よ る綜絖 ・開 口保 持 具 足 踏 み 式 の 開 口方 式

ａ１，　ａ２一輪 状 綜 統 （可 動 式 ），　ｂ１，　ｂ２一開 口保 持 具 （可動 式 ），　ｃ１，　ｃ２一ロク ロ，　ｄ１，　ｄ２－一踏 み木

方が偶数列にかけられている。また，２本 １組の開口保持具は，奇数列と偶数列の経

糸のあいだに設置されている。 したがって，経糸は，開口操作がおこなわれていない

状況では，ほとんど閉合状態にあり， ２枚の輪状綜絖 を，それぞれ正逆 ２方向に，同

時に引き離すことによって開口がおこなわれ（図３６－１），つぎに， ２本 １組の開口保持

具を，同時に反対方向に引き離すことによって逆開口がおこなわれる（図３６－２）。

　このような輪状綜絖 と開口保持具を交互に動かす開口操作方式 としては，足踏み式

のみが確認されており，輪状綜絖 と開口保持具の牽引装置には，ともにロクロ仕掛け

が使用されている。

　 ４）　 複式輪状綜絖 型の設置方式と開口方式

　複式輪状綜絖 型の開ロ具の設置方式は，理論的には，綜絖 固定式 と綜絖可動式の ２

種類の設置方式がありうるが，これまでには，以下に示すような綜絖可動式のみが確

認されている。

　綜絖 可動式　 この設置方式では， ２枚の輪状綜絖 を操作することによって，開口と

逆開口がおこなわれる。 ２枚の輪状綜絖 は並列に設置されており，そのうちの１枚は

奇数列の経糸にかけられ，他の １枚は偶数列の経糸にかけられている。 したがって，
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２枚の輪状綜絖 を，１枚つつ，同一

方向に交互に引くと，そのたびに奇

数列 と偶数列の経糸の位置が交替す

ることとなり，奇数列と偶数列の経

糸が，交互に片ロー方開口を繰り返

すことによって，開口と逆開口がお

こなわれる。

　 （１）開口　　　　　　　　　　（２）逆開口

図３７ 複式輪状綜絖 型／綜統手動式 の開 口方式

　　 　　 ａ１，　ａ２一輪状綜絖 （可動式）

　以上のような輪状綜絖 による開口

操作方式 としては，手動式のみが知

られているが，そのうちには，２枚

の輪状綜絖 が，それぞれ単独に動か

される例 （図３７） と， ２枚の輪状綜

続が連結されており，２枚の輪状綜絖 の一方を引 くと，他方が連動 して逆方向に動 く

というロクロ仕掛け （図３８）や，綜絖 連繋具をもちいた天秤仕掛けに類似した仕掛け

（図３９）をそなえている例がある４１）。

　　 　（Ｄ 開ロ　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

図３８ 複式輪状綜絖 型／ ロクロ仕掛けによる綜統手動式の開口方式

　　 　　　 　 ａ１，　ａ２一輪状綜絖 （可動式），　ｂ一ロクロ

４１）手動式の開口具の操作方式で は，経糸，綜絖 ，あるいは，開 口保持具は，基本的に直接手で

　動か されるが，図４１のよ うに， ２枚の綜絖 が棒 と紐を介 して連結 されているような場合 には，

　例外的に，綜絖 を連結 している紐，あるいは，棒を直接動かす ことによ って，綜絖 による開 口

　 と逆開 口をお こなうこともある。なお，本 稿では，開 口具 の索 引装 置として，平秤仕掛 け以外

　 に，ロクロ仕掛けを と りあげているが，その記述 のうちには，ロクロ，あるいは，滑車 が回転

　 する本来の仕掛けのほか に， ロクロに相当す る部分が回転せず，その部分 にかけ られた紐 がス

　 ライ ドす ることによって開口具 が索 引され る仕掛 けも含む ものとす る。
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　 　 　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）逆開口

図３９ 複式輪状綜統型／天秤仕掛けに類似 の仕掛けによる綜絖 手動式 の開 口方式

　 　 　 　 　 　ａ１，　ａ２一輪状綜絖 （可動式），　ｂ一綜絖連繋具，　ｃ一横木

　 ５）　単式擬似番目綜絖型の設置方式 と開口方式

　単式擬似番目綜絖型の開口具の設置方式は，理論的には，単式輪状綜絖 型 と同様に

４種類の設置方式がありうる。 しかしなが ら，これまでに，単式擬似番 目綜絖型の開

口具をそなえた手織機は確認されていない。ただし，前節で提示 したように，漢代画

像石にもとつ く漢代織機復元図 （図９０） にあ らわされている開口具は，唯一の単式擬

似番目綜絖型とみ られる資料であり，その開口操作図 ［夏　１９７２：２２］（図４０）による

ならば，漢代織機復元図にあらわされている開口具の設置方式は，以下に示すような

綜絖・開口保持具可動式として位置づけられる。

　綜絖 ・開口保持具可動式　この設置方式では，１枚の擬似番 目綜絖 と１つの開口保

持具を，ともに操作することによって，開口と逆開口がおこなわれる。擬似番目綜絖

と開口保持具は， ともに天秤仕掛けによる足踏み式の１つの 牽引装置に繋がれてお

り，２本の踏み木を交互に踏むことによって，綜絖 と開口保持具がつねに連動 して動

く。

　 ここでは，綜絖 によって引き上げ られる経糸を奇数列とす るならば，紐を介して綜

続に繋がれている踏み木を踏むと，綜絖 と奇数列の経糸が下がるとともに，偶数列の

経糸が，開口保持具によって引き上げ られる（図４０－１）。また，もう一方の踏み木を踏

むと，開口保持具と偶数列の経糸が下がるとともに，綜絖 が奇数列の経糸を引き上げ

ることとな り （図４０－２），奇数列と偶数列の経糸が，開口保持具による一方的な分離開

口と，擬似番目綜統 による片ロー方開口を交互に繰 り返すことによって，開口と逆開

口がおこなわれる。
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（１） 開 口 （２）逆 開 口

図４０ 単式擬似番 目綜絖型／天秤仕掛 けによ る綜絖 ・開口保持具足踏み式の開 口方式

　　　夏原図 ［夏　 １９７２：２・２，図１２］（吉本修正）

　　ａ一擬似番 目綜絖 （可動式），ｂ－一開口保持具 （可動式），　ｃ一天秤 ，　ｄ１，　ｄ２一踏み木

　 （１）開ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）逆開口

図４１ 複式擬似番 目綜絖型／ 弓棚仕掛 けによ る綜絖足踏 み式の開 口方式

ａ１，ａ２一擬似番 目綜統 （可動式），　ｂ１，　ｂ２－一弓竹 ，　ｃ一弓棚，　ｄ１，　ｄ２一踏 み木
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　 ６）　複式擬似番 目綜絖型の設置方式と開口方式

　複式擬似番目綜絖型の開口具の設置方式は，理論的には，綜絖 固定式と綜絖可動式

の２種類の設置方式がありうるが，これまでには，以下に示すような綜絖 可動式のみ

が確認されている。

　綜絖 可動式　 この設置方式では， ２枚の擬似番目綜絖を操作す ることによって，開

口と逆開口がおこなわれる。 ２枚の擬似番目綜絖は，並列に設置されており，そのう

ちの １枚は奇数列の経糸にかけられ，他の １枚は偶数列の経糸にかけられている。 し

たがって，２枚の擬似番目綜絖 を，同一方向に交互に引 くと，そのたびに奇数列と偶

数列の経糸の位置が交替することとなり，奇数列 と偶数列の経糸が，このような片ロ

ー方開口を交互に繰 り返すことによって，開口と逆開口がおこなわれる （図４１）。

　以上のような擬似番目綜絖 による開口操作としては，これまでに，足踏み式のみが

知 られている４２）。また，それらの牽引装置としては，今日では，ロクロ仕掛けが認め

られるが，伝統的には弓棚仕掛け４３）と天秤 （唐碓）仕掛け４４》が一般的であった。こ

れらの牽引装置のうち，ロクロ仕掛けは，図４５と同様に ２枚の綜絖 が紐で連結されて

４２）Ｍｏｕｓｓａｙは， 『Ｄｉｃｔｉｏｎｎａｉｒｅ　Ｃ５ｍ－Ｖｉｅｔｎａｍｉｅｎ－Ｆｒａｎｇａｉｓ』 において，　Ｃｈａｍ 人の もとで使用

　されて きた複式擬似番 目綜絖型 ，あるいは，複合単式番 目綜絖型 とみ られる開口具の基本構成

　型式をそなえた手織機 “Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ”（下図）を提示 して いる ［ＭｕｏｓｓＡＹ　 ｌ９７１：２８７］。ただ

　 し， この図か らは，綜絖 の種類が擬似番 目綜統と番 目綜絖 のいずれであるのか判別で きないた

　めに，開 口具の基本構成型式 も特定す ることがで きないが，牽 引装 置がそなわ っていない こと

　か ら，綜統の開 口操作 は，あ きらかに手動式である。 したが って， この手織機 の綜絖 が，擬似

　番 目綜絖であ るな らば，擬似番 目綜絖型の開 口具の基本構成型式における，手動式の開 口操作

　の稀有 の例 と して位置づ け られるが， この点 について は，今後に検証を必要 として いる。

〈　 Ｃｈａｍ 人 の手 織 機 “Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ”

　 　 ［ＭｏｕｓｓＡＹ　 １９７１：２８７］

　 　 （図 中の記 号 ａユ～ ｂ３は吉 本 に よ る）

ａ１，ａ２一擬 似番 目綜絖 ， ま た は， 番 目綜統 （地 綜

統 ），ａ３一輪 状綜絖 （紋綜絖 ），　ｂ１，　ｂ２一経 糸保 持

具 （ｂ１一経 巻 具 ，　ｂ２一布 巻 具 ），　ｂ３一機 台

４３） 弓棚仕掛 けは，手織機 の上部 に並列 して取 り付けた弓竹 （弓型の竹） の両端か ら，紐を下げ

　て綜統を吊り，その下に接続 した踏み木 を踏む と，弓竹 が擁んで綜絖 が下が り，踏み木を離す

　 と，擁んだ弓竹が もとの形 にもどって綜絖 が上がる仕掛 けであ る。

４４）複式擬似番 目綜絖塑の 開口具 の索 引装 置の うち，天秤仕掛 けは，これまでには一般 に“唐碓

　仕掛 け”と呼 ばれて きた。 しか しなが ら， この仕掛 けは，基本的に図３０や図３１をは じめとす る

　他の天秤仕掛 けと共通の機構 であるところか ら，本 稿では“唐碓仕掛け”も天秤仕掛 けと して位

　 置づ ける。なお，複式擬似番 目綜絖 型 に認め られ る天秤 （唐碓）仕掛けでは，踏み木を踏む と，

　天秤 （唐碓 ）の一方の端が上 が って，その部分 に吊 されている綜絖 が引き上げ られ，踏み木を

　離す と，綜統か ら吊されている錘 りの重量によって，綜絖 がもとの位 置にもどる仕掛 けとな っ

　 ている。
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（１）閉合 （２）開 口

＜図４２ 弓 棚 仕 掛 け

　　　　ａ一擬似番 目綜絖 （可動式）

　　　　ｂ一弓竹

　　　　ｃ一弓棚

　　　　ｄ一招木

　　　　ｅ一踏み木

（１）閉 合 （２）開 口

＜図４３ 天秤仕掛 け （唐碓仕掛け）

　　 　 ａ一擬似番 目綜継（可動式）

　　 　 ｂ一天秤（唐碓）

　　 　 Ｃ１，　Ｃ２－一錘 り

　　 　 ｄ一招木

　　 　 ｅ一踏み木

１組となっているが，弓棚仕掛けと天秤 （唐碓）仕掛けは，いずれも１枚ごとの綜絖

に個別の索引装置が付属 してお り，踏み木を踏むことによって，弓棚仕掛けでは，通

常，経糸は下口開口，すなわち，下方に片 ロー方開口し（図４１）（図４２），天秤 （唐碓）

仕掛けでは，経糸は上口開口，すなわち，上方に片ロー方開口する（図４３）。なお，前

述のロクロ仕掛けでは，経糸は，これまでのところ，弓棚仕掛けと同様に，個 々の綜

続に繋がれた踏み木を踏むことによって下口開口する例が確認 されている。

　 ７）　単式番目綜絖型の設置方式と開口方式

　単式番目綜絖型の開口具の設置方式は，理論的には，綜絖 固定式 と綜絖旬動式の ２

種類の設置方式がありうる。 しかしなが ら，これまでに単式番目綜絖型の開口具をそ
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なえた手織機は確認されていない。ただし，前節で提示 したように， 『中山傳信録』

の “織具”の挿絵 （図９３）にあ らわされている開口具は，唯一の単式番目綜絖型 とみ

られる資料であり，その開口具の設置方式は，以下に示すような綜絖可動式 として位

置づけられる。

　綜絖 可動式　 この設置方式では，１枚の番目綜絖 を操作することによって，開口と

逆開口がおこなわれる。 『中山傳信録』の “織具”は，番目綜絖が，竹竿をもちいた

釣り竿状の牽引装置に吊され，さらに，踏み木に繋れているところか ら，この場合の

開口操作が，足踏み式であることは，疑いのないところである。 したがって，ここで

は，番目綜絖の番目に通されている経糸を偶数列 とす るならば，この偶数列の経糸の

みが，番目綜絖の動きにあわせて上下 し，奇数列 と偶数列の経糸が片ロ交互開口を繰

り返すことによって，開口と逆開口がおこなわれる。すなわち，踏み木を操作 しない

状態では，偶数列の経糸は竹竿によって引き上げられた状態で吊されて上口開口して

おり（図４４－１），踏み木を踏むと，番 目綜絖によって引き下げられて下口開口すること

となる（図４４－２）。そして，踏み木から足をはずすと，竹竿の弾性によって番目綜絖が

上方に復元 し，偶数列の経糸は再び上口開口す る。

（１）開 口 （２）逆開 口

図４４　単式番 目綜絖 型／綜絖 足踏み式の開口方式

ａ一番 目綜統 （可動式），ｂ一綜統保持具，　ｃ一踏み木
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　 ８）　複合単式番目綜絖型の設置方式 と開口方式

　複合番目綜絖型の開口具の設置方式は，理論的には，綜絖 固定式 と綜絖可動式の ２

種類の設置方式がありうる。しかしなが ら，これまでには，以下に示すような綜絖 可

動式のみが確認されている。

　綜絖 可動式　この設置方式では，２枚の番目綜絖 を操作することによって，開口と

逆開口がおこなわれる。 ２枚の番目綜絖 のうち，１枚の番目綜絖の番 目には，奇数列

の経糸が通され，もう１枚の番目綜絖 の番目には，偶数列の経糸が通されている。こ

れ らの番目綜絖の個々の動 きは，本来，正逆 ２方向の片 口交互開口を繰 り返すが， ２

枚の番目綜絖は，つねに１組の綜絖 として同時に操作され，一方が上に動 く時は，他

方は下に動 く。したがって，奇数列と偶数列の経糸は，実質的には，両口交互開口を

繰 り返すこととなって，開口と逆開口がおこなわれる。

　 このような番目綜絖 による開口操作方式としては，これまでに，足踏み式のみが確

（Ｄ 開 口 （２）逆開 口

図 ４５ 複 合 単 式番 目綜絖 型 ／ ロク ロ仕 掛 け に よ る綜絖 足踏 み式 の 開 口方 式

　 　 　 　 ａ１，　ａ２一番 目綜絖 （可 動 式），　ｂ一ロク ロ，　ｃ１，　ｃ２一踏 み木

４５）註４２で指摘 した Ｍｏｕｓｓａｙの提示 して いる手織機 “Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ”の綜絖 が， 番 目綜絖 であ

　 るな らば，複式番 目綜絖型 の開 口具の基本構成型式における，手動式 の開 口操作 の稀有の例 と

　 して位置づけ られ る。 しか しながら，開口具 の基本構成型式が，複式擬似番 目綜絖型 である可

　能性 も考え られ るところか ら， この点 については，今後に検証を必要 と している。
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（１）開 口 （２）逆 開 口

図４６ 複合単式番 目綜絖型／天秤仕掛けによる綜統足踏 み式 の開 口方式

　　　　 ａ１，　ａ２一番 目綜統 （可動式），　ｂ一天秤，　Ｃｌ，　ｃ２一踏み木

認されており４５），牽引装置としては，ロクロ仕掛け （図４５）と天秤仕掛け （図４６）が

しられている。

　 ９） 単式開孔板綜絖 型の設置方式と開口方式

　単式開孔板綜絖 型の開口具の設置方式には，理論的に存在 しうる，綜絖 固定式と綜

続可動式の２種類の設置方式が，ともに確認されており，以下に示すように，開口具

の設置方式の違いにともなって，経糸の開口方式が異なっている。

　綜絖 固定式　 この設置方式では， １枚の開孔板綜絖 が固定されて動かないため，経

糸の一方の端，あるいは，すでに織 られている部分を，引っ張りながら上下に動かす

ことによって，開口と逆開口がおこなわれる。ここでは，開孔板綜絖 の小さく丸い孔

に通 されている経糸を奇数列，細長い孔に通されている経糸を偶数列とすると，経糸

の一方の端を上下に動かした場合，奇数列の経糸の開孔板綜絖 のなかにおける位置は

変ることがないが，偶数列の経糸は，細長い孔の中で上下に移動する。 したがって，

経糸の一方の端を上げた場合には，偶数列の経糸が，細長い孔の上部に移動 し（図４７－

１），経糸の一方の端を下げた場合には，偶数列の経糸が，細長い孔の下部に移動する

こととなり（図４７－２），奇数列と偶数列の経糸が，このような片 口交互開口を繰 り返す
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（１） 開 口 （２）逆開 口

図４７ 単式開孔板綜絖型／経糸手動式の開口方式

　　　　　 ａ一開孔板綜継 （固定式）

ことによって，開口と逆開口がおこなわれる。

　以上のような経糸を動かす開口操作方式 としては，手動式の例が確認されているの

みである。

　綜絖 可動式　この設置方式では，１枚の開孔板綜絖 を動かすことによって，開口と

逆開口がおこなわれる。ここでは，開孔板綜絖 の小さく丸 い孔に通されている経糸を

偶数列，細長い孔に通されている経糸を奇数列とすると，開孔板綜絖 を上下に動か し

た場合，偶数列の経糸は，開孔板綜絖 の動きにともなって上下に動 くが，奇数列の経

糸は，開孔板綜絖 の細長い孔の中における相対的な位置関係が変化す るものの，実質

的には，奇数列の経糸自体が動 くことはない。 したがって，開孔板綜絖 を引き上げた

場合には，偶数列の経糸が，奇数列の経糸よりも上に移動 し（図４８－１），開孔板綜絖 を

押 し下げた場合には，偶数列の経糸が，奇数列の経糸よりも下に移動することとなり

（図４８－２），奇数列と偶数列の経糸が，このようにして片口交互開口を繰り返すことに

よって，開口と逆開口がおこなわれる。

　以上のような開孔板綜絖 を動かす開口操作方式としては，これまでに手動式の例が

確認されているのみである。

（１）開 口 （２）逆開 口

図４８ 単式開孔板綜絖型／綜絖手動式の開口方式

　　　　　 ａ一開孔板綜絖 （可動式）
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　 １０）　 開孔棒綜絖 型の設置方式と開口方式

　開孔棒綜絖 型の開口具の設置方式としては，理論的に，綜絖 固定式と綜絖可動式の

２種類の設置方式がありうる。 しか しながら，これまでには，以下に示すような綜絖

可動式のみが確認されている。

　綜絖 可動式　この設置方式では， １本の開孔棒綜絖 を操作す ることによって，開口

と逆開口がおこなわれる。すべての経糸は，断面がジョウゴ状の開孔棒綜絖 の孔に１

本ずつ通されているが，奇数列と偶数列の経糸の通されている孔の向きが逆転 してい

る。 したがって，開孔棒綜絖 を，孔

の断面の角度が約９０度の振幅をもっ

ように前後に傾けると，奇数列 と偶

数列の経糸の開孔棒綜絖 の孔のなか

での相対的な位置が，交互に前後 し

て入れ替わることとなり，奇数列 と

偶数列の経糸が，このようにして両

口交互開口を繰 り返 す ことに よ っ

て，開口と逆開口が お こなわ れ る

（図４９）。

　このような開孔棒綜絖 による開口

操作方式 としては，手動式の例が認

め られているのみである。

（１）開 口 （２）逆開 口

図４９ 開孔棒綜統型／綜絖手動式の開口方式

　　　　 ａ一開孔棒綜絖 （可動式）

　 １１）　 回転板綜絖 型の設置方式と開口方式

　回転板綜絖 型の開口具の設置方式 としては，理論的に，綜絖 固定式 と綜絖可動式の

２種類の設置方式がありうる。 しか しながら，これまでには，以下に示すような綜絖

可動式のみが確認されている。

　綜絖 可動式　 この設置方式では， １組の回転板綜絖 を操作することによって，開口

と逆開口がおこなわれる。ただ し，回転板綜絖 では，平織組織の織物を織 る場合には，

すでに指摘 しているように，綜絖 を構成する個々の回転板の孔の数は，２個あればよ

い。したがって，ここでは，個々の回転板 に２個の孔が上と下にあけられ，上の孔に

偶数列，下の孔に奇数列の経糸が通されているとするならば，すべての回転板を一括

して，前 と後に交互に約 １８０度ずつ反復回転させると，奇数列 と偶数列の経糸の位置

が交替することとなり，奇数列と偶数列の経糸が両口交互開口を繰 り返すことによっ

て，開口と逆開口がおこなわれる（図５０）。
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（１）開 口 （２）逆 開 口

図５０ 回転板綜絖型／綜統手動式の開口方式

　　　　　回転板綜絖 （可動式）

以上のような回転板綜絖 による開口操作方式としては，手動式のみが確認されてい

る。

　 １２）　単式回転棒綜絖 型の設置方式と開口方式

　単式回転棒綜絖 型の開口具の設置方式としては，理論的に，綜絖 固定式と綜絖可動

式の２種類の設置方式がありうる。 しか しながら，これまでには．以下に示すような

綜絖可動式のみが確認されている。

　綜絖 可動式　この設置方式では，１本の回転棒綜絖 を操作することによって，開口

と逆開口がおこなわれる。すべての経糸は，回転棒綜絖 に刻まれた個 々の溝に １本ず

つ，上からはめこまれているが，奇数列と偶数列の経糸がはあこまれている溝は，回

転棒綜絖 の胴体に，正逆 ２方向から別々に刻まれている。したがって，板の上に置か

れた回転棒綜絖 を，前後に約９０度の振幅をもつように反復回転させると，奇数列 と偶

数列の経糸が交互に上下 して入れ替わることとなり，奇数列 と偶数列の経糸が，片口

交互開口を繰 り返すことによって，開口と逆開口がおこなわれる （図５１）。

　以上のような回転棒綜絖 による開口操作方式 としては，手動式の例が認められてい

るのみである。

（１）開 口 （２）逆 開 口

　　　　　　　　　　 図５１　 単武回転棒綜絖 型／綜絖 手動式 の開 口方式

　 ａ一回転棒綜絖 （可動式／回転棒綜統の胴体か ら張 り出 して いる ２本の棒 は，綜絖 の回転角

　 度を制限 し，綜統の溝か ら経糸がはず れないためのス トッパー と して機能 している）
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　 １３）　通糸綜絖 型の設置方式 と開口方式

　通糸綜絖 型の開口具の設置方式としては，理論的に，綜絖 固定式 と綜絖可動式の ２

種類の設置方式がありうる。 しかしながら，これまでには，以下に示すような綜絖 可

動式のみが確認されている。

　綜絖 可動式　この設置方式では， １組，あるいは，２組の通糸綜絖 を上下させるこ

とによって，開口と逆開口がおこなわれる。ただ し，通糸綜絖 型の開口具は，すでに

指摘 しているように，紋織物を織 るための開口具である。 したがって，綜絖 の数が，

平織組織を構成するための １組，あるいは，２組という基本単位数のみで構成 される

ことはありえないが，あえて，基本単位数による開口方式を示すならば，その概略は，

以下のようなものである。

　通糸綜絖 の基本単位数が １組，すなわち，厳密な開口具の基本構成型式に即 してい

えば，単式通糸綜絖 型の場合には，通糸綜絖 に通される経糸は，奇数列，あるいは，

偶数列の経糸のいずれか一方であり，通糸綜絖 を片 口交互開口させることによって開

口と逆開ロがおこなわれる （図５２）。また，綜絖の基本単位数が ２組，・すなわち，複合

単式通糸綜絖 型と複式通糸綜絖 型の場合には，一方の組には奇数列，そして，もう一一

方の組には偶数列の経糸が通 されている。したがって，図５３のように，複合単式綜絖

　 　 　　 　 　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　（２）逆開口

図５２ 通糸綜絖 型 （単式通糸綜絖 型）／片 口交互開 口機能を もつ １組 の通糸綜絖 による開 口

　 　 方式 （足踏み式）

　 　 　　 　 　 　 　 ａ一通糸，ｂ一目板，　ｃ一宇麻糸，　ｄ一目硝子，　ｅ一錘 り
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（１） 開 口 （２）逆開 口

図 ５３ 通 糸綜絖 型 （複 合 単式 通 糸 綜 統 型）／ 片 口交 互 開式 機 能 を もつ ２組 の 通 糸綜絖 に よ る

　 　　 開 口方 式 （足 踏 み式 ）

　 　　 　 　 ａ１，　ａ２一通 糸 ，　ｂ一目板 ，　ｃ１，　ｃ２一宇麻 糸 ，　ｄ１，　ｄ２一目硝 子 ，　ｅ１，　ｅ２一錘 り

　　　　　　　 （１）開口　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）逆開口

図５４ 通糸綜統型 （複式通糸綜絖 型）／片 ロー方開 口機能を もつ ２組 の通糸綜絖 による開口

　　　方式 （足踏み式）

　　　　　 ａ１，　ａ２一通糸，　ｂ～目板，　ｃｌ，　ｃ２一宇麻糸，　ｄ１，　ｄ２一目硝子，　ｅ１，　ｅ２一錘 り
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表４ 開口具の設置方式と経糸の開口方式の相関

開口具の設置方式

開口具の有無と
個別の設置方式

開口保持具 開口操作対象

経 糸 の 開 口 方 式

綜絖な し

な し

な し

固 定

固 定

逆開口操作対象
綜絖の１

牽引装置
開口保持具
の牽引装置 開口の操作方式 逆開口の操作方式

（開 口 保 持 具 な し） な し

固 定

可 動

固 定

可 動

経 糸 経 糸 な し

な し

な し

な し

な し

な し

あ り

あ り

あ り

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

あ り

な し

経 糸 手 動 式 経 糸 手 動 式

無綜統型 開 口 保 持 具 固 定 式 な し 経 糸 な し 経 糸 手 動 式

開 口 保 持 具 可 動 式 開口保持具 経糸＋開口保持具

経 糸

開 口保持具

綜絖＋開口保持具

開口保持具手動式 経 糸 手 動 式開
口保持具手動式

綜絖・開 口保 持 具 固定 式

有綜絖型

経 糸 経 糸 手 動 式 経 糸 手 動 式

綜絖固定 ・開 口保持具可動式

綜絖

・開 口保 持 具可 動式 可 動

綜絖可動 ・開 口保持具固定式 可 動

綜絖固 定 式

開口保持具 開口保持具手動式 開口保持具手動式

開口保持具手動式 綜絖手 動 式開
口保持具手動式

可 動 開 口保持具
開口保持具手動式 綜絖足引き式開

口保持具手動式

開口保持具手動式 綜統足踏み式開
口保持具手動式

開口保持具足踏み式 綜絖足踏み式

な し 綜絖手 動 式

固 定 な し

綜絖経 糸綜絖

あ り な し

な し 綜絖足引き式

な し 綜絖足踏み式

固 定 ｉな し 経 糸 な し

な し

あ り

な し

な し

な し

経 糸 手 動 式 経 糸 手 動 式

綜絖可 動 式 可 動 ｝な し

綜絖

綜絖手 動 式 綜絖手 動 式

綜絖足踏 み式 綜絖足踏み式
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型では， ２組の通糸綜絖 を交互に動かして片ロー方開口を繰り返 し，図５４のように，

複式通糸綜絖 型では， ２組の通糸綜絖 を同時に正逆 ２方向に交互に引き離 して片口交

互開口を繰 り返すことによって，開ロと逆開口がおこなわれる。

　このような通糸綜絖 による開口操作は，これまでに足踏み式のみが確認されており，

その牽引装置としては，通糸綜絖 の上下の動 きを，パ ンチカー ドの孔によって制御す

る “ジャカー ド”の使用が一般的である。

Ｖ． 手織機の基本分類 と諸型式の特徴

手織機の基本構造に関わる主要な構成要素 としては，これまでにあきらかにしてき

たような，経糸の保持方式や整経方式，ならびに，開口具の基本構成型式と設置方式

があげられる。本章では，これ らの構成要素にもとついて，手織機の基本構造の分類

をおこない，個々の型式の基本的な特徴と，それ らの型式に該当する手織機の具体例

を提示する。

１．　 分 類 の 方 法

　手織機の基本構造に関わる構成部品である開口具と経糸保持具のうち，経糸保持具

が，すべての手織機に不可欠の構成部品であるのに対 して，開口具は，かならず しも，

すべての手織機にそなわっているものではない。そのため，手織機の基本構造を分類

するにあたっては，開口具の有無が上位分類の概念 として考え られる。 しかしながら，

これまでに繰 り返 し指摘 してきたように，開口具が，綜絖 と開口保持具，あるいは，

綜絖のみで構成される場合には，組織的な経糸の開口と逆開口が可能であるが，開口

具が，開口保持具のみで構成される場合は，開口保持具の一方的な開口に対する逆開

口をおこなうさいに，そのつど経糸を １本ずつす くわねばならず，その開口方式は，

開ロ具をそなえていない手織機 と類似のものである。 したがって，ここでは，開ロ具

のうち，とくに，経糸の組織的な開口と逆開口をおこなううえで不可欠となる綜統の

有無を，手織機の上位分類の概念 として設定 し，多種多様な手織機を，まず，無綜絖

機 と有綜絖 機に大別する。そして，有綜絖 機については，綜絖 の種類，ならびに，開

口具の基本単位によって決定されている開口具の基本構成型式と，その設置方式によ

って下位分類をおこない，最後に，無綜絖 機 と有綜絖 機を，すべての手織機に共通の

基本構成要素である，経糸の保持方式や整経方式の違いによって分類する。

　以上が，手織機の基本構造に関する分類方法の概略であり，以下では，上記のよう
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図５５ 分 類 の 項 目

な分類方法にもとついて，手織機の諸型式を提示す る。ただし，それ らのうち，有綜

続機の諸型式については，綜絖 の種類が異なる手織機を，それぞれの綜統の名称を冠

して，便宜的に，輪状綜絖 機，擬似番目綜絖機，番目綜絖機，開孔板綜絖 機，開孔棒

綜絖機，回転板綜絖 機，回転棒綜絖 機，通糸綜絖 機としてあ らわすこととす る。さら
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に，これらのうち，開孔棒綜絖 機，回転板綜絖 機，通糸綜絖 機以外の手織機について

は，個々の開口具の基本構成型式の名称に準拠 して，単式輪状綜絖 機，複合単式輪状

綜絖機，複式輪状綜絖 機，単式擬似番 目綜絖機，複式擬似番目綜絖機，単式番目綜絖

機，複合単式番目綜絖機，単式開孔板綜絖 機，単式回転棒綜統機として記述する。

　なお，無綜絖 機 と有綜絖 機の下位分類をおこなうための，個々の分類概念の下位区

分の項目は，これまでに第皿章と第ＩＶ章でおこなった分析結果にもとつ くものである

が，ここでは，あらためて，それらを図５５に示す。また，この図では，個々の下位区

分の項目に，それぞれ，アルファベ ット，あるいは，数字のコー ドを付 している。こ

れらは，多様な手織機の諸型式を，各基本構成要素に付されたコー ドを合成 して，５

桁にコー ド化 してあらわすためのものである。

２． 手 織 機 の 類 型

　前記のような分類方法にもとつ く手織機の分類からは，無綜絖 機には，理論的に，

経糸の ３種類の保持方式 と４種類の整経方式との組み合わせによる，１２種類の型式が

考えられる。

　一方，有綜絖 機では，理論的には，開口具の基本構成型式として，単式輪状綜絖 型，

複合単式輪状綜絖 型，複式輪状綜絖 型，単式擬似番 目綜絖型，複合単式擬似番目綜統

型，複式擬似番目綜絖型，単式番目綜絖型，複合単式番 目綜絖型，単式開孔板綜絖 型，

複合単式開孔板綜絖 型， 開口棒綜絖 型 （単式開孔棒綜絖 型）， 回転板綜絖 型 （単式回

転板綜絖 型）， 単式回転棒綜絖 型，複合単式回転棒綜絖 型，通糸綜絖 型 （単式通糸綜

続型，複合単式通糸綜絖 型，複式通糸綜統型のすべてを含む） という１５種類の型式が

ありうる。さらに，これ らの開口具の基本構成型式ごとの設置方式としては，単式輪

状綜絖 型と単式擬似番目綜絖型の場合に，綜絖 ・開口保持具固定式と，綜絖 固定 ・開

口保持具可動式，綜絖 ・開口保持具可動式，綜絖可動 ・開口保持具固定式という４種

類の設置方式が理論的に存在する。そして，複合単式輪状綜絖 型では，綜絖 ・開口保

持具可動式と綜絖可動 ・開口保持具固定式の ２種類の設置方式が存在しうる。また，

その他の開口具の基本構成型式では，いずれ も，綜絖 固定式と綜絖可動式の ２種類の

設置方式がありうる。そのため，有綜絖 機のうちには，合計３４種類の設置方式が存在

しうるところから，有綜絖 機全体の理論上の型式数 としては，これ らの開口具の設置

方式ごとに，経糸の ３種類の保持方式 と４種類の整経方式とを組み合わせた数，すな

わち，４０８種類の型式が考え られる。

　 したがって，以上のような無綜絖 機と有綜絖 機の数を合計するならば，手織機全体

３８６



図５６ 手 織 機 の 基 本 分 類



吉本　　手織機の構造 ・機能論的分析と分類

では，理論的には，４２０種類の基本構造の型式がありうる。しかしながら，それ らのう

ちで，筆者が，これまでに現地調査や，標本資料，ならびに，文献資料などによって，

その存在を確認 している手織機や，過去に存在 していた可能性がうかがわれる手織機

は，わずか４０種類の型式 に限定 される。

　以下では，これらの４０種類の手織機の型式を，無綜絖 機 と有綜絖 機に大別 し，有綜

続機については，綜絖 の種類，な らびに，開口具の基本構成型式ごとに提示するが，

ここでは，それに先立って，これまでにおこなった手織機の分類結果を図式化し，図

５６に示 しておく。

　 なお，図５６，な らびに，以下に列挙する手織機の個 々の型式は，分類方法の項で説

明したように，図５５の分類概念の下位区分の各項 目に付 したアルファベットや数字を

合成 し， ５桁 にコード化 してあらわしたものであり，それ らのコードの各桁がもつ意

味は，左より１桁 目のアルファベットが綜絖 の種類， ２桁 目の数字が開口具の基本単

位， ３桁目のアルファベットが開口具の設置方式， ４桁目のアルファベ ットが経糸の

保持方式， ５桁 目のアルファベ ットが経糸の整経方式をあらわ している。さらに，こ

の ５桁のコードのうち， １桁目のアルファベ ットと２桁目の数字を合成 したコー ドは，

開口具の基本構成型式をあらわしている。

　また，以下に手織機の個々の型式の具体例として提示する図や写真の説明では，手

織機の構成部品の名称の うち，とくに経糸保持具については，便宜的に経糸を直接保

持 している構成部品のみを経糸保持具として表記する。そして，経糸を間接的に保持

している経糸保持具の表記については，機台，機台固定具，機枠，支柱，支柱固定具，

腰当，張力保持具，錘りなどの具体的な名称をもちいることとする。

　 （１） 無綜絖 機

　無綜絖 機は，手織機のもっとも原初的な型式 といえ，綜絖 をそなえていないために，

効率のよい開口運動をおこなうことができない。今日では，このような無綜絖 機は稀

有であり，これまでには，南北アメ リカ，ソロモン群島，中国，そして，日本におい

て，存在が確認されているにすぎず，それ らの無綜統機は，以下に示すような ５種類

の型式に分類される。なお，ここでは，経糸 と緯糸を組織するために使用されている

道具であっても，第 Ｈ章であきらかにしたように，緯挨 り組織や巻 き組織のみを構成

し，織物組織がいっさい構成されていない場合の道具については編機とし，以下の類

型か らは除外 した。

ＡＯｏａｄ型機　この無綜統機は，経糸の保持方式が垂下式で， 整経方式が平整経であ

　 る。なお，経糸の保持方式が，この型式のように垂下式の場合，経糸保持具から吊
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　 　 図 ５７ ＡＯｏａｄ 型 機 ＝Ｓａｌｉｓｈ 族 の “Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　 　 　 ［Ｗ ＥＬＬＳ　 １９６９：１２］ （図 中の 記 号 は吉 本 に よ る）

ａ一経 糸 保 持具 ，ｂ１，　ｂ２一支 柱 ，（この 型 式 で は， 本 来 ，経 糸 保 持 具 と

して は， ａの 経 糸 保 持具 以 外 に複 数 の錘 りが あ り， 経 糸 の 下端 に

結 ば れ て い る が， この 図 に は， そ れ らの錘 りが 欠落 して い る）

り下げ られた経糸の先端には，一般に，錘りが付属 しており，経糸の張力が一定に

保 た れ て い る。

　 この よ うな ＡＯｏａｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 と して は， 北 ア メ リカ の北 西 海 岸 地 域

に住 む Ｓａｌｉｓｈ 族 の “Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” ［Ｗ 肌 Ｌｓ　 １９６９］４６》が あ げ られ る。　Ｗ ｅｌｌｓ

に よ れ ば ， この ‘‘Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” は ，　ｍａｔ－ｍａｋｉｎｇ に使 用 され て お り，経 糸 と

緯 糸 に よ って構 成 さ れ た組 織 に は， 平 織 組 織 と緯 振 り組 織 が あ る。 したが って ，緯

振 り組 織 を構 成 す る た め の編 機 と して使 用 され る場 合 が あ るに して も， 平 織 組 織 の

　 存 在 か ら，手 織 機 と して も使 用 され て い る こ とが あ き らか で あ る。

　 　 な お ，図 ５７は ，Ｗ ｃｌｌｓ に よ って提 示 され て い る “Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” で あ る。 た

　 だ し， こ の図 に は， 吊 され た 経糸 の先 端 に ，錘 りが 描 か れて いな いが ，Ｗ ｅｌｌｓ は，

　 「垂 れ下 が った経 糸 を ， い くつ か の 小 さ な束 に し，そ の 先 端 に錘 りが結 ば れ て い る」

　 と述 べ て い る ［Ｗ 肌 ＬＳ ｌ９６９：１４］。

ＡＯｏｂａ 型 機 　 この無綜絖 機 の経 糸 の 保 持 方 式 は固定 式 で ， 整経 方 式 は 輪 状 整 経 で あ

４６）註１６では，Ｓａｌｉｓｈ族の近 くに住んでいる Ｔｌｉｎｇｉｔ族の編機 ［ＳＡＭｕＥＬ　１９８２：９５，　Ｆｉｇ．１２３］の

　構造が，Ｓａｌｉｓｈ族 の “Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”と共通の構造であることを指摘 してい る。この Ｔｌｉｎｇ三ｔ

　族の編 機が，手織機 ではな く，編機であ るとしていることについて は， Ｔｌｉｎｇｉｔ族の もとでは，

　保 持具にか けられた経糸 に対 して緯糸 が組み合わされている ものの，経糸 と緯糸 によって構成

　 される組織 は，お もに，緯振 り組織であ り， これまでには，筆者が規定 している平織組織，綾

　織組織 縮子織組織，搦織組織などを基本 とす る織物の組 織が確認 されていないことによる。
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る。

　 この よ うな ＡＯｏｂａ 型機 に

該 当 す る 手 織 機 は ， 前記 の

ＡＯｏａｄ 型 機 の ‘‘Ｓｉｎｇｌｅ－Ｂａｒ

Ｌｏｏｍ ”　 と と も に　 Ｓａｌｉｓｈ

族 の も とで使 用 さ れ て い る

“Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” ［Ｗ 肌 ｓ

ｌ９６９］４７》の うち に認 め られ，

図 ５８は， そ の 経 糸 保 持 具 で あ

る。 また ， そ の ほか の 例 と し

て は，ソ ロ モ ン群 島 の Ｎｉｓｓａｎ

島 や Ｂｕｋａ島 で 使 用 され て き

図 ５８ Ｓａｌｉｓｈ族 の ‘‘Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　 ［Ｗ ＥＬＬＳ　　１９６９：１２］

　 　 （図 中の記 号 は吉 本 に よる ）

　 ａ１，　ａ２ｒｉ経糸 保 持 具，　 ｂ１，　ｂ２一支 柱

　 た “Ｓｏｌｏｍｏｎ　ｌｓｌａｎｄ　Ｌｏｏｍ” （原文の まま） ［ＲｏＴＨ　 １９５０：１０８－１１２］４８） が あ り・

　 この手 織 機 に は ， 弓状 の 経 糸 保 持 具 が 使 用 され て い る （図５９）。

ＡＯｏｂｂ 型機 　 こ の無綜絖 機 は ， 経 糸 の保 持 方 式 が固 定 式 で ， 整 経 方 式 が擬 似 輪 状 整

　 経 で あ る。

　　 この よ うな ＡＯｏｂｂ 型 機 に該 当す る手 織 機 は ， 前 掲 の ＡＯｏｂａ 型機 と して 示 した

無綜絖 機 と同様 に ， Ｓａｌｉｓｈ 族 の “Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” ［Ｗ 肌 Ｌｓ　 ｌ９６９］の う ち に認

　 め られ る。 した が って ， そ の経 糸 保 持 具 は ，基 本 的 に図 ５８と 同様 の もので あ るが ，

　 ＡＯｏｂｂ 型 機 で は ， 整 経 方 式 が擬 似 輪 状 整 経 で あ る こ とか ら， 経 糸 保 持 具 の ひ とつ

　 と して ， さ らに経 糸 の 中 継 具 が 不 可欠 で あ り， Ｓａｌｉｓｈ 族 の ‘‘Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” の

　 経 糸 中継 具 と して は ， 図６０にみ られ るよ うに ，紐 が使 用 さ れ て い る４９）。

４７） Ｓａｈｓｈ族 の “Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”で は ，一 般 に， 綾 織 組 織 の ブ ラ ンケ ッ トが織 られ て い る が ，

　 緯 擬 り組 織 の儀 礼 用 の ブ ラ ンケ ッ トもつ く られ て お り， さ らに，“Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”の整 経 方式

　 の うちに は ，輪 状 整 経 ，擬 似 輪状 整経 ，平 整 経 の ３種 類 が存 在 して い る ［Ｗ ＥＬＬｓ　 １９６９：１３－１４］。

　 した が って ， “Ｔｗｏ－Ｂａｒ・Ｌｏｏｍ” は， 本稿 の 手織 機 の定 義 に もとづ けば ， 綾織 組 織 の ブ ラ ンケ

　 ッ トが 織 られ て い る場 合 に お いて の み 手織 機 といえ ， 緯 振 り組 織 の儀 礼 用 の ブ ラ ンケ ッ トが組

　 織 され て い る場 合 に は， 編 機 と して 位 置 づ け られ る。 ま た ， 整経 方 式 が ３種 類 あ る こ とか ら，

　 “Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”は ３種 類 の型 式 に 分 類 され ，　ＡＯｏｂａ型機 に該 当す る “Ｔｗｏ－Ｂａｒ・Ｌｏｏｍ ”は ，

　 そ の う ちの １型 式 と して 位 置づ け られ る 。

４８） “Ｓｏｌｏｍｏｎ　ｌｓｌａｎｄ　Ｌｏｏｍ” に 関す る Ｒｏｔｈ の 記 述 に は， 経 糸 と緯糸 に よ って 構成 され る組 織

　 につ い て 明記 され て い な い ［ＲｏＴＨ　１９５０：１０８－１１２］。 しか しな が ら，図 ５９で は ，平 織 組 織 の織

　 物 が織 られ て い る こ とが あ き らかで あ り， “Ｓｏｌｏｍｏｎ　Ｉｓｌａｎｄ　Ｌｏｏｍ” が， 編 機 で は な く， 手 織

　 機 で あ る こ とは 間違 い のな い もの と み られ る。

４９） Ｓａｌｉｓｈ族 の “Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” につ いて は， 註 ４７を 参照 され た い 。 な お，　Ｗ ｅｌｌｓは ，　ＡＯｏｂｂ

　 型 機 に該 当 す る手 織機 を ， “Ｓｋｅｔｃｈ　ｏｆ　ａ　２　Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” と して提 示 して い る ［Ｗ ＥＬＬｓ　 ｌ　９６９：１４］。

　 しか しな が ら， そ の 図 は ［ＯＬｓｏＮ　 ｌ　９６２：１２０，　Ｆｉｇ．１］に典 拠 し た もの とみ られ る と ころ か ら，

　 図 ６０に は ０１ｓｏｎ の図 を 転 載 した。
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図 ５ｇ　 ＡＯｏｂａ型 機 ＝“Ｓｏｌｏｍｏｎ　ｌｓｌａｎｄ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 １９５０：１０９，　Ｆｉｇ．１７３Ａ，　Ｆｉｇ．１７３Ｂ］

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄ は吉 本 に よ る）

ａ一経 糸保 持 具 ， ｂ一開 口保持 具 （可 動 式 ），　ｃ一開 口保 持 具 （可 動 式），兼 緯 打 具 ，　ｄ一開 口補 助

具 ， 兼 緯入 具

図 ６０ ＡＯｏｂｂ型 機 ＝“Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” にお け る擬 似 輪 状 整 経 ［ＯＬｓｏＮ　 ｌ　９６２：１２０，　Ｆｉｇ・１］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｄ は吉 本 によ る）

　 　 　 　 　 　 　，　 　 ａ～ ｃ岡経 糸保 持 具 （ｃ一経 糸 中継 具 ），ｄ一支 柱
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吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

ＡＯｏｂｄ 型機 　 こ の無綜絖 機 は ，経 糸 の保 持 方 式 が 固定 式 で ， 整 経 方 式 が 平 整 経 で あ

　 る。

　　 こ の よ うな ＡＯｏｂｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 は ， 中 国 ・湖 南 省 の 瑞 族 の “草 鮭 弓”

　 （写 真 ３）５０）， ベ ネ ズ エ ラの Ｋ ａｍ ａｒａｋｏｔｏ 族 の ‘‘Ｂｏｗ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＩＲＲＥＬＬ　 ｌ９５９：

　 ８０－８２］（図６１）や， 北 ア メ リカ の五 大 湖 周 辺 に住 む Ｓｌａｖｅ族 の ‘‘Ｑｕｉｌｌ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ ”

　 ［ＲｏＴＨ　１９５０：１８－１９］ （図 ６２） な ど があ げ られ る。

　　 な お，この ほ か に ＡＯｏｂｄ型 機 に該 当す る手 織 機 と して は，　Ｓａｌｉｓｈ族 の “Ｔｗｏ－Ｂａｒ

　 Ｌｏｏｍ ” の うち に も認 め られ ， そ の経 糸 保 持 具 は ， 基 本 的 に 図５８と共 通 もの で あ る。

　 た だ し， ＡＯｏｂｄ 型 機 に該 当す る Ｓａｌｉｓｈ 族 の ‘‘Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” の平 整経 に つ い

　 て ， Ｗ ｅｌｌｓ は ，　 Ｓａｌｉｓｈ 族 の他 の “Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” とは異 な り， 最 近 の 織 り手 に

　 よ って お こな わ れ て い る整 経方 式 で あ る ［Ｗ ＥＬＬＳ　 １９６９：１４］ と指 摘 して お り， か

写真 ３　 ＡＯｏｂｄ型機 ＝瑞族の “草鮭 弓”

　　 　 本館蔵 （標本番号 Ｈ９３８７０－２）

図 ６１ ＡＯｏｂｄ型 Ｕｅ　＝＝　Ｋａｍａｒａｋｏｔｏ族 の “Ｂｏｗ

　 　 Ｌｏｏｍ，，［ＢＩＲＲＥＬＬ　 １９５９：８１，Ｆｉｇ．３９Ｂ］

　 　 　 （図 中の記 号 ａ～ ｃは吉 本 に よ る）

　 　 　ａ，ｃ一経 糸 保持 具 ，　ｂ一機枠

　 　 　 図 ６２ ＡＯｏｂｄ型 機 一Ｓｌａｖｅ族 の “Ｑｕｉｌｌ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０：１９，　Ｆｉｇ．２９］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄ は吉 本 に よ る）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ａ，ｂ一経 糸保 持 具 ，　ｃ一整 経 具 （箴 ），　ｄ一緯 入 具

５０） “草鮭 弓”の 名 称 ， お よび ， 基 礎資 料 は， 本 館 の標 本 資 料 （標 本 番 号 Ｈ９３８７０－２）， な らび に，

　 この標 本 資 料 に 付属 す る “標 本資 料 情報 カ ー ド Ｈ ９３８７０・２” に依 って い る 。
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国立民族学博物館研究報告　 １２巻２号

　 つ て は， ＡＯｏｂｄ 型機 に該 当す る手 織 機 は ，　 Ｓａｌｉｓｈ 族 の ‘‘Ｔｗｏ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” の う

　 ち に は， 存在 して い な か った こ とが うか が わ れ る。

ＡＯｏｃｄ 型 機 　 この 無綜絖 機 は ，経 糸 の 保 持方 式 が可 動 式 で ，整 経方 式 が平 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな ＡＯｏｃｄ 型 機 に該 当す る手 織機 と して は ， 日本 で草 轄 や 草 履 をつ くる

　 た め に使 用 され て きた “草 鮭 台 ”（写 真 ４） や “草 履 台 ”５１）が あ る。 な お， この場 合

　 の藁 を素 材 と した 経 糸 と緯糸 は ， “草 鮭 台 ” や “草 履 台” に か け られ て い るが， 先

　 に写 真 ２にお いて 提示 して い るよ うに ，経 糸 の一 方 の 端 は，直 接 ，手 で 保 持 さ れ る。

　 　 な お ， 中 国 で ， 草鮭 を つ くる た め に使 用 され て い る ‘℃ ｈｉｎｅｓｅ　Ｓａｎｄａｌ　Ｌｏｏｍ ”

　 ［ＩＮＮＥｓ　 ｌ９５９：５８－５９；ＨｏＭＭＥＬ　 １９６９：２０１－２０４］ （図 ６３） も，　 ＡＯｏｃｄ 型機 に該

　 当す る手 織 機 とみ られ る。 この ‘‘Ｃｈｉｎｅｓｅ　Ｓａｎｄａｌ　Ｌｏｏｍ ” は， 前 記 の “草 鞍 台 ”や

　 “草 履 台 ” と は異 な り， 経 糸 の 間 接 的 な保 持 具 の ひ とつ と して 腰 当が使 用 され て お

　 り， さ らに ，緯 打 具 もそ な わ って い るが ， 藁 を もち い た経 糸 と緯 糸 で構 成 され る組

　 織 が不 明 で あ るた め ， 厳 密 には ，手 織 機 と編 機 の いず れ で あ る のか ， 特 定 す る こ と

　 がで きな い。

写真 ４　 ＡＯｏｃｄ型機 ＝“草鮭台”

　　　　（経糸保持具）

　本館蔵 （標本番号 Ｈ１６２７６）

図 ６３ ＡＯｏｃｄ型 機 ＝＝“Ｃｈｉｎｅｓｅ　Ｓａｎｄａｌ　Ｌｏｏｍ”

　 　 ［ＩＮＮＥｓ　 １９５９：５９，　Ｆｉｇ・６０］

　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄは吉 本 に よ る）

ａ一経 糸 保 持 具 ， ｂ一腰 当，　ｃ一機台 （ａの経 糸 保

持具 の鈎 状 の先 端 部 を ひ っか けて 固 定 す る と

と も に，織 り手 が坐 る た め の台 と して も機 能

して い る）， ｄ一緯打 具

　（２）　輪状綜統機

　輪状綜絖 機は，開口具の基本構成型式の違いによって，単式輪状綜絖 機，複合単式

輪状綜絖 機，複式輪状綜絖 機の ３種類に大別 される。本稿で分類をおこなった手織機

の基本構造にもとつ く４０種類の型式のうちには，輪状綜絖 機の類型が１９種類含まれて

５１）“草鞍台”と “草履台”の名称，および，基礎資料 は，本館 の標本資 料 （標本番号　Ｈ１６２７６）

　 と，その標本資料に付属す る “標本資料情報カー ド Ｈ１６２７６”， な らびに，筆者が， １９８７年 ３

　月 に八丈島で収集 した現地調査資料 によっている。 なお， 前記標本資料 の詳細につ い て は，

　［石坂　１９７２：２００－２０１】を参照 されたい。
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吉本　　手織機の構造 ・機能論的分析と分類

お り，手 織 機 の基 本 と な る型 式 の半 数 近 くが 輪状綜絖 機 に よ って 占 め られ て い る。

　 １）　 単 式輪 状綜絖 機

　 単 式 輪 状綜絖 機 の 開 口具 の基 本 単 位 は， １枚 の輪 状綜絖 と １本 の 開 口保 持具 に よ っ

て構 成 され る。 開 口具 の基 本 構 成 型 式 ご との手 織 機 の 型 式 と して は ， この単 式 輪 状 綜

続 機 が ， も っと も種 類 が多 く， こ れ ま で には ， １６種 類 の型 式 が 確認 され て い る。

Ｂｌａｂａ 型 機 　 この 単 式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置方 式 が綜絖 ・開 口保 持 具 固定 式

　 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は輪 状 整経 で あ る。

　　 この よ うな Ｂｌａｂａ型 機 に該 当 す る手 織 機 は ， イ ン グ ラ ン ドや ス コ ッ トラ ン ドに

　 お い て， 約 ３００年 間 に わ た って ， お もに，リンネ ル テ ー プ （ｌｎｋｌｅ）を織 る た め に使 用

　 され て きた ‘‘Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＩＲＲ肌 Ｌ　 Ｉ９５９：１０１－１０７］５２）の うち に 認 め ら れ る

　 （図 ６４） （図６５）。
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図 ６４ 別 ａｂａ型 機 ＝ “Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　［ＢＩＲＲＥＬＬ　　１９５９：１０２，　Ｆｉｇ．５６］

（図 中の記 号 ａ～ ｃは吉 本 によ る）

ａ一輪 状綜絖 （固定 式 ）， ｂ一開 口保 持

具 （固 定 式）， ｃ一機台

図 ６５ Ｂｌａｂａ型 機 一“ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　 ［ＢＩＲＲＥＬＬ　　ｌ　９５９：１０２，　Ｆｉｇ．５６］

（図 中 の記 号 ａ～ ｃは吉 本 に よ る）

ａ一輪 状綜絖 （固定 式 ），ｂ一開 口保 持

具 （固 定 式 ），ｃ一機 台

Ｂｌａｂｃ型 機 　 この 単式 輪 状綜絖 機 は ，開 口具 の設 置方 式 が綜絖 ・・開 口保 持 具 固定 式 で

　 あ り，経 糸 の保 持 方 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は擬 似輪 状 整経 で あ る。

　　 この よ う な Ｂｌａｂｃ 型 機 に該 当 す る手 織 機 も ま た，　 Ｂｌａｂａ 型機 と同様 に ‘‘ｌｎｋｌｅ

　 Ｌｏｏｍ ” の うち に認 め られ るが ， この型 式 の手 織 機 につ い て は， パ プ ア ・ニ ュ ー ギ

　 ニ ア の Ｇｏｒｏｋａ に お い て使 用 され て い る例 を 確 認 して い る （写 真 ５）５３）。

５２） “ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ”の うち に は，　Ｂｌａｂａ型 機 の み な らず ，つ ぎ に と りあ げ る Ｂｌａｂｃ型 機 や Ｂｌａｂｄ

　 型 機 に 該 当す る型 式 も存在 して お り， これ らの型 式 は ，唯 一 ， 整 経 方式 が異 な って い る。

５３） Ｇｏｒｏｋａ にお け る “Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ” は， オー ス トラ リアか ら 近 年 導 入 され た も の とい わ れ て

　 い る。 そ の 名称 ， お よ び ，基 礎 資 料 は，筆 者 が， Ｇｏｒｏｋａ にお い て １９７９年 ８月 に収 集 した 現地　

調 査 資 料 に もとつ いて い る 。 な お， パ プ ア ・ニ ュー ギニ ア にお け る “Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ” は，　 Ｔｈｅ

　 Ｍ ｅｌａｎｅｓｉａｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ｏｆ　Ｃｈｕｒｃｈｅｓか ら 発 行 され て い る教 育 用 テ キ ス ト 『Ｌｉｋｌｉｋ　Ｂｕｋ』 ［ＨＡＬＥ

　 ｌ９７８：１４６－１４７］に も掲 載 され て い るが ， この テ キ ス トの “ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ” の 整経 方式 は輪 状整

　 経 とみ られ ， この場 合 の “Ｉｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ ”は ，前 記 の Ｂｌａｂａ型 機 と して位 置づ け られ る。
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レ写真 ５　 Ｂｌａｂｃ型 機 （結節輪状整経による

　　 　　 ‘‘ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ”） による機織 り

　　 　　 パプア ・ニューギニァ ・Ｇｏｒｏｋａ

　　 　　　 （１９７９年 ８月撮影）

　　 　　 ㍗輪状綜絖 （固定式）

　　 　　 ｂ一開口保持具 （固定式）

　　 　　 ｃ一機台

　　 　　 ｄ一経糸の結節部分

Ｂｌａｂｄ 型 機 　 この 単 式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置方 式 が綜絖 ・開 口保 持 具 固 定 式

　 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　　 この よ うな Ｂｌａｂｄ型 機 に該 当 す る 手 織機 もま た ，　 Ｂｌａｂａ型 機 や Ｂｌａｂｃ型 機 と

　 同様 に ‘‘ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＩＲＲ肌 Ｌ　 １９５９：１０１－１０７］の う ちに認 め られ るが （図 ６６）

　 （図６７），Ｂｌａｂｄ型 機 に該 当 す る手 織 機 と し て は ， その ほか に も， パ キス タ ンの

　 ‘‘Ａｄｄａ” ［ＢｏＬＬＡＮＤ　 １９６８：１０９－１１３］（図６８） や ，北 ア フ リカ内 陸 部 の ‘‘Ｕ ｐｒｉｇｈｔ

　 Ｃａｒｐｅｔ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢｏＬＬＡＮＤ　 １９６８：ｌｌ３－１１４］ （図 ６９） な どが あ る。

　 　 図 ６６ Ｂｌａｂｄ型 機 ＝“ｌｎｋｌｅ・Ｌｏｏｍ”

　 　 　 　 　 ［ＢＩＲＲＥＬＬ　　１９５９：１０２，　Ｆｉｇ．５６］

　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄは吉 本 に よ る）

ａ一輪 状綜絖 （固定 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （固定 式 ），

Ｃｌ，Ｃ２一経 糸保 持 具 （Ｃ１一経 巻 具 ，　Ｃ２一錘 り），　Ｃ３一機

台 ， ｄ一緯 打具

　 　 図 ６７ Ｂｌａｂｄ型 機 ＝＝“ｌｎｋｌｅ　Ｌｏｏｍ ”

　 　 　 　 　 ［ＢＩＲＲＥＬＬ　 １９５９：１０２，　Ｆｉｇ・５６］

　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｃ３は吉 本 によ る）

ａ一輪状綜絖 （固定 式 ），ｂ一開 口保 持 具 （固定 式 ），

Ｃ１，　Ｃ２→経 糸 保 持具 （Ｃ１一経 巻 具 ，　Ｃ２一布 巻 具 ），

ｃ３－一機 台
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吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

（１） 開 口 （２） 逆 開 口

▲ 　図 ６８ Ｂｌａｂｄ型 機 ＝パ キス タ ンの “Ａｄｄａ”

　 　 　 　 　［ＢｏＬＬＡＮＤ　　１９６８：１１３，　Ｆｉｇ．２］

　 　 　 　 　（図 中の 記 号 ａ～ ｃ２は 吉本 に よ る）

　 　 　 　 ａ一輪状綜絖 （固 定 式 ）

　 　 　 　 ｂ一開 口保 持具 （固 定 式 ）

　 　 　 　 Ｃ１，　Ｃ２一経 糸 保 持 具

（Ｄ 開 口 （２）逆開 ロ

＜　 図６９ Ｂｌａｂｄ型 機 一北 ア フ リカ 内陸 部 の

‘‘Ｕｐｌｉｇｈｔ　Ｃａｒｐｅｔ　Ｌｏｏｍ，，

［ＢｏＬＬＡＮＤ　　１９６８：１１４，　Ｆｉｇ．３］

（図 中の記 号 ａ～ ｃ２は吉 本 に よ る）

ａ一輪 状 綜 継 （固 定式 ）

ｂ一開 口保 持 具 （固定 式 ）

Ｃ１，　Ｃ２一経 糸 保 持具

Ｂｌｂｂａ 型 機 　 この 単 式 輪状綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置方 式 が綜絖 固定 ・開 口保 持 具 可

　 動 式 で あ り， 経 糸 の 保 持 方式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は輪 状 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな Ｂｌｂｂａ 型 機 に該 当 す る手 織 機 と して は ， マダ ガ ス カル 島 の “Ｍ ａｄａ－

　 ｇａｓｃａｎ　Ｒｉｇｉｄ　Ｈｃｄｄｌｅ　Ｌｏｏｍ” ［ＩＮＮＥｓ　 ｌ９５９：３３－３４］ （図 ７０）や，イ ン ドの Ｏｒｉｓｓａ

　 州 に居 住 す る Ｂｏｎｄａ 族 と Ｇａｄｏｂａ 族 の も とで 使 用 され て い る手 織 機 （写 真 ６）

　 図 ７０ Ｂｌｂｂａ型 機 ＝“Ｍ ａｄａｇａｓｃａｎ　Ｒｉｇｉｄ　Ｈｅｄｄｌｅ　Ｌｏｏｍ” ［ＩＮＮＥｓ　 ｌ　９５９：３４，　Ｆｉｇ．　３５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ｆは吉 本 に よ る）

ａ一輪状綜絖 （固 定 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式 ），　 ｃ１，　ｃ２一経 糸 保 持 具 ，　ｄ１～ ｄ５一整 経 具 （綾

竹 ）， ｅ１，　ｅ２一綜絖保 持 具 ，　ｆ緯 入 具
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国立民族学博物館研究報告　　１２巻 ２号

崇

　 　 　 　 写真 ６　 Ｂｌｂｂａ 型 機 によ る Ｂｏｎｄａ族 の機 織 り

イ ン ド ・Ｏｒｉｓｓａ州 Ｋｏｒａｐｕｔ地 区 Ｍ ｕｄｕｌｉｐａｄａ （１９７９年 １１月 撮 影 ）

（１）平面図 （２）側面 図

　 　 　 　 図７１ Ｂｌｂｂａ型 機 ＝Ｂｏｎｄａ族 の手 織 機 ［ＹｏｓＨＩＭｏＴｏ　 １９８１：２５，　Ｆｉｇ・１］

ａ一輪状綜絖 （固 定 式 ），ｔ「開 口保 持 具 （可動 式 ），　ｃ１～ ｃ４一支 柱 ，　ｄ１，　ｄ２一経 糸 保持 具 ，　ｅ１，　ｅ２一つ

っか い 捧 ，ｆ緯 打 具 ，　ｇ一整経 具 （綾 竹 ），　ｈ１～ ｉ２一綜絖 保 持 具 （ｉ１，　ｉ２一石 ），　ｊ一緯 入 具

　（図７１）５４）などがある。

Ｂｌｂｂｂ型機　この単式輪状綜絖 機は，開口具の設置方式が綜絖 固定 ・開口保持具可

　動式であり，経糸の保持方式は固定式，整経方式は擬似輪状整経である。
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吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

ｕ）側面図 （２＞正面図 （３）整経方 式

図 ７２ Ｂｌｂｂｂ型 機 ＝“Ｐａｌｅｓｔｉｎｉａｎ　Ｔｈｒｅｅ－Ｂｅａｍ　Ｌｏｏｌｎ” ［ＢＲｏｕＤＹ　 １９７９：４９，　Ｆｉ９・３－１５］

　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　（図 中の 記号 ａ～ ｈ は吉 本 に よる）

ａ一輪 状綜絖 （固定 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （可動 式 ），　ｃ１～ ｃ３一経 糸 保 持 具 （ｃ３－－ｍｅ糸 中継 具 ），

ｃ４，ｃ５一支 柱 ，　ｄ一整 経 具 （経 糸 分 離 具 ），　ｅ１，　ｅ２一綜絖 保 持 具 ，　 ｆ一緯 打 具 ，　 ｇ一緯 入 具 ，　ｈ一支 柱

固 定 具 （釘 ）

　　 この よ うな Ｂｌｂｂｂ 型 機 に該 当す る手 織 機 と して は， パ レス チ ナ の ‘‘Ｐａｌｅｓｔｉｎｉａｎ

　 Ｔｈｒｅｅ－Ｂｅａｍ　Ｌｏｏｍ” ［ＢＲｏｕＤＹ　 ｌ９７９：４８－５０］ （図７２） が あげ られ る。

Ｂｌｂｂｄ 型 機 　 この 単式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の 設 置 方 式 が綜絖 固 定 ・開 口保 持具 可

　 動 式 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整 経 方 式 は平 整経 で あ る。

　　 この よ うな Ｂｌｂｂｄ 型機 に該 当 す る手 織 機 と して は ， 北 ア フ リカの Ｂｅｒｂｅｒ人 の

　 あ い だ で使 用 さ れ て い る ‘‘Ｂｃｒｂｅｒ　Ｌｏｏｍ’２［ＦｏＲＥＬＬＩ　 ｌ　９７７：４１－６０］ （図７３） が あ

　 げ られ る。

Ｂｌｃｂａ 型 機 　 こ の単 式 輪 状綜絖 機 は， 開 口具 の設 置 方式 が綜絖 ・開 口保 持 具 可 動 式

　 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は輪 状 整経 で あ る。

　　 この よ うな Ｂｌｃｂａ 型 機 に該 当す る手 織 機 と し て は ， 北 ア メ リカ の Ｈｏｐｉ族 の

　 ‘‘Ｈｏｐｉ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ” ［ＰＥＮＤＬＥＴｏＮ　 ｌ９７５：１１１－１５８］ （図７４） が あ げ られ る。

　　 な お ， ナ イ ジ ェ リアの Ｉｇｂｏ 族 の ‘‘ｌｇｂｏ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｌｏｏｍ ，’［ＩＮＮＥｓ　 １９５９：１９，

５４）Ｂｏｎｄａ族 と Ｇａｄｏｂａ族の手織機 に関す る基礎資料 は，筆者が，１９７９年１１月～１２月 の ２カ月

　 間， 昭和５４年度文部省科学研究費補助金による共 同調査 「中部 イ ンドの民族芸術の総合調査」

　 （代表者 ：大阪大 学 木村重信教授）の一員 として参加 したさいに，Ｏｒｉｓｓａ州 Ｋｏｒａｐｕｔ地区

　 の Ｍｕｄｕｌ　ｉｐａｄａ， な らび に，　Ａｕ（ｌｉｐａｄａで収集 した現地調査資料によ ってい る。 なお， その

　 詳細 については，拙稿 ［ＹｏｓＨＩＭｏＴｏ　 １９８１：２３－３０］を参照 されたい。
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国立民族学博物館研究報告　 １２巻２号

（１） 開 口 （２）逆開 口

図 ７３ Ｂｌｂｂｄ型 ｅｅ＝＝“Ｂｅｒｂｅｒ　Ｌｏｏｍ” の 開 口方 式 ［Ｆｏｋｌ１　ＬＬ・ １９７７：５２，　Ｆｉｇ・１８］ （吉 本修 正 ）

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　（図 中 の記 号 ａ～ ｅは吉本 に よ る）

ａ一輪 状綜絖 （固 定式 ），ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式 ），　ｃ１，ｃ２→径糸保 持 具 ，　ｃ３一支 柱 ，　ｄｌ，　ｄ２－ａ９経

具 （綾 竹 ）， ｅ一綜絖 保 持具

　 Ｐｌａｔｅ　ＩＶ］ も Ｂｌｃｂａ 型 機 に該 当す る手 織 機 とみ られ るが ， 整経 方 式 が 明確 で な い

　 た め ， こ こ で は， そ の 可 能 性 を指 摘 す るに と ど めて お く。

Ｂｌｃｂｂ 型 機　 この単 式 輪 状綜絖 機 は， 開 ロ具 の 設 置方 式 が綜絖 ・開 口保 持具 可動 式

　 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整経 方 式 は擬 似 輪 状 整 経 で あ る。

　　 この よ うな Ｂｌｃｂｂ 型 機 に該 当 す る手 織 機 と して は ，英 領 ガ イ ア ナ の Ｗ ａｉｗａｉ族

　 の使 用 す る “Ｗ ａｉｗａｉ　ｌｏｏｍ ” ［ＢＲｏｕＤＹ　 ｌ　９７９：５１－５２］ （図 ７５） が あ げ られ る。 た

　 だ し， この “Ｗ ａｉｗａｉ　ｌｏｏｍ” は ，　 Ｂ　ｌ　ｃｂｂ 型 機 と， 後述 す る Ｂ２ｆｂｂ 型 機 の ２種類

　 の 基本 構 造 が複 合 した ， 特 殊 な 型 式 で あ り， Ｂｌｃｂｂ 型 機 に該 当 す るの は ， 左 右

　 の 端 の織 耳 を除 い た 中央 部 の経 糸 と関 わ る構造 部分 に 限 定 さ れ る。

　　 な お， この “Ｗ ａｉｗａｉ　ｌｏｏｍ ” の Ｂｌｃｂｂ 型 機 に該 当 す る部 分 で は ， 開 ロ保 持 具 と

　 して ， 刀 状 の 構 成 部 品 と，紐 を もち い た構 成 部 品 との ２種 類 が あ り，紐 の両 端 は ，
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吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

（１）平面図 （２）側面 図

＜図 ７４ Ｂｌｃｂａ型 ｅｅ・”“Ｈｏｐｉ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　 　 ［ＰＥＮＤＬＥＴｏＮ　　ｌ　９７５：１０１－１５８］

　 　 　 　 に も とづ き吉 本 作 図 。

　 　 　 　㍗ 輪 状綜絖 （可 動 式 ）

　 　 　 　ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式）

　 　 　 　Ｃ１，Ｃ３一経 糸保 持 具

　 　 　 　Ｃ２，Ｃ４，Ｃ５一張 力 保 持 具

　 　 　 　ｄ１，　ｄ２一整 経 具 （綾 竹 ）

　 　 　 　ｅ・緯 打 具

＜図７５ Ｂｌｃｂｂ 型機と Ｂ２ｆｂｂ 型機の複合ｅｅ　・”

　　　　“Ｗａｉｗａｉ　ｌｏｏｍ” ［ＢＲｏｕＤＹ　 ｌ９７９：５２，

　　　　Ｆｉｇ．３－２０（Ｒｉｇｈｔ）］

　　　　（図中の記号 ａ１～ｅは吉本 による）

　　　　Ｂｌｃｂｂ型機 としての構成部品

　　　　ａｌ一輪状綜絖 （可動式）

　　　　ｂ１，　ｂ２一開口保持具 （可動式）

　　　　Ｃ１～Ｃ３→経糸保持具 （Ｃ３一経 糸中継具）

　　　　ｄ一緯打具

　　　　ｅ一緯入 具

　　　　Ｂ２ｆｂｂ型機 としての構成部品

　　　　ａ２～ａ５一輪状綜統 （可動式／糸綜絖 ）

　　　　Ｃ１～Ｃ３→経糸保持具 （Ｃ３一経糸中継具）

　　　　ｄ一緯打具

　　　　ｅ一緯入具
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　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 国立民族学博物館研究報告　 １２巻 ２号

　 経 糸 保 持 具 の 一 部 を構 成 す る木 枠 に結 ばれ て い る。 この う ち，紐 につ い て は， 刀 状

　 の 開 口保 持 具 が一 時 的 に経 糸 の あ い だ か ら抜 き と られ た 場 合 や， 脱 落 した 場 合 に，

　 再 び 経 糸 の あ い だ に挿 入 す るた め の補 助 的 な 開 口保 持 具 とみ られ るが ， この点 につ

　 いて は， 今 後 に検 証 を必 要 と して い る。

Ｂｌｃｂｄ 型 機 　 この 単 式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 ・開 口保 持具 可 動 式

　 で あ り， 経 糸 の保 持方 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は平 整経 で あ る。

　　 こ の よ うな Ｂｌｃｂｄ型 機 に該 当す る手 織 機 は， お も に イ ン ドか ら中東 に お よぶ 広

　 範 な地 域 や ，北 ア メ リカ な どに お い て認 め られ るが ， こ こで は ， そ れ らの うち か ら，

　 イ ン ドの Ｍ ａｄｈｙａ　Ｐｒａｄｅｓｈ 州 Ｐａｒａｄｓｉｎｇａ に お いて 使 用 され て い る手 織 機 ５５）を 図

　 ７６に ， ま た 北 ア メ リカ に居 住 す る Ｎａｖａｊｏ族 の “Ｎａｖａｊｏ　ｌｏｏｍ ”［Ｍ ＡＴＴＥｗｓ　ｌ　８８４：

　 ３７１－３９１；ＰＥＮＤＬＥＴｏＮ　ｌ　９７５：１３－９６］ を 図７７に示 す 。

　　 な お ，古 代 エ ジプ トの絵 画 資 料 の う ち に認 め られ る ‘‘Ｌｉｎｅｎ　ｌｏｏｍり’（図 ７８－・１）や

“Ｍ ａｔ　ｌｏｏｍ ” （図７８－　２） ［ＣＲｏｗＦｏｏＴ　 １９７５；４３７］ も また ，　 Ｂ　ｌ　ｃｂｄ 型 機 に該 当

（１＞平 面図

　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　 （２）側面図

　　 　　　　 　　　　 図７６ Ｂｌｃｂｄ型ｅｅ・＝イン ド・Ｐａｒａｄｓｉｎｇａの手織機

　 ａ１一輪状綜絖 （可動式），　ａ２一輪状綜絖 の把手，　ｂ一開 口保持具 （可動式），　ｃコー，　ｃ３，　ｃ４一経糸保持

　 具，ｃ２一支柱，　ｃ５～Ｃｇ一張力保持具 ，　ｄ一整経具 （箴），　ｃｒ整経具 （綾竹），　ｆ一開口補助具 （お

　 さえ棒），ｇ一伸子，　ｈ一緯打具

５５） この手織機 に関する基礎資料 は，筆者 が，１９７９年１１月～１２月の ２カ月間，昭和５４年度文部省

　 科学研究費補 助金 による共 同調査 「中部 イ ンドの民族芸術の総合 調査」（代表者 ：大阪大学 木

　 村重信教授）の一員 として参加 したさいに，Ｍａｄｈｙａ　Ｐｒａｄｅｓｈ州 Ｃｈｈｉｎｄｗａｒａ地区 Ｐａｒａｄｓｉｎｇａ

　 で収集 した現地調査資料 によっている。

４００



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 　 　 　 図 ７７ Ｂｌｃｂｄ型 機 一“Ｎａｖａｊ　ｏ　ｌｏｏｍ” ［Ｍ ＡＴＴＨＥｗｓ　 ｌ　９８４：３７８，　Ｆｉｇ．４２］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄ は吉本 に よ る）

ａ一輪状綜絖 （可 動 式）， ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式 ），　ｃ１，　ｃ２一張 力 保 持具 ，　ｃ３，　ｃ４－ｍａ糸 保 持 具 ，

ｄ一緯 打 具

図 ７８ Ｂｌｃｂｄ型 機 に該 当す る とみ られ る古代 エ ジ プ トの 絵 画資 料 ［ＧＲｏｗＦｏｏＴ　 １９７５：４３７，　Ｆｉｇ・２７５］

　 　 　 　 　（１） “Ｌｉｎｅｎ　ｌｏｏｍ”－ Ｋｈｎｅｍｈｅｔｅｐ の墳 墓 ，　Ｂｅｎｉ　Ｈａｓａｎ （Ｂ．Ｃ．１９００年 頃）

　 　 　 　 　（２） “Ｍ ａｔ　ｌｏｏｍ”－ Ｋｈｅｔｙの 墳 墓 ，　Ｂｅｎｉ　Ｈａｓａｎ （Ｂ．Ｃ．１９００年 頃）

　するものと推察されるが，この点について断定することは，ここでは，さしひかえ

　ておく。

Ｂｌｃｃａ型機　この単式輪状綜絖 機は， 開口具の設置方式が綜絖 ・開口保持具 可動式

　であり，経糸の保持方式は可動式，整経方式は輪状整経である。この型式は，いわ

　ゆる， “いざり機”の １型式であり，構成部品のうちには，経糸の間接的な保持具

　のひとつ として腰当が存在する。

　　 このような Ｂｌｃｃａ型機に該当する手織機は， おもに東南アジアにおいて認めら

４０１



国立民族学博物館研究報告　　１２巻 ２号

a. shed roll 

b. heddle for ground 

c. heddle for brocading 

d. front beam 

e. back strap 

f. tension adjuster

匿　囑

　 図 ７９ Ｂｌｃｃａ型 機 ＝ブ ータ ンの 手織 機

　 　 　 　 ［ＢＡＲＴＨｏＬｏＭＥｗ　 １９８５：９７］

ａ一開 口保 持 具 （可 動 式 ）， ｂ一輪 状綜絖 （可 動 式 ／

地綜絖 ），ｃ一輪 状綜絖 （可動 式 ／紋綜絖 ），　ｄ→経

糸 保 持具 ，ｅ一腰 当 ，　ｆ一足支 え具

辮難議　 鍔、

写 真 ７　 Ｂｌｃｃａ 型 機 に よ る Ａｔｏｎｉ族 の 機織 り

イ ン ドネ シァ ・Ｎｕｓａ　Ｔｅｎｇｇａｒａ　Ｔｉｍｕｒ州 Ｔｉｍｏｒ

Ｔｅｎｇａｈ　Ｓｅｌａｔａｎ 県 Ｎｉｋｉｎｉｋｉ （テ ィ モー ル 島 ）

（１９７０年 ７．月撮 影 ）

（２）側面 図

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 ８０ Ｂｌｃｃａ型 機 ＝Ａｔｏｎｉ族 の 手 織 機

ａ一輪状 綜 統 （可動 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式），　 ｃ１，ｃ４一経 糸 保 持 具 ，　 ｃ２一石 ，　 ｃ３一支 柱 ，

ｃ５～腰 当 ，　ｄ一整 経 具 （綾 竹 ），　ｅ一緯 打 具 ，　ｆ－ｓｅ入 具 ，　ｇ一伸 子

４０２



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 れ るが,台 湾,ブ ータ ン,マ ダ ガ ス カル 島,ミ ク ロ ネ シ アや メ ラ ネ シ アの 一 部 な どで

　 も,そ の 存 在 が確 認 され て お り,と くに,オ ース トロネ シア語 族 の もと に お いて 特

　 徴 的 な 型 式 と いえ る。

　　 こ こで は,そ れ らの う ちか ら,ブ ータ ンの手 織 機[BARTHoLoMEw　 l985:97;

　 前 田　 1985:20-21]と,イ ン ドネ シ ア の テ ィモ ール 島 に居 住 す るAtoni族 の 手

　 織 機56)を,図79,な らび に,写 真7と 図80に 示 す 。

Blccb型 機 　 こ の単 式 輪 状綜絖 機 は,開 口具 の設 置方 式 が綜絖 ・開 口保 持 具 可 動 式

　 で あ り,経 糸 の 保 持 方 式 は可 動 式,整 経 方 式 は擬 似 輪 状 整 経 で あ る。 この 型 式 は,

　 前 記 のBlcca型 機 と同様 に,"い ざ り機"の1型 式 で あ り,構 成 部 品 の うち に は,

　 経 糸 保 持 具 の ひ とつ と して 腰 当 が存 在 す る 。

　　 こ の よ うなBlccb型 機 に該 当 す る手 織機 は,前 記 のBlcca型 機 と同 様 に,オ ー'

　 ス トロ ネ シア 語 族 の も と に多 く,お もに,台 湾 か ら,フ ィ リ ピ ン,な らび に,東 部

　 イ ン ドネ シ ア に居 住 す る一 部 の 民族 の も とで もち い られ て き た こ とが 確 認 され て い

　 る。 た だ し,そ の ほか に も,エ クア ドル のOtavalo族 の も とで 使 用 され て い る手

　 織 機``calloa"57)もBlccb型 機 に該 当す る。

　　 こ こで は,そ れ らの うちか ら,イ ン ドネ シア の ス ラ ウ ェ シ島 北 部 に住 むGorontalo

　 族 の手 織 機58)を,図81に 示 す 。

<図81Blccb型ee　 ・　Gorontalo族 の手織機

　　 　　 a一輪状綜絖(可 動式)

　　 　　 ト 開 口保 持具(可 動式)

　　 　　 C1～C4一経 糸保持 具(C3一経糸中継具)

　　 　　 c5一腰 当

　　 　　 d一緯打具

　　 　　一 整経具(箴)

　　 　　 仁整経具(綾 竹)

　　 　　 g一開口補助具(お さえ棒)

56)Atoni族 の 手 織 機 の基 礎 資 料 は,筆 者 が,1970年 以 降,数 次 に わ た って 収 集 して きた 現地 調

　 査 資 料,な らび に,拙 稿[1973:87-89,1984:12-13]に よ って い る 。

57)"Calloa"の 名 称,お よ び,基 礎資 料 は,本 館 の標 本 資 料(標 本 番 号 　 H12967,　 Hl2968)と,

　 そ れ らの標 本 資 料 に付 属 す る"標 本 資 料情 報 カ ー ド　 Hl2967,　 H12968"に よ って い る。
58)Gorontalo族 の手 織 機 の 基礎 資 料 は,筆 者 が1975年9月 に ス ラ ウェ シ島 北 部 のSulawesi

　 Utara州Gorontalo県Gorontalo市 にお い て 収 集 した 現 地 調 査 資 料,な ら び に,拙 稿

　 [1977:,246-247]に よ って い る 。
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国立民族学博物館研究報告　　１２巻 ２号

Ｂｌｃｃｄ型機　この単式輪状綜絖 機は，開口具の設置方式が綜統 ・開口保持具 可動式

　であり，経糸の保持方式は可動式，整経方式は平整経である。この型式 も，前記の

　Ｂｌｃｃａ型機や Ｂｌｃｃｂ型機 と同様に，“いざり機”の １型式であり，構成部品のうち

　には，経糸の間接的な保持具のひとつとして腰当が存在する。

写真 ８　 Ｂｌｃｃｄ型機 による “カ ッペタ織 り”

　　 八丈島 ・末吉 （１９８７年 ３月撮影）

　 　 　 　 　 　 　 　 写 真 ９　 Ｂｌｃｃｄ型 機 に よ る Ｂａｌｉ人 の 機織 り

イ ン ドネ シ ア ・Ｂａｌｉ州 Ｋａｒａｎｇａｓｅｍ 県 Ａｍｕｌａｐｕｒａ （バ リ島） （１９７６年 ５月 撮 影 ）

４０４



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 この よ うな Ｂｌｃｃｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 は ， お もに， 東 ア ジ ア，東 南 ア ジァ ，

中南 米 に分 布 して お り， わ が 国 で は ， ア イ ヌ の “ア ツ シ織 り” や 八 丈 島 の “カ ッペ

タ織 り” に使 用 され て い る手 織機 が ， こ の型 式 に属 す 。

　 な お， この 型 式 の綜絖 の 操 作 方 式 は ，写 真 ８に示 した八 丈 島 の “カ ッペ タ 織 り”

に使 用 され て い る手 織 機 ５９）や ，写 真 ９の イ ン ドネ シ ァの Ｂａｌｉ人 の も とで 使 用 され

て い る手 織 機 ６０）の よ うに ，大 半 が手 動式 で あ るが ，天 秤 仕 掛 け の牽 引装 置 を も ち い

た， 足 引 き式 と足 踏 み 式 の 操 作方 式 も存 在 して い る。

　 この うち ， 足 引 き式 の Ｂｌｃｃｄ 型 機 と して は， 韓 国 の手 織 機 ［ＢＲｏｕＤＹ　 ｌ　９７９：

１１３－１１４； 長 野 　 １９８５：２ａ７］ （図 ８２） や ， タ イ の Ｙａｏ 族 の 手織 機 ［前 田　 １９８５：

２０－２１］ （図８３）， Ｈｍｏｎｇ （Ｍ ｅｏ）族 の手 織 機 （図８４）な ど があ げ られ る。 ま た ，足

踏 み 式 の Ｂｌｃｃｄ 型 機 は， 中 国 の雲 南 省 に 居 住 す る恰 尼 族 の も とで 使 用 され て い る

手 織 機 （図８５）［雲 南 省軽 工 局 工 芸 美 術 公 司 　 １９７６：８３］ や ，広 西 壮 族 自治 区 の 壮 族

　 　 　 　 図８２ Ｂｉｃｃｄ型 機 ＝韓 国 の手 織 機 ［ＢＲｏｕＤｙ　１９７４：１１４，　Ｆｉｇ・　６－１４】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の記 号 ａ～ ｇ は吉本 に よ る）

ａ一輪 状綜絖 （可動 式 ）， ｂ一開 口保 持具 （可 動 式 ），　 ｃ１，　ｃ２一経 糸 保 持 具 （ｃ１一経 巻 具 ，　ｃ２一布 巻

具 ）， ｃ３一腰 当，　ｃ４一機 台 ，　ｄ一整 経 具 （箴 ），　ｅ一緯 入 具 ，　ｆ一天秤 （招 木 ），　ｇ一引 き縄

５９）“カ ッペタ織 り”に使用 されている手織機の基礎資料 は， 筆者が１９８６年 ３月 と１２月 ， な らび

　 に，１９８７年 ２月～ ３月 に八丈島において収集 した現地調査資料によ って いる。

６０）Ｂａｌｉ人 の もとで使用 されてい る Ｂｌｃｃｄ型機 に該当する手織機 の基礎資 料は，筆者が，１９７０

　年以降数次 にわた って収集 して きた現地調査資料によ って いる。

４０５
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　 　 　 　 　 　 図 ８３ Ｂｌｃｃｄ型 機 ＝Ｙａｏ族 の手 織 機 ［前 田　 １９８５：２０，図 ５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｉは吉 本 に よ る）

ａ一輪 状綜絖 （可 動 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式 ），　Ｃ１，　Ｃ２一経 糸 保 持 具 （Ｃｒ経 巻 具 ，　 Ｃ２一布巻

具 ），Ｃ３一腰 当，　 Ｃ４一機 台 ， （レ天 秤 （招 木 ），　 ｅ－一引 き縄 ，　 ｆ一開 口補 助 具 （お さ え棒 ），　 ｇ一整

経 具 （箴 ）， ｈ一緯 打 具 ，　ｉ一坐 板

図８４ Ｂｌｃｃｄ型機 一Ｈｍｏｎｇ（Ｍｅｏ）族 の手織機

　　　ａ一輪状綜絖 （可動式）

　　　ｂ一開口保持具 （可動式）

　　　Ｃ１，　Ｃ２一経糸保持具 （Ｃｒ経巻具，　Ｃ２一布巻具）

　　　Ｃ３一腰 当，　Ｃ４一機台

　　　ｃ５一機台固定具 （紐），　ｄ一天秤 （招木）

　　　ｅ一引き縄，ｆ一緯入具，兼緯打具

　　　ｇ一整経具 （箴），ｈ一整経具 （綾竹）

　　　ｉ一椅子 Ｆ

　 図８５ Ｂｌｃｃｄ型機 ＝吟 尼 族 の 手 織 機 ［雲南省軽工局工芸美術公司 １９７６：８３］　 ▲

　　　　　　　　 　　　　 （図中の記号 ａ～ｆは吉本 による）
ａ一輪状綜絖 （可動式），ｂ一開 口保持具 （可動式），　ｃ１，　ｃ２一経 糸保持具 （ｃ１一経巻具，　ｃ２一布巻

具），ｃ３一腰 当 （腰紐 ），　ｃ４一機台，　ｄ１，　ｄ２一天秤 （招 木），　ｅ一踏み木，　ｆ緯 打具

４０６



吉本　　手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 　 　 図 ８６ Ｂｌｃｃｄ型 ｅＣ　＝＝壮 族 の “竹 籠 機” ［陳 １９８４：２２７，図 Ｍ５－６－１］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ１～ ｈ は吉本 に よ る）

ａ１，　ａ２一輪 状綜絖 （可 動 式 ） （ａ１一地綜絖 ，　ａ２一紋綜絖 ），　ｂ一開 口保 持 具 （可 動 式），

ｃ１，ｃ２一経 糸 保 持 具 （ｃｒ 経 巻具 ，　ｃ２一布 巻 具 ），　ｃ３一腰 当，　ｃ４一機台 ，　ｄ一整 経具 （箴），

ｅ緯 入 具 ， ｆ１，　ｆ２一天 秤 （招 木 ），　ｇ１，　ｇ２一踏 み 木 ，　ｈ一錘 り

　 の も とで使 用 さ れ て い る “竹 籠 機 ” （図８６） ［陳 　 １９８４：２２７－２２８］ な どが あ げ られ

　 る。

Ｂｌｄａｄ 型 機 　 この単 式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の 設 置 方 式 が綜絖 可 動 ・開 口 保 持具 固

　 定 式 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は垂 下 式 ，整 経 方 式 は平 整 経 で あ る。 な お ， この型 式

　 では経 糸 保 持 具 か ら吊 り下 げ られ た経 糸 の先 端 に は ，錘 りが 付 属 して い る。

　　 この よ うな ＢＩｄａｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 は ，一 般 に，“Ｗ ａｒｐ－Ｗ ｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏｏｍ”

　 （図 ８７） ［ＨｏＦＦＭＡＮＮ　 ｌ９７４； ＢＲｏｕＤＹ　 Ｉ９７９：２３－３７］ の 名 で 知 られ て い る。 な お ，

図 ８８は “Ｗ ａｒｐ－Ｗ ｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏｏｍ” の 開 口方 式 を あ らわ して い る。 この 場 合 ，奇 数

　 列 と偶数 列 の経 糸 は ，固 定 式 の 開 口保 持 具 に よ って ，一 方 的 に分離 開 口 して お り　（図

　 ８８－１），綜絖 を織 り手 が手 前 に 引 くこ とに よ って逆 開 口 が お こなわ れ る （図 ８８－２）。

　　 今 日で は ， “Ｗ ａｒｐ－Ｗ ｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏｏｍ ” は ， ノル ウ ェー の Ｈｏｒｄａｌａｎｄ 地 方 や ，

　 Ｔｒｏｍｓ地 方 北 部 で の 使 用 が 確認 され て い るの み で あ る。 しか しな が ら， か つ て は ，

　 北 欧 を 中心 と して ， ヨ ー ロ ッパ の広 範 な 地 域 で使 用 され て い た よ うで あ り， 古代 ギ

　 リシ ャや ハ ンガ リー な どの考 古 学 資 料 の う ちに は ，Ｂｌｄａｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機

　 とみ られ る絵 画 資 料 （図８９） ［ＣＲｏｗＦｏｏＴ　 ｌ９７５：４３７，４４３－４４４；ＢＲｏｕＤＹ　 １９７９：

　 １７－２８］ が存 在 して い る。

４０７
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＜図 ８７ Ｂｌｄａｄ型 機 一“Ｗ ａｒｐ－

　　 　 　Ｗ ｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏｏｍ”

　　 　 　 ［ＳＡＭｕＥＬ　　ｌ９８２：１３５，

　　 　 　 Ｆｉｇ．２３１】，（吉 本 修 正 ）

　　 　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｄ２は

　　 　 　 吉本 によ る）

　㍗ 輪 状綜絖 （可 動 式 ）

　 ｂ一開 口保 持 具 （固定 式 ）

　 Ｃ１，　Ｃ２一経 糸保 持具 （Ｃ２一錘 り）

　 ｃ３一支 柱

　 ｄ１，　ｄ２一綜 統 保 持 具

（図中の記号 ａ～

ｃ２は吉本による）

ａ一輪状綜胱 （可動

　式）
ｂ一開口保持具 （固

　定式）

Ｃｌ，　ｃ２一経糸保持具

　 （ｃ２一錘 り）
（１） 開 口 （２）逆 開 口

図 ８８ “Ｗ ａｒｐ－Ｗ ｅｉｇｈｔｅｄ　Ｌｏｏｍ ” の 開 口 方 式 ［ＳＡＭｕＥＬ　 Ｉ　９８２：１３５，　Ｆｉｇ・２３０］

４０８



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

▲

＜ 図 ８９ Ｂｌｄａｄ 型 機 に該 当す る とみ られ る

　 　 　 　 絵画 資 料

（１）一ギ リシァ の花 瓶 に描 か れ た絵 画 資 料 （Ｂ．Ｃ・５６０

　 年 頃 ） ［ＣＲｏｗＦｏｏＴ　ｌ　９７５；４４４，　Ｆｉｇ・２８１］

（２）一ギ リシア の “ｄｒｉｎｋｉｎｇ　ｖｅｓｓｅ１” に描 か れ た絵

　 画 資 料 （Ｂ．Ｃ・４６０－４５０年 頃 ） ［ＢＲｏｕＤＹ　 １９７９：

　 ２４，Ｆｉｇ．２－４］

（３）一ハ ンガ リー ・Ｏｅｄｅｎｂｕｒｇ （Ｓｏｐｒｏｎ） 出 の 壺 に

　 描 か れ た 絵 画 資 料 （Ｈａｌｌｓｔａｔｔ期 ） ［ＢＲｏｕＤＹ

　 ｌ９７９：１９，　Ｆｉｇ．１－１３］

Ｂｌｄｂｂ型機　この単式輪状綜継機は， 開口具の設置方式が綜絖 可動 ・開口保持具固

　定式であり，経糸の保持方式は固定式，整経方式は擬似輪状整経である。

　　 このような Ｂｌｄｂｂ型機に該当する手織機 としては，英領ガイアナの Ｇｕａｙｏｓ族

　の手織機 ［ＢＲＯＵＤｙ　１９７９：５１－５２］があげ られる。

　　 なお，この場合の経糸保持具のうち，＼擬似輪状整経に不可欠の経糸中継具として

　 は，図９０にみ られるように紐が使用されている。

Ｂｌｄｂｄ型機　 この単式輪状綜絖 機は， 開口具の設置方式が綜統可動 ・開口保持具固

　定式であり，経糸の保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

　　 このような Ｂｌｄｂｄ型機に該当する手織機 としては， わが国の石川県牛首地方で

　使用されてきた “越国大機”（写真１０）があげ られる。

　　 なお，この “越国大機”は，綜絖の操作方式が足踏み式で，ロクロ仕掛けの牽引

　装置が付属 している。また，“越国大機”の開口保持具は，基本的には固定式であり，

　 経糸は，開口保持具を構成する２本の棒によって，つねに奇数列 と偶数列に分離さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４０９



国立民族学博物館研究報告　 １２巻２号

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （１）正面 図　　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 （２）測面 図

図 ９０　Ｂｌｄｂｂ型 機 一Ｇｕａｙｏｓ族 の手 織 機 ［ＢＲｏｕＤＹ　 ｌ９７９：５２，　Ｆｉｇ．３－２０（Ｌｅｆｔ）］に もとづ き吉本 作 図。

　 　 ａ一輪 状綜絖 （可 動 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （固 定 式），　 ｃ１～ ｃ３一経 糸保 持 具 （ｃ３一経 糸 中 継 具），

　 　 ｄ一緯 打 具

　 れ て い る。 しか しな が ら， こ の 開 口保 持 具 に は， 開 口補 助 具 と して可 動 式 の 木 枠 が

　 付 属 して お り， 開 口保 持具 に よ って一 方 的 に開 口 され て い る経 糸 の開 口部 は ， この

　 開 口補 助 具 に繋 が れ た踏 み木 を踏 む こ と に よ って ， さ らに拡 大 さ れ る （図９１）６１）。

Ｂｌｄｃｄ 型 機 　 この 単 式 輪 状綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 可動 ・開 口 保 持 具 固

　 定 式 で あ り，経 糸 の保 持 方 式 は可 動 式 ，整 経 方 式 は 平 整経 で あ る。 こ の型 式 は，“い

　 ざ り機 ” の １型 式 で あ り，構 成 部 品 の う ち には ，経 糸 の間 接 的 な保 持 具 の ひ とつ と

　 して 腰 当 が 存在 す る。

　　 この よ うな Ｂｌｄｃｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 は ， お も に， 日本 や 中国 な どに分 布 し

　 て お り， わ が 国 の “い ざ り機 ” の大 半 は ， こ の型 式 に属 して い る。

　　 な お ，Ｂｌｄｃｄ型 機 の綜絖 の 操作 方 式 は ， これ まで に は，手 動 式 の例 は確 認 され て

６１）“越 国大機”の名称 は， ［小谷 １９８６：４６］によっている。 また， “越 国大機”の基礎資料 は，

　 ［小谷 １９８６：４８－４９］，な らびに，筆者 が１９８７年 ２．月に京都の上賀茂機織研究所において 収集 し

　 た，同研究所所蔵 の “越国大機” （複製）の調査資料によ って いる。

４１０



吉本　　手織機の構造 ・機能論的分析と分類

写真 １０　Ｂｌｄｂｄ型機 （“越 国大機”）による機織 り

京都 ・上賀茂機織研究所 （１９８７年 ２月撮影）

（１）開 ロ （２）逆 開 口

　 　 　 　 　 図 ９１　Ｂｌｄｂｄ型 機 一“越 国 大 機 ” の 開 口 方 式

ａ一輪 状綜絖 （可 動 式 ）， ｂ一開 口保 持 具 （固 定 式），　ｃ一開 口補 助 具 （お さ え棒 ），

（レ開 口補 助 具 （お さ え棒 ）， ｅ一ロク ロ，　 ｆ１，ｆ２一踏 み木 ，　ｇ１，ｇ２一経 糸 保 持 具 （９１一

布 巻 具 ，ｇ２一経巻 具），　ｈ㌍整 経 具 （箴 ）， 兼 緯 打具

お らず ，足 引 き式 ， も し くは ， 足 踏 み 式 に 限定 さ れ てい る。 ま た ， 牽 引装 置 と して

は ，天 秤 仕 掛 けの み が 認 め られ る。 この うち ，綜絖 の 操作 方 式 が足 引 き式 の Ｂｌｄｃｄ

型 機 （図 ９２） は ， 日本 に お いて 一 般 的 で あ る ［角 山 　 １９７４，１９７５：７－１７，１９８３：

４１１



国立民族学博物館研究報告　　工２巻２号

を　 　 　 図 ９２　Ｂｌｄｃｄ型 機 一 日本 の “い ざ り機 ” ［重 松 　 １９８５：４，図 １］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｈは 吉本 に よ る）

　 ａ一輪 状綜絖 （可 動 式 ），ｂ－－Ｆｆｉ　ｌｍ保 持 具 （固定 式 ），　ｃ１，ｃ２一経 糸保 持 具 （ｃ１一布 巻

　 ｃ２一経 巻 具 ），　ｃ３一腰 当 ，　ｃ４一機 台 ，　 ｄ４天 秤 （招 木 ），　 ｅ－一引 き縄 ， 仁開 口補 助 具

　具 （お さえ 棒 ）， ９一整経 具 （箴 ）， ｈ一緯 入 具 ，兼 緯 打 具

ａ一輪 状綜 統 （可 動 式 ）

ｂ１，　ｂ２一開 口保 持 具 （固定 式 ）

ｃ一天 秤

ｄ一踏 み 木 （ブ ラ ン コ式 ）

ｅ一開 口補 助 具 （お さえ棒 ）

ｆ１，ｆ２ｉ経 糸保 持 具 （ｆ１一経 巻 具 ，　ｆ２一

　 布 巻 具 ）

ｆ３一腰 当

恥 機 台

ｇ一整経 具 （綾竹 ）

ｈ一整 経 具 （箴 ）

ｉ一坐 板

図９３　Ｂｌｄｃｄ型機 ＝土 家 族 の 手 織 機

２８４－３０１］。 これ に 対 して ，足 踏 み式 の Ｂｌｄｃｄ 型 機 は， これ ま で に， 中 国 の湖 南 省

に居 住 す る土 家 族 の手 織 機 （図９３） を 確認 して い るの みで あ る６２）。 た だ し， この 土

家 族 と同 様 の Ｂｌｄｃｄ型 機 に該 当す る手 織 機 は， 漢 族 の も とで も使 用 さ れて いた こ

とは ， ほ ぼ 間違 い の な い と ころ で あ り， この こ とを 裏付 け る資 料 の ひ とつ に は， 図

９４に示 す “織 繭 紬 機 ” を描 い た絵 画 資 料 ［ＫｕＨＮ　 ｌ９７５：ｌｌ９］ が あ る６３）。

６２）土家族 の手織機の基礎資料は，１９８６年１０月に来 日 した中国湘西土家族苗族 自治州工芸美術展

　覧代表 団の一員であ った彰仲捧氏の三越大阪店における機織 りの実演にさい して，筆者 が収集

　 した調査資料 によって いる。なお，実演に もちい られた土家族の手織機 は，湖南省湘西土家族

　苗族自治州花垣県において使用 されて きたものであ った。

４１２



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 　 図 ９４　Ｂｌｄｃｄ 型 機 に該 当す る中 国 の “織 繭 紬 機” の絵 画 資 料

　 ［ＫｕＨＮ　 １９７５：ｌｌ９，　Ａｂｂ．４２］，　Ｂｉｂｌｉｏｔｈ６ｑｕｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌｅ（Ｐａｒｉｓ）蔵

　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｈ は吉本 に よ る）

ａ一輪 状 綜 統 （可動 式 ），ｂ一開 口保 持 具 （固定 式 ），　ｃ１，　ｃ２一経 糸保 持 具 （ｃ１一

経 巻 具 ，ｃ２－’布 巻 具 ），　ｃ３一腰 当 ，　ｃ４一機 台 ，　 ｄ一整 経 具 （箴 ），，ｅ一開 口補 助

具 （お さえ 棒 ），£ｉ，ｆ２一天 秤 （招 木 ），９一踏 み木 ，　ｈ一整 経 具 （箴 ） の 保 持 具

２）　複合単式輪状綜絖 機

　複合単式輪状綜絖 機の開口具の基本単位は，２枚 １組の輪状綜絖 と，２本 １組の開

口保持具によって構成される６４）。 この複合単式輪状綜絖 機に該当する手織機 と して

は，以下に示す Ｂｌ２ｃｂｄ型機が確認されているにとどまる。

Ｂｌ２ｃｂｄ型機　 この複合単式輪状綜絖 機は，開口具の設置方式が綜絖 ・開口保持具可

　動式であり，経糸の保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

　　このような Ｂ１２ｃｂｄ型機の開口具の基本構成型式に認あられる２枚の輪状綜絖 は，

６３） この絵画資料は，パ リの Ｂｉｂｌｉｏｔｈさｑｕｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌｅ所蔵の水彩画で，１７００年 頃に描かれ，イエズ

　ス会 の伝導師 Ａｍｉｏｔ（１７１８－１７９３）が中国よ り持ち帰 ったものである ［ＫｕＨＮ　 ｌ９７５：ｌｌ７］。
６４）註３８において指摘 してい るように，複合 単式綜絖 型の基本単位を構成する開口具 として，綜

　続 とともに開口保持具が存在 する場合には，開 口保持具は， ２本 １組，あるいは， １枚 という

　 ２種類の基本数 がありうるが， これまでには，つ ぎの Ｂ１２ｃｂｄ 型機 に該 当す る手織機 において

　示す ， ２本 １組 という基本数のみが認め られているにとどま り，開 口保持具が １つ とい う例 に

　ついて は確認されて いない。

４１３



国立民族学博物館研究報告　 １２巻２号

『染 織辞 典 』 の 「半綜絖 」 の項 に よ れ ば， “逆 畦 半綜絖 ” と呼 ばれ ， “高 機 ” に組 み

こま れ て ， 生 絹 や 餅 木 綿 な どを織 る 場合 に 使 用 され て いた ［日本 織 物 新 聞 社 出 版

部 （編 ）１９５１（１９３１）：６７８－６７９１。 した が って ， わ が国 で は ，Ｂｌ２ｃｂｄ 型機 に該 当 す

る手 織 機 は ，“高 機” の １型 式 と して ， 最 近 ま で ， か な り存 在 して いた もの と考 え

られ るが ，現 在 ， そ の存 在 ，な らび に，使 用 が確 認 され て い るの は ，下 関 市 長 府 の

忌 宮神 社 に お い て ，例 年 ３月 に お こな わ れ る蚕 種 祭 の奉 納 機 織 りに使 用 され て い る

手 織 機 の み で あ る （写 真 １１） （図 ９５）６５）。 な お， 忌 宮 神 社 で も ちい られ て い る 手 織

機 の綜 統 と開 口保 持 具 の 操作 方 式 は ， と もに足 踏 み 式 で あ り， 図９５に示 した よ うに ，

そ れ ぞ れ に ロク ロ仕 掛 け の牽 引装 置 が付 属 して い る。 た だ し， ２枚 の綜絖 は ， と も

に １本 の踏 み木 に繋 が れ て い るが ， ロ ク ロに か け られ て い るの は ， 上 方 に 引 き上 げ

られ る綜絖 のみ で あ る。 ま た ，２本 の 開 口保 持 具 も同様 に ，１本 の 踏 み 木 に 繋 が れ て

い るが ，ロ ク ロに か け られ て い るの は，上方 に 引 き上 げ られ る開 口保 持 具 の み で あ る。

写真 １１ Ｂ１２ｃｂｄ型機 による蚕種祭の奉納機織 り

下 関 ・忌宮神社 （１９８２年 ３月，小谷次男氏撮影）

　 図 ９５　Ｂｌ２ｃｂｄ型 機 一忌 宮 神 社 の 手織 機 の

　 　 　 　基 本 構 造

ａ１，ａ２一輪 状綜絖 （可 動 式 ），　 ｂ１，　ｂ２一開 口保 持 具

（可 動式 ），ｃ１，ｃ２一ロ ク ロ，ｄ１，ｄ２一踏 み木 ，　ｅ１，ｅ２一

経 糸保持 具 （ｅｌ一布 巻 具 ，　ｅ２一経 巻 具 ），仁整 経 具

（箴 ），兼 緯 打 具

６５）Ｂ１２ｃｂｄ 型機 に該 当する忌宮神社の手織機 に関する基礎資料は， 小 谷次男教授 （京都芸術短

　 期大学）か ら提供 して いただいた 文献資料 ［小谷　 １９８６：４８］や， その他 の情報資料 によって

　 いる。

４１４



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 ３）　 複 式輪 状綜絖 機

　 複 式 輪 状綜絖 機 の 開 口具 の基 本 単 位 は ， ２枚 の輪 状 綜 統 に よ って構 成 さ れ る。 これ

ま で に ， 複 式 輪 状綜絖 機 に該 当 す る手 織 機 と して は ， 以 下 に示 す よ うに， Ｂ２ｆｂｂ 型

機 と Ｂ２ｆｂｄ型 機 が確 認 さ れ て い るに とど ま る。

Ｂ２ｆｂｂ 型 機 　 この複 式 輪 状綜絖 機 は， 開 口具 の 設 置 方 式 が綜絖 可動 式 で あ り， 経 糸

　 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整 経 方 式 は擬 似 輪 状 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな Ｂ２ｆｂｂ 型 機 に該 当す る手 織 機 と して は ， 先 の 図７５に示 した英 領 ガ イ

　 ア ナ の Ｗ ａｉｗａｉ族 の使 用 す る “Ｗ ａｉｗａｉ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＲｏｕＤＹ　 １９７９：５１－５２］ が あ げ

　 られ る。 この手 織 機 は ，Ｂｌｃｂｂ 型機 の項 で ， す で に指摘 して い る よ うに ，　 Ｂｌｃｂｂ

　 型 機 と Ｂ２ｆｂｂ 型 機 の ２種 類 の基 本 構 造 が複 合 して い る。 この う ち，　Ｂ２ｆｂｂ 型 機 に

　 該 当す るの は ， 中 央 部 を 除 い た 左 右 の端 の織 耳 部 分 の経 糸 と 関わ る構 造 に限定 され ，

　 輪 状 綜 統 に は，綜絖 棒 の な い ， “糸綜絖 ” が使 用 さ れ て い る。 な お， 図 ７５で は， ２

　 種 類 の開 口保 持 具 が 認 め られ るが ， これ らは ， 中 央 の経 糸 部 分 を織 る場 合 ， す な わ

　 図 ９６　Ｂ２ｆｂｄ型 機 ＝“ｌｎｄｉａｎ　Ｒｕｇ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 １９５０：１２６，　Ｆｉｇ．１９４］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ１～ ｃ５は吉本 に よ る）

ａ１，　ａ２一輪 状綜 統 （可 動 式 ），　ｂ１，　ｂ２一輪 状綜絖 の把 手 ，　ｃ１～ ｃ３一経 糸 保 持 具 （ｃ２一経 巻

具， Ｃ３一布 巻 具 ），　Ｃ４，　Ｃ５一支 柱
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　 ち，Ｂｌｃｂｂ 型 機 にの み 必 要 とな る もの で あ り，　 Ｂ２ｆｂｂ型 機 に は 関係 しな い構 成 部

　 品 で あ る。

Ｂ２ｆｂｄ 型 機 　 この複 式 輪 状綜絖 機 は， 開 口具 の 設 置 方 式 が綜絖 可動 式 で あ り， 経 糸

　 の 保 持 方 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな Ｂ２ｆｂｄ 型機 に該 当 す る手 織 機 と して は ，パ キス タ ンの Ｌａｈｏｒｅ の も

　 の とみ られ る ‘‘ｌｎｄｉａｎ　Ｒｕｇ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０：１２６－１２７； １ＮＮＥｓ　 ｌ９５９：３９

－４０
，ＰｌａｔｅＶＩＩ］ （図９６）６６）や ， イ ン ド ・Ｍ ａｄｈｙａ　Ｐｒａｄｅｓｈ 州 Ｃｈｈｉｎｄｗａｒａ 地 区

　 Ｐａｒａｄｓｉｎｇａ の絨 鍛 を織 るた あ の手 織 機 （写 真 １２）（図９７）６７），な らび に ，歴 史 時 代初

　 期 の エ ジプ トや シ リア ， お よび ， 地 中海 東 部 の諸 国 な どで 使 用 され て い た ‘‘Ｎｅａｒ

写 真 １２ Ｂ２ｆｂｄ 型 機 によ る イ ン ドの 機 織 り

Ｍ ａｄｈｙａ　Ｐｒａｄｅｓｈ 州 Ｃｈｈｉｎｄｗａｒａ 地 区

ＰａｒａｄＳｉｎｇａ （１９７９年 １１月 撮 影）

図 ９７ Ｂ２ｆｂｄ 型 機 一イ ン ド ・Ｐａｒａｄｓｉｎｇａ の

　 　 手 織機 の基 本 構 造

ａ１，　ａ２一輪状綜絖 （可動 式 ），　ｂ】，ｂ２一経 糸 保 持 具

（ｂ１一経 巻 具 ，　ｂ２一布 巻 具 ），　 ｃ一綜 統 連 繋 具 ，

ｄ一横 木

６６）‘‘ｌｎｄｉａｎ　Ｒｕｇ　Ｌｏｏｍ” の ２枚の輪状綜絖 は，個 々に手で 引くものとみ られるが， この点 につ

　いては記述がな く不明であ る。

６７）Ｂ２ｆｂｄ型機 に該 当する Ｐａｒａｄｓｉｎｇａの手織機 に関す る基礎資 料は，筆者が，１９７９年１１月～１２

　月の ２カ月間，昭和５４年度文部省科学研究費補助金 による共 同調査 「中部 イ ンドの民族芸術の

　総合調査」 （代表者 ：大阪大学 木村重信教授） の一員 として参加 したお りに， Ｐａｒａｄｓｉｎｇａで

　収集 した現地調査資料によっている。
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＜ 図 ９８ Ｂ２ｆｂｄ 型 機 ＝“Ｎｅａｒ　Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｌｏｏｍ’

　 　 〔ＢｒＲＲＥＬＬ　　ｌ　９５９：１９８，　Ｆｉｇ・１０４］

　 　 　 （図 中の 記 号 ａ１～ ｄ は 吉本 に よ る）

　 ａコ，ａ２一輪 状綜絖 （可 動 式 ）

　 ｂ１～ ｂ５一経 糸保 持 具 （ｂ１一布巻 具 ，　ｂｓ一錘 り）

　 ｃ一ロ ク ロ

　 ｄ一整 経 具 （箴 ），兼 緯 打 具 （？）

Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＩＲＲＥＬＬ　 １９５９：１９８］ （図９８）６８）が あ げ られ る。

　 な お ，‘‘ｌｎｄｉａｎ　Ｒｕｇ　Ｌｏｏｍ” や Ｐａｒａｄｓｉｎｇａ の手 織 機 で は， 経 糸 は，い ず れ も経

糸 保 持 具 の設 置方 式 が 定 置式 の棒 に よ って 保 持 さ れ て い る が ， ‘‘Ｎｅａｒ　 Ｅａｓｔｅｒｎ

Ｌｏｏｍ” で は ，定 置 式 の棒 と垂 下 式 の錘 りに よ って 保 持 され て い る。

　（３）　擬似番目綜絖機

　擬似番目綜絖機のうちには，理論的には，単式擬似番目綜絖機と複合単式擬似番目

綜絖機と複式擬似番目綜絖機の３種類の基本型式がありうるが，これまでには，複式

擬似番目綜絖機として， １種類の型式が確認されているにすぎない。また，単式擬似

番目綜絖機については， １種類の型式についてのみ，その存在をうかがわせる資料が

認め られるが，複合単式擬似番目綜絖機については，まったく資料がみられない。

　１）　単式擬似番 目綜絖機

　単式擬似番目綜絖機の開ロ具の基本単位は， １枚の擬似番目綜絖 と１つの開口保持

具によって構成 される。

６８）Ｂｉｒｒｅｌｌは，“Ｎｅａｒ・Ｅａｓｔｅｒｎ・Ｌｏｏｍ”の基礎資料を提示 していないため，その事実関係 につ い

　ては，若干 の疑問が残る。ただ し，錘 りを使用 した固定式の保 持方式による手織機が，今世紀

　初頭に， シ リアやキプ ロスにおいて存在 していた ことが，Ｈａｒｖｅｙ　Ｐｏｒｔｅｒの報告 によ って あき

　 らかに されてい る ［ＲｏＴＨ　 １９５１：４２－４３］。　 したが って， 時代が異な るものの ＢｉｒｒｅｌＩの提示

　 している地域 における，錘 りを使用 した固定式の保持方式の存在 については間違 いがないもの

　 と考え られる。 ただ し，Ｈａｒｖｅｙ　Ｐｏｒｔｅｒの報告の記述 と図には，開 口具に関す る部分が欠落 し

　てお り，その手織機が Ｂ２ｆｂｄ型機 に該当するものであるのか否かについて は不明である。
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図９９ 江蘇省銅 山洪楼出土の漢代画像石 ［夏　 １９７２：２１，図 ８］

　これまでには，単式擬似番 目綜絖機の存在は確認されていないが，夏蕪によって提

示されている中国の江蘇省銅山洪楼出土の漢代画像石 （図９９）にもとつ く漢代織機復

元図 （図１００）［夏　１９７２：２３］は，つぎに示すような Ｃｌｃｂｄ型機に該当する手織機 と

み られる。

Ｃｌｃｂｄ型機　 この単式擬似番目綜絖機は， 開口具の設置方式が綜絖 ・開口保持具 可

　動式であり，経糸の保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

　　 この Ｃｌｃｂｄ型機に該当する手織機の資料としては，前記のように，漢代画像石

　にもとつ く漢代織機復元図 （図１００）があげられる。 しかしなが ら，漢代画像石に認

　められ る手織機は，細部の構造に至るまで刻明にあらわされたものではない。 した

　がって，この復元図が，単に不明瞭な画像石のみにもとつ くものではなく，他の関

　連資料などを駆使 した成果であるとしても，手織機の複雑な構造を考えるならば，

　漢代の手織機の正確な復元図であるという確証はない。そのため，漢代画像石にあ

　らわされた手織機の実際の基本構造は，本稿で提示する他の型式，あるいは，本稿

　ではとりあげていない型式であった可能性 も否定はできない６９）。

６９）図 １００に示 した漢代織機復元図の綜絖 の種類について，筆 者は，夏 によって提示 されている

　開 口方式をあ らわ した図 ［夏　１９７２：２２］（図４０）に もとづ き，擬似番 目綜絖 として位 置づけて

　 いる。 しか しなが ら，漢代画像石にあ らわされている手織機の綜統 については，擬似番 目綜絖

　 とは断定 できず，その綜絖 があ くまで も綜絖糸によ って構成 されて いるものであ るとするな ら

　ば，輪状綜絖 や番 目綜絖であ る可能性 も否定で きない。 したが って， このような綜統の種類 の

　みに限定 した可能性にもとつ くな らば，漢代画像石 に刻まれた手織機の型式 は，綜絖 が輪状綜

　統の場合 には，先に提示 した Ｂｌｃｂｄ型機 に該 当する こととなり，具体 的には “越 国大機” と
共通する手織機 として位 置づける ことがで きる。また，綜絖 が番 目綜絖 の場合 には，開口保持

　具は，不可欠の ものではな くなる ところか ら，開口具の設置方式 は綜絖可動式 となる。 したが

　 って，この場合 には，後述す る Ｄｌｆｂｄ型機 に該 当する こととな り，具体的には，『中山傳信録』

　 にみ られる “織具” と同 じ型式の手織機 として位 置づ けられる。
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　 　 　 　 図 １００ Ｃｌｃｂｄ型 機 一漢 代 織 機 復 元 図 ［夏 　 １９７２：２３，図 １３］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｅ２は吉 本 に よ る）

ａ一擬 似 番 目綜絖 （可 動 式 ）， ｈ「開 口保 持 具 （可 動式 ），　ｃ１，　ｃ２一経 糸保 持 具 （ｃ１一布 巻

具 ， ｃ２一経 巻 具），　ｃ３一機 台 ，　ｄ一天 秤 （招 木 ），　ｅ１，ｅ２一踏 み木

　 ２）　複式擬似番目綜絖機

　複式擬似番目綜絖機の開口具の基本単位は，２枚の擬似番目綜絖 によって構成され

る。 これまで，複式擬似番目綜絖機に該当する手織機の型式としては，つぎの Ｃ２ｆｂｄ

型機が確認されているにとどまる。

Ｃ２ｆｂｄ型機　 この複式擬似番目綜統機は， 開口具の設置方式が綜絖 可動式であり，

　経糸の保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

　　このような Ｃ２ｆｂｄ型機に該当する手織機 としては， わが国の “空引き機” （図

　１０１）（写真１３）７０）や， 以下に述べるような特定の型式の “高機”， さらには，中国

　の “多綜多鷹紋織機” （図１０２）や “束綜提花機”［陳　１９８４：２０４－２２０］（図１０３）な

　どがあげられる。これらの手織機の開口操作方式は，いずれ も，足踏み式であり，

　牽引装置としては， 一般に， 弓棚仕掛けや天秤 （唐碓）仕 掛 けが使 用 され てい

７０）わが国で使用 されてきた“空 引き機”は， 中国か ら導入 された ものとみ られ，中国の “束綜提

　花機” と共通す る手織機 であ るが， “ジ ャカー ド織機” の導入以降に急速 に姿を 消 して おり，

　今 日では “空 引き機”が使用 されている例 は確認 されていない。
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＜ 図 １０１ Ｃ２ｆｂｄ型 ｅｅ・＝“空 引 き 機 ”

　 　 ［角 山　 １９８３：２９３， 図 ４］ （『大 日

　 　本 織 物 協 会 報 告』 原 図 ）

　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｉは吉本 に よ る）

　ａ一擬似 番 目綜絖 （２枚 ・可 動 式 ），

　ｂ一擬 似 番 目綜統 （２枚 ・可 動 式 ），

　 ｃ一通 糸綜絖 （可 動式 ）， ｄ１，　ｄ２一経 糸

　保 持 具 （ｄｌ一布 巻 具 ，　 ｄ２一経巻 具），

　 ｅ一整 経 具 （箴），兼 緯 打 具 ，ｆ－ａｓ経 具

　 （綾 竹 ）， ｇ一弓 棚仕 掛 け ，　 ｈ一天 秤

　 （唐 碓 ） 仕掛 け ，ｉ一踏 み木

図１０２　Ｃ２ｆｂｄ型機 一四川成都丁橋の “多綜多曝紋織機” ［陳　１９８４：２０６，図 皿 ５－２－２］

　　　　　　　　　　　　 （図 中の記号 ａ～ｆは吉本 による）
ａ→擬似番 目綜絖 （可動式），ｂｌ，　ｂ２一経 糸保持具 （ｂｌ一布巻具，　ｂ２一経巻具），　ｃ一整経具 （箴），

兼緯打具，ｄ一弓棚仕掛け，　ｅ一天秤 （唐碓）仕掛け，　ｆ一踏み木
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図１０３ Ｃ２ｆｂｄ型Ｗａ＝＝『天工開物』 所収の “束綜提花機” （花機） ［宋　１９７４：７０～７１，図 ２－７］

　　　　　　　　　　　　　　（図中の記号 ａ～ｆは吉本 による）

ａ一擬似番 目綜統 （可動 式），ｔｓ通糸綜統 （可動式），　ｃ１，　ｃ２一経 糸保持具 （ｃ１一布巻具，　ｃ２一経巻

具），ｄ一整経具 （箴），兼緯打具，　ｅ～弓棚仕掛 け，　ｆ一天秤 （唐碓）仕掛け

　　　　　　　　　　写真 １３ 「機織図屏風」部分 （ＭＯＡ美術館蔵）

　 この機は，いわ ゆる “高機”で，写真１３の手前の機 と同様 に，開 口具には，弓棚仕掛け

の牽 引装 置をそなえた ２枚の擬似番 目綜絖 が使用されて おり，Ｃ２ｆｂｄ型機 の開 口具の基本

構成型式そのものの構造を示 して いる。
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　　　 　写真 １４　「職人尽絵」 （喜多院蔵）の機織師図 ［喜多院　１９７９：Ｐｌ．２３－１］

　女性が機織 りをお こな っている手前の機 は，いわゆる “高機”である。その開口具 と し

ては， 弓棚仕掛 けの牽 引装置をそなえた ２枚 の擬似番目綜絖 が使用 されてお り，Ｃ２ｆｂｄ型

機の開口具の基本構成型式その ものの型式を示 してい る。一方，男性が機織 りをお こな っ

ている後方の機 も Ｃ２ｆｂｄ型機に分類 され るが，この機 は，いわゆる “空引き機”であ り，

開 口具と しては， ７枚前後の弓棚仕掛けの牽 引装 置をそなえた擬似番 目綜絖 のほかに，通

糸綜絖 が併用 されている。

る７１）。

　綜絖 の索引装置として，弓棚仕掛けや天秤 （唐碓）仕掛けをもちいた Ｃ２ｆｂｄ型機

に該当する手織機は，現在，わが国では，すでに使用されていないとみられるが，

その多 くは，紋織物を織 るために使用され，地組織を構成するための複式擬似番目

綜絖のうしろに，紋組織を構成す るための通糸綜絖 をそなえた大仕掛けの手織機，

すなわち，“空引き機”であった。 ただし，わが国で使用されてきた “高機”のう

ちには，開口具が，擬似番目綜絖のみで構成 されたものもあった。たとえば，米沢

市の米織会館に保存されている “高機”［重松　１９８５：４ユは， ２枚以上の擬似番 目

綜絖をそなえており， それ らの綜絖 の索引装置 と して， 弓棚仕掛 けが認 め られ

７１）註４２に提示 した Ｃｈａｍ 人の手織機 ，“Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ”の綜絖 が擬似番目綜胱であるな らば，

　 この手織機は， Ｃ２ｆｂｄ 型機 に該 当す る。 したがって， その場合には “Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ” は，

　Ｃ２ｆｂｄ型機で は， これまで には 例のない 手動式の開 口操作方式 によ る手織機 として位置づけ

　 られるが， この点 につ いて は，今後 に検証を必要 と している。

４２２
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　 る７２）。 また，熱海市の ＭＯＡ美術館所蔵の江戸時代初期の 「機織図屏風」にあら

　わされている “高機” （写真１β）や，川越市の喜多院所蔵の桃山時代の 『職人尽絵』

　のうち，「機織師図」（写真１４）に描かれている “高機”は，ともに Ｃ２ｆｂｄ型機の

　開口具の基本単位である弓棚仕掛けによる２枚の擬似番目綜絖 のみで構成されてお

　 り，Ｃ２ｆｂｄ型機が平織組織の製織にも使用されていたことがうかがわれる。

　　なお， Ｃ２ｆｂｄ型機に該当する “高機”のうちには， このほかに， ロクロ仕掛け

　の牽引装置をそなえ， ２枚 １組の擬似番目綜絖 ２組が，交互に経糸を下口開口させ

　 るものがある。 このような “高機”は，京都の西陣で “綴機”として，おもに綴織

　をおこなうために若干使用されているが，それ らのロクロ仕掛けの牽引装置につい

　ては，比較的あたらしい時期に，旧来の弓棚仕掛けにかわって使用されるようにな

　 ったものと推察され る。

　 （４）　 番 目綜絖 機

　 番 目綜絖 機 には ， 開 口具 の基 本 構 成 型 式 の異 な る単 式 番 目綜絖 機 と複 合 単 式番 目綜

続 機 が あ り う る。

　 た だ し， これ ま で に は， 以 下 に示 す よ うに ， 複 合 単 式 番 目綜絖 機 の存 在 が 確認 さ れ

て い るの み で あ り，単 式 番 目綜絖 機 につ いて は， 過 去 の 絵 画 資 料 によ って ， そ の存 在

が うか が わ れ るのみ で あ る。

　 １）　 単 式 番 目綜絖 機

　 単 式 番 目綜絖 機 の開 口具 の基 本 単 位 は， １枚 の 番 目綜絖 の み で 構 成 され る。 た だ し，

今 日， この型 式 の手 織 機 の存 在 は確 認 され て いな い。 しか しな が ら，過 去 に お け る単

式 番 目綜 胱 機 の存 在 の可 能 性 を うか がわ せ る資 料 と して ， １８世 紀 前 半 の沖 縄 を記 録 し

た清 朝 冊 封 使 ・徐 藻 光 に よ って 著 され た 『中 山傳 信 録 』 巻 第 六 の器 具 の条 の “織 具 ”

の若 干 の記 述 と， そ の挿 絵 ［徐 　 １９８２：３４０－３４１］ （図 １０４） が あ る７３）。 この資 料 ， と

くに挿 絵 に よ れ ば ， そ の “織 具 ” の 型 式 は ， つ ぎ の よ う な Ｄ ｌｆｂｄ 型 機 と して位 置づ

け られ る。

　 Ｄ ｌｆｂｄ 型 機 　 この 単 式 番 目綜絖 機 は ， 開 口具 の 基 本 構 成 型 式 が綜絖 可 動 式 で あ り，

経 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整 経 方 式 は 平 整経 で あ る。

７２）米織会館に保存 されている “高機”は，明治 中頃まで使用 されていたようであ る［重松 １９８５：

　 ４］。

７３） 同書の “織具”の記述 はつ ぎの とお りであ る。「機 の形 は， 坐 る所は狭 く， 外がひろい。高

　 さは一尺五，六寸で，低 く足をつ けるので，三，四寸 くらい しかない。機の前に竹竿，一本を

　 立てて，それをバネに して ，お さをひ っぱ ってあげさげす る。峻の長さは四寸あま り， 自角の

　 形を している。全体に小ぶ りで，地面にすえよいよ うに してある。各家 に機がある。芭蕉糸を

　 たてい ととし， 白絹をま じえて織 る」。（原田禺雄訳）

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　４２３
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＜図１０４ Ｄｌｆｂｄ型ｅｅ　・＝ 『中山傳信録』 所 収 の “織具”

　 　 　 　 ［徐　 １９８２：３４１］

　 　 　 　 　 （図中の記号 ａ～ｅは吉本 による）

　ａ一番 目綜統 （可動式）

　ｂ１，ｂ２一経 糸保持具 （ｂ１一経巻具，　ｂ２一布巻具）

　ｂ３一機台

　ｃ一整経具 （箴）

　ｄ一踏み木

　ｅ一綜絖保持具 （竹竿）

　　このようなＤｌｆｂｄ型機に該当する手織機の資料としては，前述の 『中山傳信録』

　所収の “織具”の挿絵 （図１０４）があり，開口具が Ｄｌｆｂｄ型機の開口具の基本単位

　である１枚の番目綜絖のみで構成 され，足踏み式の開口操作方式によって，平織組

　織の織物の製織状況が示されている。

　　なお，この挿絵にあらわされた “織具”について，由中は 『沖縄織物の研究』の

　なかで， 「沖縄のいざり機系の機具に，中国の高機の観念をおりまぜてえがいたも

　のであり，誤 りである」 ［田中　１９７６：１　６９－一一　１　７２］としており，当時の沖縄における

　Ｄｌｆｂｄ型機， あるいは，単式番目綜絖機の存在を否定 している。 しかしなが ら，

　前章における番目綜絖の開口機能の分析からすれば，Ｄｌｆｂｄ型機，あるいは，単式

　番目綜絖機が存在 した可能牲は否定できず，筆者は，上記のような田中説には同意

　 しかねる。

　 ２）　複合単式番目綜絖機

　複合単式番目綜絖機の開口具の基本単位は， ２枚の番目綜絖 によって構成される。

この手織機には，以下に示すような３種類の型式があげられるが，このうちの Ｄ　１　２ｆａｄ

型機については，前記の単式番目綜絖機と同様に，過去の絵画資料にもとつ くもので

あり，これまでには，このような型式の手織機の存在は確認されていない。

Ｄ１２ｆａｄ型機　この複合単式番目綜絖機は，開口具の設置方式が綜絖可動式であり，

　経糸の保持方式は垂下式，整経方式は平整経である。なお，この型式では，経糸保

　持具か ら吊り下げられた経糸の先端には，経糸に張力を付与するための経糸保持具

４２４
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　 　 　　 　 　 図 １０５　Ｄ１２ｆａｄ型 機 ＝ 『Ｖｅｓｔｉｂｕｓ　Ｓａｃｅｒｄｏｔｕｍ　Ｈｅｂｒａｅｏｒｕｍ』

　 　 　　 　 　 　　 　 所 収 の 絵 画資 料 ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０：１２２，　Ｆｉｇ．１９２］

　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 （図 中 の記 号 ａ１～ ｆは吉 本 によ る。）

ａｌ，　ａ２－ａＳ目綜絖 （可 動 式），　ｂ１～ ｂ４一経糸 保 持 具 （ｂ１一布 巻 具 ），　ｂ５，　ｂ６一錘 り，　ｃ一滑車 ，
ｄ１～ ｄ４一踏 み木 ，　ｅ一緯入 具 ，　Ｆ整 経 具 （箴）

４２５
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　 と して ，錘 りが付 属 して い る こ とが 不 可欠 で あ る。

　 　 この よ うな Ｄ １　２ｆａｄ型 機 は ，理 論 的 に は あ りう る もの とい え る。 しか しな が ら，

　 Ｄ １２ｆａｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 に 関 して は， １６８０年 に Ｊｏｈａｎｎｉｓ　Ｂｒａｕｎｉｕｓに よ って

　 描 か れ た 『Ｖｅｓｔｉｂｕｓ　Ｓａｃｅｒｄｏｔｕｍ　Ｈｅｂｒａｃｏｒｕｍ』 に所 収 の絵 画 資 料 ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０：

　 １２１－１２２，Ｆｉｇ．１９２］ （図 １０５） が知 られ て い るの み で あ り， 現 状 で は ， 図１０５の よ う

　 な手 織 機 が ，実 在 した もの で あ るの か ， あ るい は ， 空想 の産 物 で あ る の か と い う点

　 に つ い て は ，ま った く不 明 で あ る。

　 　 な お， 図１０５の手 織 機 の 開 口具 は ，Ｄ　１　２ｆａｄ 型 機 の 開 口具 の基 本 単 位 で あ る ２枚 の

　 番 目綜 統 を そ なえ て お り，綜絖 の 操 作方 式 は足 踏 み式 で あ るが， 織 り手 が ，経 糸 の

　 表 と裏 の両 側 か ら織 り作 業 を お こな う こ とが 可能 とな って お り， さ らに ，織 物 が 途

　 中 か らふ た 股 に織 られ て い るな ど， きわ め て特 殊 な製 織 状 況 を示 して い る。

Ｄ１２ｆｂｄ 型 機 　 この 複合 単 式 番 目綜絖 １幾は， 開 口具 の 設 置 方 式 が綜絖 可 動 式 で あ り経

　 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整 経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　 　 　 　 図 １０６　Ｄｌ２ｆｂｄ型 ｅｅ・＝“高機 ” ［重 松 　 １９８５：５，図 ｌｌ］

　 　 　 　 　 　 　 　（図 中の記 号 ａｌ～ ｃは吉 本 によ る）

ａ１，　ａ２一番 目綜 統 （可 動 式 ），　ｂ１，　ｂ２経 糸保 持 具 （ｂ１一経 巻 具 ，　ｂ２一布 巻 具 ），

ｃ一整 経 具 （箴 ），兼 緯 打具

４２６
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　 　 図 １０７　Ｄ１２ｆｂｄ型 機 一Ｅｗｅ族 の 手織 機 ［井 関　 １９８２：７１，図１０］ （吉 本 修 正 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記 号 ａ１～ ｆは吉 本 に よ る）

ａ１～ ａ４一番 目綜 統 （可 動 式 ／ ａ１，　ａ２一地綜絖 ，　ａ３，　ａ４一紋綜絖 ），　ｂ１，ｂ２，ｂ４一経 糸 保 持 具 （ｂ１一布 巻

具 ，ｂ４一錘 り），　ｂ３～機 台 ，　ｃ１，ｃ２一踏 み具 ，　ｄ１，ｄ２一ロ ク ロ，　ｅ一整経 具 （箴 ），兼 緯 打 具 ，　ｆ一経 巻

　 　 この よ うな Ｄ ｌ２ｆｂｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 は ，現 在 で は ，世 界 中 の ほ とん ど の国

　 に お い て使 用 され て い る とみ られ ， わ が 国 で は ，一 般 に “高 機 ”７４》と呼 ば れ て い る

　 図 １０６の よ うな手 織 機 が ， こ の型 式 に該 当す る。

　 　 な お， Ｄ ｌ２ｆｂｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 の綜絖 の 操 作 方 式 は ， これ ま で に は ，足 踏

　 み式 の み が確 認 され て い る７５》。 そ の牽 引装 置 と して は ，ロ ク ロ仕 掛 け と天 秤仕 掛 け

　 が存 在 して い るが ， これ らの うちで は， ロ ク ロ仕 掛 けの 使 用 が 一 般 的 で あ る。 ま た ，

　 この型 式 で は ，経 糸 保 持 具 は ，先 の 図 １０６の よ うな “高 機 ” を は じめ と して ，設 置

　 方 式 が定 置式 の棒 を使 用 した ものが 一 般 的 で あ るが ，西 ア フ リカで は，図 １０７の Ｅｗｅ

　 族 や Ａｓａｎｔｅ 族 の手 織 機 ［井 関 　 １９８２：６３～７２， １９８７：９２３－９４４］ を は じめ と して ・

　 定 置式 の棒 に定 置式 の錘 りを併 用 す る例 が普 遍 的 に認 め られ る。

Ｄ １２ｆｃｄ 型 機　 この複 式 番 目綜絖 機 は， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 可 動 式 で あ り， 経 糸

　 の 保 持 方 式 は 可動 式 ， 整経 方 式 は 平 整経 で あ る。 な お ， この 型 式 の 手 織 機 の 構 成 部

７４）わが国で現在使用されてい る手織機 のうちで ｓｓ高機” とい うと， 一般に，　Ｄｌ２ｆｂｄ型機 に該

　 当す る複合単式番 目綜絖機 があげられる。 しかしなが ら，京都の西陣で “高機” とい うと，近

　年 まで使用されていた Ｃ２ｆｂｄ型機に該当す る “空引き機”を意 味す るよ うに，“高機”という

　 名称 は，かな らず しも特定の基本構造を もつ手織機の型式を意味す るものではな く，基本的に

　 は，Ｂｌｄｃｄ型機 に該当する “い ざり機”に較べて，製織する位 置が高 くな って いる手織機 の総

　称 と して位 置づ けられ る名称であ る。なお，“いざり機” は，“高機”に対 して “低機” と呼ば

　れ る場合 もある。

７５）註４２に提示 した Ｃｈａｍ 人 の 手 織 機 ‘‘Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ” の綜絖 が番 目綜絖で あるな らば，こ

　 の手織機は，Ｄ１２ｆｂｄ 型機 に該 当する。したが って，その場合 には “Ｔａｎｏ’Ｐａｃａｋｏ”は，　Ｄｌ２ｆｂｄ

　型機で は， これまで に例のない手動式の開 口操作方式 による手織機 として位置づけ られるが，

　 この点について は，今後に検証を必要 として いる。

４２７



国立民族学博物館研究報告　　１２巻 ２号

　 　図 １０８　Ｄ１２ｆｃｄ型 機 ＝“Ｇｕａｔｅｍａｌａｎ　Ｓｉｍｐｌｅ　Ｆｏｏｔ－Ｐｏｗｅｒ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ”の基 本 構 造

ａ１～ ａ４一番 目綜絖 （可動 式 ），　ｂｌ，　ｂ２一ロク ロ，　ｃ１～ ｃ４一踏 み木 ，　ｄｒ経 糸 保 持 具 （布 巻 具 ），兼

腰 当 （腰紐 ），ｄ２一経 糸保 持 具 （経 巻具 ，兼 支 柱 ）

品 に は， 経 糸 保 持 具 の ひ とつ と して腰 当が 存 在 す る。

　 この よ うな Ｄ ｌ２色ｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 と して は ， グ ァテマ ラの Ｓａｎ　Ｐｅｄｏｒｏ

や ，Ｑ ｕａｌｔｚａｌｔｅｎａｎｇｏ 周 辺 の 村 に お い て使 用 さ れ て い る ‘‘Ｇｕａｔｅｍａｌａｎ　Ｓｉｍ ｐｌｅ

Ｆｏｏｔ－Ｐｏｙｖｅｒ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ ” が あ げ られ る。 な お ， この 手 織 機 の 番 目綜絖 の操 作 方 式

は， 足 踏 み式 で あ り， ロ ク ロ仕 掛 け の牽 引装 置 が付属 して い る。 ま た ，腰 当 と して

は ，一 般 に 単 な る紐 が も ち い られ て お り， わ が 国 の “い ざ り機 ” を は じめ とす る手

織 機 の腰 当 と して一 般 に認 め られ る ，木 ，樹 皮 ，獣 皮 ，織 布 ，編 物 な どで つ く られ

た 専 用 の 腰 当 とは異 な って い る （図 １０８）７６）。

　（５）　 開孔板綜絖 機

　開孔板綜絖 機のうちには，開口具の基本構成型式の違いによって，単式開孔板綜絖

機と複合単式開孔板綜絖 機がありうる。しかしなが ら，これまでには，単式開孔板綜

続機の存在が確認されているのみであり，複合単式開孔板綜絖 機については，その存

在をうかがわせるような資料 も認められない。

７６） “Ｇｕａｔｅｍ ａｌａｎ　Ｓｉｍ ｐｌｅ　Ｆｏｏｔ・Ｐｏｗｅｒ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ” の 名 称 は ，　Ｂｉｒｒｅｌｌ　’［１９５９：１２０］ に よ って い る 。

　 ま た ， こ の 手 織 機 の 基 礎 資 料 は ， Ｂｉｒｒｅｌｌ［１９５９：１２０】，　 Ａ ｎｄｅｒｓｏｎ ［１９７８］， 角 山 ［１９７８：２６－２７］

　 に よ っ て い る 。

４２８



吉本　　手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 単 式 開 孔板綜絖 機 の 開 口具 の基 本 単 位 は ， １枚 の開 孔板綜絖 の み で構 成 され て お り，

この よ うな 単 式 開 孔板綜絖 機 の う ちに は ， これ ま で に ，以 下 に示 す よ うな ４種 類 の 型

式 が認 め られ て い る。

Ｅｌｅｃｄ 型 機　 この単 式 開孔 板綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 固 定 式 で あ り， 経

　 糸 の保 持方 式 は可 動 式 ，整 経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな Ｅｌｅｃｄ 型 機 に該 当 す る手 織 機 と して は ， １８世 紀 か ら１９世 紀 に か け て

　 イ ギ リス に お い て使 用 さ れ て いた ‘‘Ｒｉｂｂｏｎ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 １９５０：１１５－１１６］（図

　 １０９）や，イ ン ドネ シァ の Ｓｉｍａｌｕｒに お け る “Ｌｉｔｚｃｎｇａｔｔｅｒｗｅｂｇｅｒａｔ” ［ＮＥｖＥＲＭＡＮＮ

　 ｌ９３８：２５７－２５８］（図 １１０）が あげ られ る。

図 １０ｇ　 Ｅｌｅｃｄ型 機 ＝ “Ｒｉｂｂｏｎ　Ｌｏｏｍ” ［ＲｏＴＨ　 ｌ９５０：ｌｌ６，　Ｆｉｇ．１８０］

　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄ は吉 本 によ る）

ａ一開 孔 板綜絖 （固定 式 ）， ｂ一経 糸 保 持 具 （経 巻 具 ），（）一緯 打 具 ，　ｄ一緯 入 具

図 １１０　Ｅｌｅｃｄ型 機 一“Ｌｉｔｚｅｎｇａｔｔｅｒｗｅｂｇｅｒａｔ” ［ＮＥｖＥＲＭＡＮＮ　 ｌ９３８：２５８，　Ａｂｂ．６５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（図 中 の記 号 ａ～ ｃは吉本 に よ る）

　 　 　 　 ａ一開孔 板綜絖 （固 定 式 ），ｂ一経 糸 保 持 具 （経 巻 具 ），　ｃ一緯 入 具

４２９



国立民族学博物館研究報告　　１２巻２号

Ｅｌｆｂｄ型機　この単式開孔板綜絖 機は， 開口具の設置方式が綜絖 可動式であり，経

　糸の保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

　 こ の よ う な Ｅｌｆｂｄ 型 機 に 該 当 す る 手 織 機 と して は ， ‘‘Ｎ ｏｒｗｅｇｉａｎ　Ｔｙｐｅ　ｏｆ　Ｂｅｌｔ

Ｌｏｏｍ ” ［Ｒ ｏＴＨ　 ｌ　９５０： １１５－１１６］ （図 １１１） や ， イ ン ドネ シ ア の Ｍ ｉｎａｎｇｋａｂａｕ 人

図 １１１　Ｅｌｆｂｄ型 ｅｅ”＝“Ｎｏｒｗｅｇｉａｎ　Ｔｙｐｅ　ｏｆ　Ｂｅｌｔ　Ｌｏｏｍ ”［ＲｏＴＨ　 Ｉ９５０：１１６，　Ｆｉｇ．１７９］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中 の記 号 ａ～ ｄ は吉 本 によ る）

ａ一開 孔 板綜 統 （可 動 式 ），ｂ１，　ｂ２一経 糸 保持 具 （ｂ１一経巻 具，　ｂ２一布 巻 具 ），　ｂ３一機 台 ，

ｃ一緯 打 具 ，ｄ一緯 入 具

図 １１２　Ｅｌｆｂｄ型 機 ＝‘‘Ｐａｍｅｄａｎｇａｎ”［ＪＡｓＰＥＲ　 １９１２二２００，　Ｆ三ｇ．２００］

　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｃは吉 本 によ る）

　 　 ａ一開孔 板綜絖 （可 動 式 ）， ｂ経 糸 保 持 具 （機 台 ），　ｃ一緯入 具

４３０



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

　 の も とで 使 用 され て きた ‘‘Ｐａｍｅｄａｎｇａｎ” ［ＪＡｓＰＥＲ　 １９１２：２００－２０１］ （図 １１２） な

　 どが あ げ られ る。

Ｅｌｆｃａ 型 機　 この単 式 開孔 板綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置方 式 が綜絖 可動 式 で あ り， 経

　 糸 の保 持 方 式 は可 動 式 ， 整経 方 式 は 輪状 整 経 で あ る。 こ の手織 機 は， いわ ゆ る “い

　 ざ り機 ” の １型 式 で あ り，経 糸 保 持具 の ひ とつ と して ，腰 当が 存在 す る。

　 　 この よ うな Ｅｌｆｃａ型 機 に該 当す る手 織 機 と して は ， 北 ア メ リカの Ｚｕｎｉ族 の も

　 とで ，儀 礼 用 の帯 を織 るた め に使 用 され て い る図１１３の よ うな 開 孔板 綜胱 機 ［Ｍ ＡＳＯＮ

　 ｌ９０１：４９２，　Ｐｌ．１］が あ る。 な お， この手 織 機 で は ，経 糸 が 直 接 か け られ て い る ２本

　 の経 糸 保 持 具 の うち ，先 端 部 に あ る経 糸 保 持 具 は， 織 り手 の 両足 で支 え られ て い る。

ｚ／ｋ ｍ

＜ 図 １１３　Ｅｌｆｃａ型 機 ＝Ｚｕｎｉ族 の単 式 開孔 板綜絖 機

　 　 　 　 ［ＭＡｓｏＮ　１９０１：４９２，　Ｐ１．１］に も とづ き吉 本 作 図 。

　 　 　 　 ａ一開孔 板綜絖 （可動 式 ）

　 　 　 　 ｂ１，　ｂ２一経 糸 保持 具

　 　 　 　 ｂ３一腰 当

Ｅｌｆｃｄ型機　この単式開孔板綜絖 機は， 開口具の設置方式が綜絖可動式で， 経糸の

　保持方式は可動式，整経方式は平整経である。 この手織機は，前記の Ｅｌｆｃａ型機

　と同様に，いわゆる “いざり機”の１型式であり，経糸保持具のひとつとして，腰

　当が存在する。

　　このような Ｅｌｆｃｄ型機に該当する手織機には，前記の Ｅ１　ｆｃａ型機と同様に，北
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 ア メ リカ の Ｚｕｎｉ 族 の も と で ， 帯 を 織 る た め に 使 用 さ れ て い る ‘‘Ｒ ｉｇｉｄ－Ｈ ｅｄｄｌｃ

Ｌｏｏｍ ” ［Ｆｏｘ　 ｌ　９７８：３１－３２；Ｍ ＡＴＴＨＥｗ ｓ　 ｌ　８８４：３８９－－３９１，　Ｐ１．　Ｘ Ｘ Ｘ Ｖ ＩＩ］ （図

　 １１４） が あ り ，そ の ほ か に も ， Ｐｏｔａｗａｔａｍ ｉ族 の ‘‘Ｈ ｏｌｅ－ａｎｄ－Ｓｌｏｔ　Ｌｏｏｍ ” ［ＢＩＲＲＥＬＬ

　 １９５９：９４－９５］， Ｐｕｅｂｌｏ 族 の 帯 織 り 用 の 手 織 機 ［Ｍ ＡｓｏＮ　 ｌ　９０１：５０５，　Ｆｉｇ．１６］ な

　 ど が あ げ ら れ る。

　（６）　 開孔棒綜絖 機

　開孔棒綜絖 機では，開口具の基本単位は，単式綜絖 型に限定され，開口具は，つね

に開孔棒綜絖 が１本のみで構成される。このような開孔棒綜絖 機としては，これまで

には，以下に示すような Ｆｌｆｂｃ型機が確認されているのみである。

Ｆｌｆｂｃ型機　この開孔棒綜統機は， 開口具の設置方式が綜絖可動式であり，経糸の

４３１



国立民族学博物館研究報告　　１２巻２号

図 １１４　Ｅｌｆｃｄ型 機 ＝＝　Ｚｕｎｉ族 の “Ｒｉｇｉｄ－Ｈｅｄｄｌｅ　Ｌｏｏｍ” ［Ｍ ＡＴＴＨＥｗｓ　 １８８４：Ｐ１．　ＸＸＸＶＩＩ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 （図 中 の記 号 ａ，ｂ は吉 本 に よ る）

　 　 ａ一開孔 板綜絖 （可動 式 ）， ｂ一経 糸 保 持 具 （支 柱 ）， （経 糸 保 持 具 の う ちに は ， さ ら

　 　 に ，織 り手 の 腰 で経 糸 を 保 持 す る た めの 構 成 部 品 と して 腰 当 が あ る）

写 真 １５　Ｆｌｆｂｃ型機 ＝韓 国の “莚 機” （ｋａｍａｎｉｔｕｌ）

　 　 　 　 　 本 館蔵 （標 本 番 号 Ｈ８５４４９）

図 １１５　Ｆｌｆｂｃ型 機 ＝ “莚 機 ” 側面 図

ａ一開孔 棒綜絖 （可動 式 ）， 兼 緯 打 具 ，

ｂ１～ ｂ４一経 糸保 持 具 ）ｂ４一経糸 中継 具 ），

ｂ５一機 台

４３２



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析 と分類

　保持方式は固定式，整経方式は結節輪状整経である。

　　このような Ｆｌｆｂｃ型機に該当する手織機 としては， 日本， 朝鮮半島，中国で，

　おもに莚を織るために使用されてきた “莚機”があげられる。写真１５は，本館が所

　蔵する標本資料のうち，韓国の慶尚北道 ・安東郡豊山邑梅谷洞で使用 され ていた

　“莚機”（標本番号 Ｈ－８５４９９・現地名称 ：ｋａｍａｎｉｔｕｌ）である７７）。

　　なお，“莚機”の整経方式は， これまでには，結節輪状整経を確認 しているのみ

　であり，経糸の両端は，いずれの場合も，図 １１５に示 しているように，１本の棒に

　結ばれており，棒を経糸中継具として結節輪状整経がおこなわれている。

　（７）　 回転板綜絖 機

　回転板綜絖 機では，開口具の基本単位が，開孔棒綜絖 機 と同様に，単式綜絖 型のみ

に限定され，開口具は，つねに複数枚の回転板綜絖 が，基本的に １組のみで構成され

る７８）。このような回転板綜統機のうちには，これまでには，以下に示すような３種類

の型式が確認されている。

Ｇｌｆｂｄ型機　この回転板綜絖 機は，開口具の設置方式が綜絖可動式であり， 経糸の

　保持方式は固定式，整経方式は平整経である。

７７）韓国の“莚機”の現地名称，および，使用地 について は， 本館の標本資料 （標本番号 Ｈ８５４４９）

　 に付属する“標本資料情報カー ド Ｈ８５４４９” によっている。

７８）回転板綜統機で は， いず れの場合 において も， 細いベル ト状 の織物が 織 られているが，そ

　れ らの うちには，一方の端 が途 中か らふた股 に分かれてループ状に織 られたものが少なか らず

　認め られる。 このよ うな織 りを おこな うためには，下図 ａ～ｃのよ うに，織 り始 めの段階にお

　いて，．一 時的に回転板綜統を ２組 に分けて，整経方式を一時的に輪状整経の状態 と して織 り，

　 その後 には，平整経 の状態 として織 ることが，Ｃｏｌｌｉｎｇｗｏｏｄ［１９８２：８６－８７］によ ってあ きらかに

　 されている。 したが って， このような場合，後述す る Ｇｌｆｂｄ型機 に該 当する回転板綜統機の

　織 り始めの段階 の整経方式は，平 整経ではな くて ，輪状整経であ り，その ほか にも結節輪状整

　経である場合 も考 え られが， このような織 り始 めの段階 における特殊な整経方式 につ いては，

　本稿の回転板綜絖 機の構成要素 か らは除外 した。

＜織 り始 め を ル ー プ状 に す るた めの

　製 織 工 程

　 ［ＣｏＬＬＩＮＧｗｏｏＤ　 １９８２：８６，　Ｆｉｇ．４６］

４３３
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図 １１６　Ｇｌｆｂｄ型 機 ＝ モ ロ ツコの “Ｔａｂｌｅｔ　Ｗ ｅａｖｉｎｇ　Ｌｏｏｍ”［ＢｏＬＬＡＮＤ　 １９７２：１６６，　Ｆｉｇ・６］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記 号 ａ～ ｅは吉 本 によ る）

ａ一回転 板綜絖 （可動 式 ）， ｂ１，　ｂ２一経 糸 保 持 具 ，　ｂ３一機台 ，　ｃ一整 経 具 （箴 ），　 ｄ一緯入 具 ，

ｅ一緯 打 具

　 　 この よ うな Ｇ ｌｆｂｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 は ，多 くの 地 域 に お いて 散発 的 に 認 あ

　 られ る が， こ こで は， モ ロ ッ コ にお け る “Ｔａｂｌｅｔ　Ｗ ｅａｖｉｎｇ　Ｌｏｏｍ” ［ＢｏＬＬＡＮＤ

　 ｌ９７２；１６６－１６７］ を ， 図 １１６に示 す 。

Ｇｌｆｃｃ型 機 　 こ の回 転 板綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 可 動 式 で ， 経糸 の保 持

　 方 式 は可 動 式 ， 整 経 方 式 は結 節 輪 状 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな Ｇ ｌｆｃｃ型 機 に該 当す る手 織 機 と して は ， コー カ サ ス ， イ ン ドの ダ ー

　 ジ リン， イ ン ドネ シア ・ス ラ ウ ェ シ島 の Ｍ ａｍ ａｓａ　Ｔｏｒａｊａ族 の も とで認 め られ る。

　 この うち， コー カ サス の回 転板綜絖 機 （図 １１７） には ，腰 当 が な く， ２本 の経 糸 保 持

　 具 に か け られ た経 糸 ， あ る いは ，経 糸 に繋 が れ た紐 の 一 部 に， 織 り手 の足 が か け ら

　 れ て ，経 糸 の張 力 が加 減 され て い る。 一 方 ， ダ ー ジ リ ンの回 転 板綜絖 機 （図 １１８）と，

　 Ｍ ａｍａｓａ　Ｔｏｒａｊａ族 の 回 転板綜絖 機 には ，経 糸 保 持 具 の ひ とつ と して 腰 当 が存 在 し

図 １１７　Ｇｌｆｃｃ型 機 一 コ ー カサ ス の回 転 板綜 胱 機 ［ＣｏＬＬＩＮＧｗｏｏＤ　 ｌ９８２：４０，　Ｆｉｇ・１２］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （図 中の 記号 ａ～ ｄ は吉本 に よ る）

ａ一回転 板綜絖 （可 動式 ）， ｂ１，ｂ２一経 糸 保 持 具 ，　 ｂ３一機 台 ，　ｃ一整経 具 （箴 ），　ｄ一緯 打 具

４３４



吉本　 手織機の構造 ・機能論的分析と分類

〈図 １１８　Ｇｌｆｃｃ型 機 ＝ ダ ー ジ リ ンの 回転 板綜絖 機

　 　 　 　 ［ＣｏＬＬＩＮＧｗｏｏＤ　 ｌ９８２：３７，　Ｆｉｇ．１０］

　 　 　 　（図 中の 記 号 ａ～ ｂ４は吉 本 に よ る）

　ａ一回転 板 綜 統 （可動 式）

　ｂ１～ ｂ３一経 糸保 持 具

　ｂ４一腰 当

　 て お り， これ らは ， いわ ゆ る “い ざ り機 ” の １型 式 と して位 置 づ け られ る。

　　 な お ， これ らの回 転 板綜絖 機 の結 節 輪 状 整 経 は ， ダ ー ジ リン と Ｍ ａｍ ａｓａ　Ｔｏｒａｊａ

　 族 の場 合 に は ，経 糸 の両 端 を直 接 結 びあ わ せ る こ と によ って 整経 さ れ て い るが ， コ

　 ー カ サ ス の場 合 に は， 経 糸 の両 端 が紐 を介 して 結 ばれ て 整 経 され て い る７９）。

Ｇｌｆｃｄ 型 機 　 こ の回 転 板綜絖 機 は， 開 口具 の設 置 方 式 が綜絖 可 動 式 で あ り， 経 糸 の

　 保 持 方 式 は可 動 式 ， 整 経 方 式 は 平 整 経 で あ る。

　　 この よ うな Ｇ ｌｆｃｄ 型 機 に該 当す る手 織 機 は ，　Ｃｏｌｌｉｎｇｗｏｏｄ に よ って提 示 され て

　 い るア イ ス ラ ン ド， ア ナ トリア ， ノル ウ ェ ー， モ ロ ッコ， アル ジ ェ リア ， 中 国 な ど

　 の回 転 板 綜 胱 機 の うち に認 め られ る ［ＣｏＬＬＩＮＧｗｏｏＤ　 １９８２：３３－３８，４３］。 ま た ，

図１１９ Ｇｌｆｃｄ型機＝ “九重手織機”［九重　 １９５２：２８］（『中学新 図書工作 ＩＩ』原図）

　　　　　　　　　 　 （図中の記号 ａ～ｅは吉本 による）
ａ一回転 板綜統 （可動式），ｂ１一腰 当 （腰紐 ），　ｂ２，　ｂ３一経糸保 持具，　ｃ一整経具 （箴），

ｄ一緯打具，ｅ一緯入具

７９） コ ー カサ ス ， な らび に ， ダ ー ジ リンの 回転 板 綜 統 機 に 関 す る 基 礎 資 料 は， Ｃｏｌｌｉｎｇｗｏｏｄ

　 ［１９８２：３７－４０］ に よ って い る。 ま た ， Ｍ ａｍａｓａ　Ｔｏｒａｊａ 族 の 回転 板綜絖 機 に 関す る基 礎 資 料 は ，

　 Ｂｏｌｌａｎｄ ［１９７２：１７１－１７２，　Ｐｌａｔｅ　ＸＩ］ に よ って い る。
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同じく Ｇｌｆｃｄ型機に該当する回転板綜絖 機は， 日本でも，戦後 に “九重手織 機”

［九重　 １９５２］（図１１９）として一般に紹介され， 乙の手織機をもちいた織 りの実習

は，一時期，学校教育のなかにもとりいれられていたようである。なお，これらの

うち，日本で使用されてきた “九重手織機”は，いわゆる “いざり機”の １型式で

あり，経糸保持具のひとつとして腰当をそなえている。また，中国の回転板綜絖 機

は，先に図１０－５に示 したように，設置方式が定置式の ２本の経糸保持具にかけられ

た経糸の一部を，織り手が膝で押 し上げることによって経糸の張力を加減する可動

式の保持方式がとられている。 しかしながら，その他の国々の回転板綜絖機は，腰

で保持する可動式の保持方式と，膝，あるいは，足で張力を加減する可動式の保持

方式の両方が存在 してきたようである。

　 （８）　 回転 棒綜絖 機

　 回転 棒綜絖 機 には ， 開 口具 の基 本 構 成 型 式 が異 な る単 式 回 転 棒綜絖 機 と複 合 単 式 回

転 棒綜絖 機 が あ り うる が ， これ まで には ，単 式 回転 棒綜絖 機 が確 認 され て い るの み で

あ り，複 合 単 式 回 転 棒綜絖 機 の 存在 を うか が わせ るよ うな資 料 は認 め られ な い 。

　 単 式回 転 棒綜絖 機 の開 口具 の基 本 単位 は ， １本 の 回転 棒綜絖 の みで 構 成 され る。 た

だ し， こ の よ うな 単 式 回 転 棒綜絖 機 に つ い て ， これ まで に は， Ｂｉｒｒｅｌｌが 提 示 して い

る以 下 の Ｈｌｆｂｄ 型 機 とみ られ る 若 干 の資 料 を確 認 して い るの み で あ り， そ の ほか に

は ， Ｂｉｒｒｅｌｌの提 示 して い る 資 料 に も とつ く筆 者 独 自の 実 験 資 料 が あ る にす ぎな い 。

Ｈ ｌｆｂｄ 型 機 　 この単 式 回 転 棒綜絖 機 は ，開 口具 の 設 置方 式 が綜絖 可 動 式 で あ り， 経

　 糸 の保 持 方 式 は固 定 式 ， 整経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　 　 この よ う な Ｈ ｌｆｂｄ 型 機 に該 当 す る とみ られ る手 織 機 と し て は ， 唯 一 ，　 Ｂｉｒｒｅｌｌ

　 が提 示 して い る ‘‘Ｓｗｉｖｅｌ　Ｓ・ｌｏｔｔｅｄ　Ｈｃｄｄｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ” （図 １２０） が あげ ら れ る。

　 た だ し， Ｂｉｒｒｃｌｌ は ， こ の 手 織 機 の 回 転棒綜絖 につ い て ， ‘‘Ｇｈａｎｄｉ　ｗｅｂ　ｒｏｌｌｃｒ”

　 と して ， ヨー ロ ッパ とア ジァの 一 部 で 知 られ て い る と 指 摘 し て い る の み で あ る

　 ［ＢＩＲＲＥＬＬ　 ｌ９５９：９６－９７］。　 した が って ， ‘‘Ｓｗｉｖｅｌ　Ｓｌｏｔｔｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”

　 の 詳 細 に つ い て は ，今 の とこ ろま っ た く不 明 で あ る。

　 　 な お ，筆 者 は ，Ｂｉｒｒｅｌｌの提 示 す る “Ｓｗｉｖｅｌ　Ｓｌｏｔｔｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ。Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” を ，上

　 記 の よ う に，Ｈｌｆｂｄ 型機 とみ られ る回 転 棒綜絖 機 と して 位 置 づ けて い るが ，“Ｓｗｉｖｅｌ

　 Ｓｌｏｔｔｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ ” の 基 本構 造 の構 成 要 素 の う ち， と くに，整 経 方 式 に

　 っ いて は， Ｂｉｒｒｅｌｌの記 述 で は 明確 に され て いな い。 した が って ， この点 につ い て

　 は，Ｂｉｒｒｅｌｌが ヨ ー ロ ッパ で もち い られ て い る と して提 示 して い る写 真 資 料 ［ＢＩＲＲＥＬＬ

　 ｌ９５９：９７，　Ｆｉｇ．５３］に も とづ き・筆 者 の 独 断 に よ って 平 整 経 と想 定 した が ・ も とよ
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図 １２０　Ｈｌｆｂｄ型 機 ＝ “Ｓｗｉｖｅｌ　Ｓｌｏｔｔｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ－Ｂａｒ　Ｌｏｏｍ”

　 　 　 ［ＢＩＲＲ肌 Ｌ　 １９５９：９６－９７，　Ｆｉｇ．５３］ に も とづ き吉 本 作 図 。

ａ一開孔 棒綜絖 （可 動 式 ）， ｂ１，　ｂ２一経 糸 保 持 具 ，　ｃ一緯 打 具

り， 整経 方 式 につ い て は ，平 整経 以 外 の可 能 性 も残 さ れ て お り，Ｈｌｆｂｄ型 機 とみ ら

れ る回転 棒綜絖 機 と して提 示 した “Ｓｗｉｖｅｌ　Ｓｌｏｔｔｅｄ　Ｈｅｄｄｌｅ－Ｂａｒ　Ｌ・ｏｏｍ ” の 実 際 の

整経 方 式 が ，輪 状 整経 で あ るな らば Ｈ ｌｆｂａ 型 機 とな る。 ま た ，擬 似 輪 状 整 経 で あ

るな らば Ｈｌｆｂｂ 型 機 とな り， 結 節輪 状 整経 で あ るな らば Ｈ ｌｆｂｃ 型 機 とな る。

　 （９）　 通 糸 綜 統 機

　 通 糸綜絖 機 の 開 口具 の基 本 単 位 に は ，単 式綜絖 型 ，複 合 単 式綜絖 型 ， 複 式 綜 胱 型 の

３種類 の型 式 が 包括 さ れ て お り，開 口具 の基 本 単 位 が 単 式綜絖 型 の 場 合 の 通 糸綜絖 の

基 本 数 は ， １組 で構 成 され ，複 合 単 式綜絖 型 と複 式綜絖 型 の 場 合 の 通 糸綜絖 の 基 本 数

は ， ２組 の通 糸綜絖 によ って構 成 さ れ て い る。 この よ うな通 糸綜絖 機 で は， 開 口具 の

基 本 単位 が ，いず れ の 型 式 で あ った と して も，これ ま で に は，以 下 に示 す よ うな １３ｆｂｄ

型 機 が確 認 さ れ て い るの み で あ る。

１３ｆｂｄ 型 機　 この通 糸綜絖 機 は ， 開 口具 の設 置方 式 が綜絖 可 動 式 で ， 経 糸 の 保 持 方

　 式 は 固定 式 ，整 経 方 式 は平 整 経 で あ る。

　 　 この よ うな １３ｆｂｄ型 機 に該 当す る手 織 機 と して は，１８０４年 に フ ラ ンス 人 の Ｊｏｓｅｐｈ

Ｍ ａｒｉｅ　Ｊａｃｑｕａｒｄ に よ って 発 明 さ れ た 当初 の “ジ ャ カー ド織 機 ”（Ｊａｃｑｕａｒｄ　Ｌｏｏｍ）

　 （図 １２１） （写 真 １６） が あ げ られ る。 今 日， “ジ ャカ ー ド織 機” は ， 世 界 各 地 の紋 織
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図 １２１　１３ｆｂｄ 型 機 一発 明 当初 の “ジ ャカ ー ド

　 　 　 織 機 ” ［内 田　 １９７６：４６５］

　 　 　 （図 中の 記号 ａ～ ｅは吉 本 によ る）

ａ≒通糸綜絖 （可動 式 ）， ｂ１，　ｂ２一経糸 保 持 具 （ｂｌ一

布 巻 具 ，ｂ２一経巻 具 ） ｃ一整 経 具 （箴 ），兼 緯 打 具 ，

ｄ一踏 み木 ， ｅ一パ ンチ カー ド

写 真 １６　発 明 当初 の “ジ ャカ ー ド織 機”（１３ｆｂｄ

　 　 　 　型 機 ） の 中枢 部 分

　 　 　 　 （Ｍ ｕｓｅｅ　Ｈｉｓｔｏｒｉｑｕｅ　ｄｅｓ－Ｌｙｏｎ蔵 ）

　 　 　 　 ａ一通 糸 ，ｂ一パ ンチ カ ー ド

物 の機 業 地 に お い て ， ひ ろ く使 用 され て お り， わ が 国 で も，京 都 の西 陣 を は じめ と

す る機 業地 に お い て もち い られ て い る。 た だ し， そ れ らの う ちに は ， 発 明 当初 の

“ジ
ャカ ー ド織 機 ” とは異 な り， 地 組織 の 開 口 と逆 開 ロ のた め に， 通 糸 綜 統 以 外 の綜絖

， た とえ ば ，番 目綜絖 を使 用 して い る もの が あ る と ころ か ら， かな らず しも ，

す べ て の “ジ ャ カ ー ド織 機 ” が １３ｆｂｄ 型 機 ， す なわ ち，通 糸綜絖 機 に該 当す る と は

限 らな いが ， そ う した なか に あ って ， 写 真 １７に示 す よ うな 中 国 の広 西 壮 族 自治 区 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　まえばた
８０）西陣で使用 されている “ジャカー ド織機” は， 一一ｍｅに， 通糸綜絖 の 手前 に “前機” と呼ば

　れる複数枚の番 目綜絖をそなえてお り， この“前機”は，地組織 の開 ロと逆開口をお こな うとと

　 もに，通糸綜絖 による紋組織の開口，あるいは，逆開 口を補 助す るために使用 されている。た

　だ し， それ らの “前機”を構成する番 目綜絖 の開［コ機能は，本稿で提示 して きたよ うな片 口交

　互 開口の機能を もつ場合 もあ るとみ られるが，一般 的には，擬似番 目綜統 と同様 の片 ロー方 開

　 口の機能を もつ綜絖 と して使用されて いる。 したがって， このような 場 合 の “ジャカー ド織

　機 ”は，複式擬似番 目綜絖 機の うちの Ｃ２ｆｂｄ型機 に該 当し，“ジ ャカー ド織機”以前の “空引

　 き機” と同 じ型式の手織機 として位 置づ けられる。 しか しなが ら，このよ うな場合をは じめと

　する例外的な “ジ ャカー ド織機”につ いては，いずれ も現代 の企業地 において創意工夫されて

　いる特殊 な手織機であ る。 したが って，世界の諸民族の もとで使用 されて きた伝統 的な手織機

　 と同列に扱 うと混乱を生 じるため，本稿 においては，それ らの手織機 の基本構造 につ いては，

　例 外的なもの として除外 した。
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写真１７　Ｉ３ｆｂｄ型機 ＝壮族の “ジャカー ド織機”

　 中国 ・広 西壮族 自治区賓 陽県，県民族錦廠

　 （１９８２年１１月，周達生氏撮影）

壮族のもとで使用されている手織機は，

発明当初の “ジャカード織機”と同様

の １３ｆｂｄ型機 とみ られる８０）。

　“ジャカー ド織機”には， 紋織物 を

織るための専用の手織機であることや，

綜絖が開口具の基本単位のみで構成さ

れている例がないなど，他の手織機に

較べると例外的な要素が多い。 しか し

なが ら，その発明の前段階には，先に

Ｃ２ｆｂｄ型機として提示 した手 織機 の

うちの，“空引き機”や，“多綜多賑紋

織機”，“束綜提花機”などの複式擬似

番目綜絖機があり，複式擬似番目綜統

機に付属 していた紋組織専用の通糸綜

続 は， “ジャカー ド織機”の発明 によ

って，地組織を含むすべての織物組織

を構成するための開口や逆開口を，効

率よ く，自在に操 ることができるよう

になった。したがって，この “ジャカ

一 ド織機”，すなわち，通糸綜絖 機は，紋織物を織 るための手織機 としては，最高

度に発達 したものであり，究極の手織機 として，原初的な無綜絖 機の対極に位置づ

けられる。

ｗ． 結 語

　本稿では，手織機の多種多様な構成部品のうち，開口具 と経糸保持具に注目し，こ

れらの構成部品と経糸との関係の構造論的，機能論的な分析をおこない，それ らの分

析結果を再構成することによって，手織機の基本構造に関する型式分類をおこなった。

その結果，これまでに，世界の諸民族のもとで使用されてきた手織機，あるいは，使

用されていた可能性のある手織機は，前章において提示 したように，４０種類の型式に

分類 された。

　そのおおまかな内訳は，無綜絖 機 として５種類の型式，そして，有綜統機として３５
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種類の型式 となっている。このうち，有綜絖 機の３５種類の型式を，開口具の基本構成

型式ごとに列挙するならば，単式輪状綜絖機が１６種類，複合単式輪状綜絖 機が１種類，

複式輪状綜絖機が２種類，単式擬似番目綜絖機が １種類，複式擬似番目綜絖機が１種

類，単式番目綜絖機が１種類，複合単式番目綜絖機が３種類，単式開孔板綜絖 機が４

種類，開孔棒綜絖 機が １種類，回転板綜絖 機が ３種類，単式回転棒綜絖 機が１種類，

通糸綜絖機が １種類である。ただ し，これらの３５種類の有綜統機の型式のうち，単式

擬似番目綜絖機 （Ｃｌｆｂｄ型機）と単式番目綜絖機 （Ｄｌｆｂｄ型機），ならびに，複合単

式番目綜絖機のうち１種類の型式 （Ｄ１２ｆａｄ型機）については， いずれも絵画資料な

どにもとつ くものである。 したがって，これら３種類の手織機の型式については，実

際に存在 した型式であるか否かについては不明である。また，単式回転棒綜絖 機 とし

て提示 した Ｈｌｆｂｄ型については，前章において指摘 しているように，　Ｈｌｆｂａ型機，

Ｈｌｆｂｂ型機，　Ｈｌｆｂｃ型機のいずれかにとってかわられる可能性 も残されているが，そ

の他の３１種類の手織機については，すべて実在 してきた型式である。

　以上のような手織機の分析や型式分類にもちいた基礎資料は，かなりの数にのぼっ

ている。 しかしながら，それらのうち，とくに文献資料 に関 しては，手織機の基本分

類の概念としてとりあげたすべての項目について，明確に記述 されているものは，き

わめて少な く，とくに，手織機の型式を特定することのできる基礎資料の数は，かな

り限定される結果となった。したがって，今後においては，あ らたな資料の入手 によ

って，本稿で提示 した４０種類の型式以外の手織機の型式が追加 されることもありうる。

ただ し，本稿の手織機の分類結果にもとつ くならば，手織機 には，すでに指摘 してい

るように，理論的には４２０種類の型式がありうるが，その大半は，現実にはありえな

いものといえ，筆者の見通 しとしては，４０種類の型式以外に，あ らたな型式が追加 さ

れることがあるとしても，その数は若干数の増加 にとどまるものと予想される。

　本稿では，従来，ともすれば，統一的な分類原理をもたないままに推移 してきた手

織機研究の不備を補い，今後に，発展的な比較研究を可能とするための基礎的研究と

して，手織機の型式分類を試みた。しかしながら，さらに詳細な手織機の構造分析を

おこなうためには，開口操作方式や，開口具と経糸保持具以外の主要な構成部品，た

とえば，箴などの整経具をも含む，形態分析や機能分析もきわめて重要である。 した

がって，今後においては，これらの点 も十分に考慮 しなが ら，さらに詳細な資料の収

集と分析をおこない，本稿で提示 した分類体系を再検討 しつつ，より精密な手織機の

分類体系を構築 したいと考えている。

　 また，その一方では，本稿で示 した基本分類を基盤として，これまでに調査収集 し
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てきたインドネシァをはじめとする各地の手織機の資料にもとつ く，比較類型論的な

研究をおこなう予定であり，今後においては，本稿では，あえて言及 しなかった世界

の諸民族のもとにおける個々手織機の型式の詳細な分布や，それ らの型式分布の連続

性 と不連続性，さらには，特定の民族において使用されてきた手織機の型式に関する，

動態的な変化などについても，研究を進めてゆきたいと考えている。

付 記

　筆者は，『文化人類学事典』の 「はた （機）」の項 目の執筆を担当 し，その項 目において，本稿

の予報 ともい うべ き記述をおこな っている ［吉本　 １９８７：５９３－５９６］。 しか しなが ら，その記述は，

本稿の執筆の最終段階 に至る前 にお こな ったものであ り，その後の新資料の入手などによって，

その内容を再検討 した結果，本稿では，修訂正を余儀な くされ た部分が少なか らず存在 している。

末尾なが ら，お断 りする次第であ る。
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貴重なコメ ントと御助言をいただいた。末尾なが ら，深 く感謝する次第である。
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